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イ伊l Eヨ

1本書は、富山市豊田本町3丁目地内に所在する豊田大塚・中吉原遺跡の発掘調査報告書である。

2 調査は、 DSGWORLD豊田店駐車場棟新築工事に伴うもので、西原物産株式会社から委託を受け、

富山市教育委員会埋蔵文化財センターの指導・監理の下で北陸航測株式会社が実施した。

3調査期間、調査面積、調査担当者は以下のとおりである。

調査期間 現地調査 平成24年9月21日～平成24年10月31日

出土品整理平成24年11月1日～平成25年7月31日

調査面積 1,031 rrf 

調査担当者監理担当富山市教育委員会埋蔵文化財センター主査学芸員堀内大介

調査担当北陸航測株式会社学芸員朝田要 橋日奈子

4本書は、第 I章第1節・第E章を堀内が、第 I章第2節 ・III・V章を朝田が執筆した。編集は堀内・

朝田が行った。

5 自然科学分析は、株式会社古環境研究所・株式会社吉田生物研究所に委託し、その成果は本書

「第W章自然科学分析」に掲載した。また出土木製品の保存処理は、株式会社古環境研究所・株

式会社吉田生物研究所に委託し、糖アルコール保存処理法および高級アルコール処理法で行った。

6 出土品及び原図・写真類は、富山市教育委員会が保管している。

7調査にあたり、豊田本町3丁目町内から多くのご協力を賜った。記して謝意を表します。

凡 例
1本書で用いた座標は国土座標VII系に準拠した。方位は真北、水平基準は海抜である。

2 土層及び遺構埋士、遺物の色調は、農林水産省農林水産技術会議事務局監修・財団法人日本色

彩研究所色票監修『新版標準土色帖』に拠る。

3 遺構記号は、竪穴建物：SI、掘立柱建物：SB、道路：SF、畠：SN、溝・沼：SD、土坑：SK、

柱穴：SP、性質不明遺構：sxを用いた。

4 遺構番号は、調査時に付した番号をそのまま使用した。

5 図中のアミカケは、各頁に凡例を示してしも場合を除き、以下のとおりである。

スス・炭化物・油煙痕 臣盟赤彩 ~地山
6 遺構一覧・遺物一覧の凡例は以下のとおりである。

①遺構埋土に切り合い関係がある場合は、遺構一覧表特徴欄に古＜新のように記号で記す。

②規模・法量の（）は現存長である。
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第 I章調査の経過

第1節調査にいたる経過

豊田大塚・中吉原遺跡は、昭和 63年～平成3年に富山市教育委員会が実施した分布調査で発見

した遺跡である。平成5年に「豊田大塚遺跡」（市No.201197）、「豊田中吉原遺跡」（市No.201198）として、

『富山市遺跡地図』に登載し、周知の埋蔵文化財包蔵地として取り扱うこととなったO 平成 14年に遺

跡が所在する地名を基に「豊田大塚遺跡」から「豊田大塚・中吉原遺跡」へと改称した。

平成7年、豊田大塚遺跡において店舗建築に先立ち、 1500 dの発掘調査を実施した。調査の結果、

縄文時代晩期～弥生時代終末期の沼跡、弥生時代終末期の木道跡・士坑・井戸・さらし場遺構・

土器集中廃棄、平安時代の溝を検出した。特筆すべきは、平安時代の溝から出土した律令祭記具で

ある人面墨書土器・人形・斎串である。本遺跡の北方約 1.lkmに位置する米田大覚遺跡は「新川郡街」

と比定しており、祭把具が出土した溝は新川郡街の祭把場と考えた。また、沼には御物石器、石刀、

土偶など縄文時代晩期の祭肥遺物の廃棄や弥生時代終末期の土器集中廃棄が見られ、縄文時代や

弥生時代に水辺の祭杷が行われていたと推測した（市教委 1998）。

平成 24年7月 13日、 DSGWORLD豊田店駐車場棟新築工事について埋蔵文化財所在の照会が

なされ、建設予定地全域 3,890.61dが埋蔵文化財包蔵地「豊田中吉原遺跡」に含まれているため、

試掘調査を行うこととした。事業者である西原物産株式会社との事前協議で、現状の青空駐車場の一

部はアスフアノレトを除去せず、そのまま利用することが分かり、その部分 1,946rrfは試掘調査から除外

した。同年9月4日～5日に市教委による試掘調査を実施し、駐車場棟新築範囲のうち 1,851rrfに遺

跡の所在を確認した。調査では弥生時代終末期～古墳時代前期の溝・士坑・ヒ。ットを検出し、縄文土器、

弥生土器、古墳土師器、古代須恵器などが出土した。

この調査結果に基づき、事業者と建設にかかる埋蔵文化財の取り扱いの協議を重ねた結果、基礎

杭および地中梁部分、エレベーター部分の掘削工事が遺構面に達することから、その範囲 1,031rrf（杭・

梁が集中する中央部分・エレベーターを含むエレベーターとの連結部分は全面調査）について記録保

存のための発掘調査を実施することとした（第3図）。発掘調査は、西原物産側の全面協力を受け、

事業者と委託契約した民開発掘会社が行い、市埋蔵文化財センターが監理することとした。民開発掘

会社は、北陸航測株式会社が選定された。

この協議結果措置について、平成 24年9月 19日付けで、西原物産開・市教育委員会・北陸航測

側の三者による協定を締結し、 9月 21日より発掘調査に着手した。

今回の調査結果に基づき、「豊田中吉原遺跡」が「豊田大塚・中吉原遺跡」と一連の遺跡と考え

られたため、平成 25年3月に2遺跡を統合し、『富山市遺跡地図改訂版』に新たに「豊田大塚・中

吉原遺跡」（市No.2010246）として登載した。本報告書は、新たな名称で刊行するもので、ある。 （堀内）

第2節発掘調査及び整理作業の経過

平成 24年9月 21日から重機による砕石除去を行い、砕石除去完了後の翌 25日から表士機械掘削

を開始した。立体駐車場建設に向けて現地発掘調査期聞が短期間に限られていたことから、表土掘

削と併行して人力による遺物包含層掘削・遺構検出を行った。 9月28日に調査区北側の第1工区の遺

構検出を完了し、翌 29日に検出状況の写真を撮影した。 10月1日から遺構掘削を行い、 10月 16日

にはラジコンヘリによる第1工区の空中写真測量を行った。

第1工区の遺構掘削と併行して第2工区の表土機械掘削を 10月 11日から行った。 翌 12日から人力

による包含層掘削・遺構検出を行い、 20日から遺構掘削を開始した。 10月 25日に遺構掘削を完了し、

30日にラジコンヘリによる第2工区の空中写真測量を行った。以上の作業と併行して、随時写真撮影・

トータルステーションによる測量・図面作成作業等を行ったO 現地調査は 10月 31日に完了した。

遺物整理・報告書作成作業は現地作業終了後、 11月1日から北陸航測株式会社で実施した。作

業内容は、遺物洗浄・注記、接合・復元・実測・トレースの他、原稿執筆・遺物写真撮影・図版

作成である。平成25年7月31日に本書を刊行して業務を完了した。 （朝田）



第E章遺跡の位置と環境

第 1節地理的環境

本遺跡は、富山市の北部に位置し、豊田本町3丁目地内に所在する。県道八幡田・稲荷線が遺

跡中央を縦断する。

本遺跡が位置する豊田本町3丁目は、富山市街地から北北東約 4kmにある。北方約 4kmには富

山湾があり、西方約2kmには神通川が北流し、東方約 3.4kmに常願寺川が北流する。この辺りは、

神通川と常願寺川により複合扇状地が形成され、その過程で多くの自然堤防が発達した。本遺跡が所

在する自然堤防は、南の豊田本町1丁目から北の豊若町1丁目にかけて広がり、北西から南東にゆる

やかな傾斜をもっ。標高は8～ lOmを測る。調査地点の現標高は約 8.5m、遺構検出面は約 7.5mで、

ある。

この自然堤防の南東には、 「フゴJと呼ばれる常願寺川の伏流水が湧き出す湿地帯が広がり、現在

もその名を冠した地名（上冨居、 中冨居、下冨居）が残る。 「フゴ」から西の自然堤防には、いくつ

かの谷地形が開析している。本遺跡北側の谷地形はその一つで、あるO 最も急峻な谷地形は、本遺跡

と南の豊田遺跡との間にあり、元々は地続きだ、った自然堤防が氾濫により分断されたものと推定してい

る（市教委 1974）。

第 2節歴史的環境

本遺跡の周辺の自然堤防には、縄文時代晩期から遺跡が顕著になり、近世に至るまで継続的に遺

跡が営まれている。

縄文時代前期には、この頃に起きた海進により広がった旧放生津潟の湖畔や内陸の丘陵上に集落

が営まれ、神通川左岸には小竹貝塚、親ヶ森員塚などが知られるO 縄文時代後・晩期には海退が進み、

海岸砂丘上に晩期前半の「岩瀬天神式土器」の標識遺跡である岩瀬天神遺跡や浜黒崎野田・平榎

遺跡などが営まれる。本遺跡周辺の自然堤防上には、豊田遺跡、豊丘町遺跡がある。

弥生時代前期には、神通川左岸の打出遺跡や右岸の豊田遺跡、宮町遺跡などが知られるが、散

発的に確認される程度である。弥生時代中期中葉以降になると遺跡数が増加し、前期から継続する遺

跡に加え、岩瀬天神遺跡や浜黒崎悪地遺跡など海岸部にも立地するようになる。豊田遺跡では、緑

色凝灰岩、藷翠、管玉など玉作関係遺物が出土した。

弥生時代後期から古墳時代前期にかけては各地で遺跡数が増加する。神通川旧河道流域では、

左岸に打出遺跡（法仏式～高畠式）、今市遺跡（月影式）、八町E遺跡（高畠式）など、右岸に四

方荒屋遺跡（戸水B式～古府クルピ式）、四方背戸割遺跡（戸水B式～法仏式）、永代割遺跡（法

仏式～古府クルピ式）などの集落遺跡が所在する。打出遺跡では、県内最多の鉄器が出土し、神通川・

常願寺川下流域の拠点的集落で、あったと評価している（市教委2006）。神通川左岸の河岸段正上には、

百塚遺跡・百塚住吉遺跡があり、当該期の方形周溝墓や前方後方墳、前方後円墳を 28基発掘し、

呉羽山丘陵北端部に「百塚古墳群」が造営されることを確認した（市教委 2009・2012）。

白岩川流域では、新堀西遺跡（法仏式～高畠式）、清水堂南遺跡（法仏式～月影式）、浦田遺跡（古

府クルビ式、舟橋村）、利回横枕遺跡（古府クルピ式～高畠式、立山町）などの遺跡が所在する。

白岩川｜や上市川流域では、いくつかの「ムラ」を形成し、それらを統括する「新川のクニ」というべき

政治社会が形成されつつあったとされる（久々 2001)。 中でも、新堀西遺跡は古墳時代前期まで長期

継続する集落遺跡であり、打出遺跡のように交流拠点としての役割を持つ拠点的集落であったとされる

（青山2013）。白岩川流域には「白岩川流域古墳群」が形成された（鹿島1999）。弥生時代終末期には、

清水堂南遺跡で方形周溝墓や円形周溝墓が作られた。古墳時代前期には、竹内天神堂古墳（前方

後方墳、舟橋村）、柿沢古墳群（立山町）が築造された。

本遺跡のある神通川！と常願寺川に挟まれた地域では、飯野新屋遺跡、宮町遺跡などが知られており、

飯野新屋遺跡では月影式～古府クルビ、式の井戸や溝などを検出し、宮町遺跡では溝や井戸などを検
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出し、玉作関係遺物が豊富に出土した。本遺跡の西には、古府クルピ式期に築造された方墳で、あるちょ

うちょう塚があるO

古墳時代中期では、白岩川流域に県史跡・稚児塚古墳（円墳、立山町）をはじめとして、藤塚古墳（円

墳、立山町）や塚越古墳（円墳、立山町）、清水堂大塚古墳（円墳）、若王子塚古墳（円墳）、

宮塚古墳（方墳）など数多くの古墳が築造される。

奈良～平安時代には、古代律令期に関わる遺跡が多数所在する。本遺跡の北方約 l.lkmにある

米国大覚遺跡では掘立柱建物 32棟、井戸、道路遺構などを検出し、 208点にも及ぶ墨書土器や石帯、

緑紬陶器、風宇硯などが出土したことから、 「新川｜郡街」と考える（市教委 2006）。常願寺川右岸に

ある水橋荒町・辻ヶ堂遺跡は、『延喜式』に記載された越中八駅の一つで、ある「水橋駅」と推定される。

神通川左岸の百塚住吉D遺跡では、馬小屋の可能性がある大型士坑を検出し、婦負郡「寒江郷」と

の関連性を指摘した（市教委 2012）。また、打出遺跡、水橋金広・中馬場遺跡などでは、古代北

陸道と考えられる道路跡が確認されている。藤田富士夫氏は駅路の｛也、郷を結ぶ通路や東大寺領荘

園「丈部荘」「大荊荘」比定地も含めた検討をしており（藤田 1998・2001)、本遺跡を通る交通路の

存在を指摘している。北は「磐瀬駅」に比定される蓮町遺跡や「新川郡街」に比定される米田大覚

遺跡への道路、東は水橋金広・中馬場遺跡周辺を比定地とする「丈部荘」開田図の「尾前道j、南は「宅

持」の墨書土器が出土から官街関連施設の可能性のある「総由輪遺跡」方面への道路を想定している。

中世になると、海岸部に大村城、日方江城などの城館、白岩川流域には小出城や仏生寺城（舟橋村）

などが築かれる。神通川左岸には中世の遺跡が集中する。この辺りは、室町時代頃に成立した『廻

船式目』にみえる十大港（三津七湊）の一つで、ある「越中岩瀬湊Jの有力候補地とされる。四方荒

屋遺跡、四方北窪遺跡や打出遺跡などでは中国製陶磁器の出土や屋敷跡などを確認し、港湾都市

的な性格が考えられている（中世岩瀬湊調査研究グループρ2004）。 白岩川流域では、水橋専光寺遺

跡や水橋金広・中馬場遺跡などの集落遺跡が所在する。水橋金広・中馬場遺跡では、遺跡の西側

北部で中世後期～近世初期を主体とする大溝で区画された館跡を検出し、出土遺物にヤスを線刻した

木摺臼、金属製のヤスなどがあることから、 中世末から近世にかけて河川！神、にかかわる生業が営まれ

ていた館跡と推測した（市教委 2001・2006）。米田大覚遺跡では、中世後期の居館の区画溝などを

検出し、荘園「米国保」との関連を指摘した（市教委 2009）。千原崎遺跡は、中世末から近世にか

けて神通川にかかる渡し場の宿場的な遺跡と考えられる。 （堀内）

引用・参考文献

青山晃 2013「第V章新堀西遺跡 6総括」『上梅沢遺跡水橋金広・中馬場遺跡新堀西遺跡発掘調査報告』

（公財）富山県文化振興財団埋蔵文化財調査事務所

鹿島昌也 1999I白岩川流域古墳群」『シンポジウム富山平野の出現期古墳」富山考古学会

久々忠義 2001「弥生農村の風景と政治社会の誕生J『ふるさと富山歴史館』富山新聞社

中世岩瀬湊調査研究グルーフ 2004「「海中から中世岩瀬湊を探る」 15年度海底探査報告」『富山市日本海文化研究

所報』第 33号富山市日本海文化研究所

富山市教育委員会 1974『富山市豊田遺跡発掘調査報告書』

富山市教育委員会 1998『富山市豊田大塚遺跡発掘調査報告書』

富山市教育委員会 2001『富山市水橋金広・中馬場遺跡発掘調査報告書』

富山市教育委員会 2006『富山市水橋金広・中馬場遺跡発掘調査報告書IIJI 

富山市教育委員会 2006『富山市打出遺跡発掘調査報告書』

富山市教育委員会 2006『富山市米田大覚遺跡発掘調査報告書』

富山市教育委員会 2009『富山市米国大覚遺跡発掘調査報告書』

富山市教育委員会 2009『富山市百塚住吉遺跡・百塚住吉B遺跡・百塚遺跡発掘調査報告書」

富山市教育委員会 2012『富山市百塚遺跡発掘調査報告書J
富山市教育委員会 2012『富山市百塚住吉D遺跡発掘調査報告書IIJI 

藤田富士夫 1998「東大寺領大薮荘の現地比定と遺跡」『古代探求』中央公論社

藤田富士夫 2001「東大寺領越中国荘園「丈部荘Jの現地比定と若干の考察I『富山史壇』 135・136号富山史壇会

4 



第E章調査の方法と成果

第1節調査の方法

発掘調査は、建設工事の工程上、北側の引き渡しを早急に求められていたため、調査区を南北の

2工区に分け、調査を進めた。また、調査区の形状が複雑であるため、調査対象外区域の表土・砕

石を残したまま調査を進めると崩落の恐れが大きいことから、最初に建設工事予定区域全域 2,550rrfの

表土・砕石をバックホウで、除去したO そののち調査範囲をトータノレステーションで、測量・設定し、試掘

調査の結果を踏まえながら、造成盛土等表土を遺物包含層上面まで、パックホウにより掘削・除去した。

パックホウによる表土掘削が、安全と認められる範囲まで進んだ段階で遺物包含層の人力掘削を開始

し、合わせて遺構検出を行った。北側の第1工区の遺構検出が終了した段階で検出状況写真を撮影し、

遺構掘削を開始した。第1工区の進捗段階に応じて、南側の第2工区のパックホウによる表土掘削・

除去、人力による包含層掘削を進めた。第1工区の空中写真測量、残務、完了検査と同時に第2工

区の遺構検出を行い、検出状況写真撮影後、第1工区と同様の工程で調査を進めた。

遺構は断面観察用の畦を残して掘削したが、調査区内外周壁が遺構断面にかかり断面観察が出来

る場合は、畦を残さず掘削した。断面は写真・図面記録をとったのち、完掘した。重要と認めら

れる遺構出土遺物は、出土状況写真を撮影し、出土状況図を作成したのち、トータルステーションを

使用し出土位置の三次元データを取得した。

複雑な調査範囲のパックホウによる掘削順序を明瞭化するため、掘削を進める北東端から掘削範囲・

トレンチ単位で、ナンバリングし（第3図①～⑫）、表土掘削で出土した遺物は、この番号単位で取り上

げた。また測量基準点設置後に、 X80600.OOOY6400. 000をF2南西角基準点、南西端を起点Alとす

る、国土座標第四系と同調し全調査範囲をカバーする lOm単位の方形区画を設定した（第3図）。こ

の方形区画を基準に、概略図の作成や空中写真測量、遺物包含層出土遺物の分類整理などの作業

を行ったO また、 Alを起点に、南北方向をXl～X70、東西方向をYl～ 60まで、2m単位で、方形区画

を細分した小グリッドを設定し、遺物包含層掘削時の遺物取り上げに使用した。

第2節自然地形と基本層序

調査地周辺の現況はほぼ平坦で、宅地として利用されている。海岸線からの距離は約4kmで、現

況の標高は約 8.5mで、あるO 当調査区を含め近隣地域は微高地であり、南から海岸線のある北側に向

かつて緩やかに傾斜する地形が広がるO 旧地形では、蛇行していた神通川の河道に代表される多数

の旧河道や河岸段E、湿地帯や微高地が入り組んだ複雑な旧地形が復元される。今回の調査区の遺

構検出面の標高は約 6.6～ 7.5mで、あり、約 150m北東に位置する 1995年（平成7年）度調査区（旧

豊田大塚遺跡）の遺構検出面の標高 8.7mと比べ最低で、も約lm低く、豊田大塚・中吉原遺跡範囲全

体として東に向かつて緩やかに傾斜し低くなる地形が復元で、きるO また調査区北端で確認した縄文時代

晩期～古代まで、存続した沼の痕跡は、 1995年度調査区の旧沼地とつながるものと推察で、きるO

調査区の基本層序は、主に調査区壁面を用いて観察を行った。層序は表土・砕石・盛土から下を、

I a層から皿層まで、の6属に分けた。上層から Ia～c層：灰黄色／灰黄褐色シルト（旧表土）、 Ea層：

黒褐色シルト（遺物包含層）、 Ilb属：黄灰色シルト（漸移層）、皿層：灰黄色シノレト（地山／遺構検出面）

である。今回の調査では、一部でIlb層上面で検出できる遺構がみられたが、 E層上面で明瞭に

確認されたため、上層で、検出で、きた遺構は輪郭を残して掘り下げ、そのほかは直属上面で、検出した。

第3節 遺構

遺構は調査区全域で、検出した。検出した遺構の総数は 244を数え、種類は、沼1基、溝 58条、

竪穴建物2棟、掘立柱建物4棟、土坑 157基、性質不明遺構4基、柱穴 18基である。遺構の時期は、

主に古墳時代前期、古代、中世の3期に属すると考えられる。調査区は、北西と中央部分を除く調
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盛土 10YR4/l褐灰色シルト

I a層： 2.5Y6/2灰黄色シノレト

I b層 10YR5/2灰黄褐色シルト（2.5Y3/l黒褐色シルト

ブ、ロック状 10%混）

I C層・ 10YR5/2灰黄褐色シルト

II a層： 2.5Y3/l黒褐色シルト（遺物包含層）露璽

II b層： 2.5Y4/l黄灰色シルト（漸移層／上層遺構検出面）

E層 2.5Y6/2～問灰黄色シルト（地山／下層遺構検出面iw
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査範囲はトレンチを組み合わせた形状を呈しており、調査区内に多くの調査対象外区域が存在する。

1 .古墳時代

(1）沼、溝

SD01 (G3～5区・ F4～6区・ E6区／第6～9図、写真図版3・4)

調査区北端に位置し、調査区外に拡がる沼の南肩部分である。東西方向に長軸を持ち、調査区内

で全長約 36m、最大幅約 14m、最深部で約 l.lm、調査区内で総面積は約 211.8rrfを測り、調査

範囲の 1/5以上を占める。 自然科学分析の結果から、 自然流路→沼→沼沢湿地という経過を辿ったと

考えられ、当該期は沼で、あった可能性が高い。また、北西に位置する 1995年度調査区で検出した

沼跡の延長部分と推察できる。

埋土は大きく3層に分けられる。第1層（上層）は暗灰黄色シノレトを基調とするO 自然科学分析の結

果から、沼の大部分が埋没し貯水機能がほとんど夫われた段階、周辺地域と比較して相対的に低地

で、あった時期に堆積したものと考えられるO そのため、周辺地域から流入した土師器、須恵、器、珠洲、

越中瀬戸、近世陶磁器など多様な遺物の小破片が出土した。

第2層（中層）は黒色／黒褐色シルトを基調とするもので、下位にはアシ・ヨシ類の植物遺体が多

量に混じる。遺物は縄文土器、古墳時代の土師器、石器、木製品、種子等が出土した。調査区北

東端には、保存状態、が良好な板材が出土したが、まとまりがなく広がっており、人為的な構築物として

の規則性はみられない。また中央付近には、第2層の最下部、第3層や地山との境付近に、古墳時

代前期の士師器が集中して出土する地点（第7・8図－ 1・3、写真図版3 1～4）、部材や古墳時

代前期の土師器がまとまって出土する地点（第7・8図 2、写真図版3-5、4-1）などがある。

第3層は黄灰色シルトで、第2層と同様にアシ・ヨシ類の植物遺体が多量に混じるが、無遺物層である。

調査区内におけるSDOl遺構埋士の最下層である。

遺物の出土量は中型コンテナ 25箱を数える。主に縄文時代晩期の土器（1～7）、古墳時代初頭

～前期の土師器（8～ 52）、石製品 (176～ 178）、弥生時代後期～古墳時代前期・古代の部材・

加工木 (190～ 199）等が出土している。縄文土器、古墳土師器が主体である。

放射性炭素年代測定の結果、縄文土器付着炭化物（試料No.7）から 2380士30BP、部材（193、

試料No.4）から 1960±30BP、角材 (190、試料No.5）から 1890士30BPという数値が出た。試料No.5・

7は出土遺物の年代との整合性が高いが、試料No.4は、ほぼ同一地点で、出土した古墳時代前期の土

師器との整合性がみられない。その要因として材の転用や古木効果、計測部位による遺構の時期との

誤差が考えられる。また、第2層上層で出土した板材（199、試料No.6）からは980士30BPの数値が出た。

以上のことから、沼としての存続時期は少なくとも縄文時代晩期（紀元前5世紀）から古代後半（11世紀）

であると推察できる（第IV章自然科学分析参照）。

SD51・SD86(F3区／第6・7・11・12図、写真図版4-4・5)

調査区北西に位置する。 SD51は幅 0.46m、深さ 0.47mを測る溝で、東西方向 N-60° -Wに軸

を持つO SD86は幅 0.64m、深さ 0.42mを測る溝で、東西方向 N-60° W に軸を持つ。いずれも

両端が調査区外に延びる。直線的に掘り込まれ、断面形は逆台形かそれに近いU宇状を呈する。埋

土は黒褐色砂質シルトに地山が斑状に少量混じるO SK165を中心点として、 SX157をほぼ等間隔に挟

んだ北側にSD51、南側にSD86が平行に伸びている。遺構の位置関係と形状及び埋土の共通性から、

SX157の区画溝または側溝として開削された可能性が指摘で、きる。遺物はSD51から古墳時代の土師

器（54・55）が出土した。

SD55 (F3区／第6・7・11・12図、写真図版4-5～7)

調査区北西に位置する。幅 l.19m、深さ 0.85mを測る溝で、東西方向 N 52° -wに軸を持つ。

両端が調査区外に延び、東端部でSD98とつながる。溝側面は直線的に掘り込まれるが、底面は調
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査範囲全体を通して凹凸の激しい複雑な様相を呈している。埋土も同一遺構内で、大きく異なっており、

西壁は黒褐色砂質シルトや黒色シノレト、地山が不規則に入り込む複雑な断面形を呈しているのに対し、

東南壁は地山が班・ブロック状に混じる黒褐色シルト層が互層に堆積する。以上の状況を、地震やそ

れに起因する伏流水等の地盤への影響と考えたことから、地震考古学の研究者である寒川旭氏に遺構

断面・平面の状況写真をみていただき、富山大学の地磁気学の研究者管頭明日香氏には土壌サンプ

ルの採取及び分析をしていただいたが、地震の影響との明確な結果は得られなかった。遺物は古墳

時代前期の土師器（56～62）、石製品（179～ 181）が出土した。

SD98 (F3区／第6・7・11図、写真図版4-5) 

調査区北西に位置する。幅 0.80m、深さ 0.36mを測る溝で、 N-44° E lこ軸を持つO 北東側が

調査区外へ延び、南西側がSD55とつながるO 埋土は主に2層からなり、大半を占める上層は黒褐色

砂質シルトを基調とし、下層は黒褐色シノレトに灰黄色シノレトがマーブル状に混じる混土である。 SD55と

同様、遺構の底面の凹凸が著しい。上層埋土が同一でSD55との新旧の切合関係がないことから、

同時期の遺構であると考える。遺物は縄文土器の小片、古墳時代前期の土師器（65・66）が出土した。

(2）竪穴建物

SI61 (E4区／第6・10図、写真図版5 1・2)

SDOlの約 lOm南に位置する竪穴建物で、あるO 遺構西半が調査区外に拡がることから、全容を把握

することは出来ない。検出した規模は5m×2.3m、床面積は 11.5rrf、深さは 0.34mを測るO 平面形

は一辺5mの隅丸方形で、床面積は約 25rrfと推察する。埋士の大半は黒色シルトを基調としており、

自然堆積とみられる状況が断面で観察できないことから、埋め戻しの可能性がある。床面はほぼ水平で、

明確な硬化面や貼床、炉跡は存在しないが、最下部の一部で、貼床の可能性のある黄灰色砂質シルト

層を確認した。また不明瞭であるが周壁溝が南側に残る。底面で、ヒ。ットを6基（SPll7・151・152・

153・155・156）検出したが、主柱穴と考えられるものはない。埋土はいずれもSI61の埋土と共通性

があり、黒色／黒褐色シルトを基調とする。遺物は遺構南側を中心に古墳時代前期の土師器（68～

71）が出土した。

SI107 (E2・3区／第6・11・12図、写真図版5 3・4)

SDOlから約 16m南に位置する竪穴建物で、あるO SX157を切る。遺構南東半が調査区外に拡がるこ

とから、全容を把握することは出来ない。検出した規模は4m×l.5m、床面積は6rrf、深さは 0.40m

を測る。平面形は一辺5mの隅丸方形で、床面積は約 25rrfと推察する。埋士は黒褐色シルトを基調

としており、下層には灰黄色シルトがブロック状に混じる。貼床・炉跡、柱穴等は検出できなかったO

底面で柱穴の可能性があるSK162を確認したが、柱痕がみられないことから士坑とした。遺物は縄文

土器の小破片、古墳時代の土師器（72～ 89）等が出土した。また埋土下部から出土した土器内面

に付着した炭化物（試料No.8）に放射性炭素年代測定を行い、 1760±30BPという結果を得た。

(3）掘立柱建物

古墳時代初頭～前期以前の掘立柱建物SBl～3を調査区北側で検出した。沼SDOlの南側岸部分

に形成されたと考えられる。

SB1 -SP25・26・27(E5区／第6・7・13図、写真図版6-4～6)

第1工区中央北東に位置し、 SP25～ 27で構成される。 1間×2間以上の掘立柱建物と考えられ、

北側に拡がる可能性が高い。調査区内で検出したのは南側の1列のみで、柱問寸法は約2.33mで、あるO

埋土は2属に分かれ、上層は黒褐色シルトに灰黄色砂が斑状に少量混じり、下層は灰黄色シルトに黒

褐色シノレトが斑状に少量混じる。 SP26・27には柱が残存したが、 SP25は南東半が調査区外に延びる

ため柱痕は確認で、きなかった。新旧の切合関係があり、 SP25はSD14より古い。遺物は、 SP26から

縄文土器（91）および古墳士師器の開脚高部の底部小片が、 SP27から古墳土師器の壷（92）のほか、
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高部か器台の小片が出土している。 91は縄文時代晩期、 92は古墳時代前期の白江式期のものである。

一方、 SP27に伴う柱（202、試料No.l）の放射性年代測定の結果 2030±30BPという数値が得られたが、

当調査区で検出した遺構・遺物全体から想定した年代より古い。これはSDOl出土部材と同様、古木

効果や材の転用、測定部位などによる遺構の年代との誤差と考える。 SP27出土遺物の年代と合わせ、

SBlの時期は古墳時代初頭～前期である可能性が高い。

SB2 -SP52圃 53・101 (FG3区／第6・14図、写真図版6 7・8)

第1工区北西に位置する。 1問×1聞の掘立柱建物で、 SP52・53・101で構成される。柱間寸法

は約 4.3m、面積は約 18.5ばである。柱穴の平面形は円形で、埋土は黒褐色シルトを基調とする。 S

P52・53に柱（203、204）が残る。 SP52から古墳時代前期の士師器小片が出土した。 SP101は遺構

上半をSX95に削平されていることから、柱の痕跡は確認で、きなかった。 SP52の柱（203、試料No.2)

は放射性炭素年代測定の結果 1830±30BPという数値が得られたことカも、古墳時代初頭～前期の建

物である可能性が高い。

SB3-SP8・9・15・134・163(D5区／第6・13図、写真図版5 1・2)

第1工区南西に位置し、 SP8・9・15・134・163で構成される。 2問×2間以上の総柱建物であり、

調査区外南東方向に拡がると考えられる。調査区内では一部分のみ検出した。調査区内にSP8・9・

15・134・163がある。桁行 4.5m以上、梁行 4.33m以上で、調査区内の面積は 19.48rrfである。主

軸はN 61° -Wである。柱穴の平面形は概ね円形で、柱間寸法は 2.2～ 2.5mfこ収まる。埋土は黒

褐色シルトを基調とするO SP15に柱（200）を伴うが、他の柱穴には柱痕は確認で、きなかったO SD14 

より古い。 SP15の柱（試料No.3）の放射性炭素年代測定の結果 1700±30BPという数値が得られており、

古墳時代前期の建物の可能性が高い。遺物は、 SP8から古墳時代の土師器壷口縁部（90）および壷

か護の頚部が、 SP134から土師器小片のほか、壷か警の口縁部などが出土した。

(4）土坑

SK32 (D5区／第6・14図、写真図版4 8) 

調査区北西、 SDOl南岸に位置し、 SDOlに沿って東西方向に拡がるO 長軸 21.4m、短軸 5.3m、

深さ約 0.50mを測る不整形の大型士坑で、あるO 遺構の東と南半が調査区外に延びており、全容は不

明である。底面はほぼ水平で、その直上から古墳時代の土師器がまとまって出土した。 SX95より新しい。

北西端でSDOlとつながるO 埋土は3層からなり、上層が黒褐色シノレト、 中層が黄灰色シノレト、下層

は黄灰色シルトと黒褐色、ンルトの混土で、ある。遺物は主に古墳時代前期の士師器（93～ 102）が出土

した。

SK35 (F4区／第6・15図、写真図版7 1～ 3) 

調査区北側中央、 SDOl南岸に位置する。東西軸 6.28m、南北軸 4.4m、最大深さ 0.52mを測る

不整形の大型土坑である。遺構西半が調査区外に延びるため全容は不明である。底面が遺構南側に

向かって緩やかに傾斜する。遺構底面に柱穴、貼床、炉など竪穴建物の痕跡が確認で、きなかったこ

とから土坑とした。埋士は主に3層からなり、上層が黒色シノレト、 中層が黒褐色シノレト、下層は黒褐色

シルトと地山の混土で、ある。遺物は古墳時代前期の土師器（105～ 132）が多量に出土したほか、非

品質安山岩の剥片（184）が出土した。土師器には二次被熱の痕跡が残る赤彩を施した台付査

(118）や赤彩を施した有錘筒状蓋（132）などを含む。以上の事から、当初祭記場として使用され、

のちに土器廃棄場として転用された可能性がある。

SK178 (D2区／第6・12図、写真図版9 2) 

調査区中央南西に位置する。長軸 l.28m、深さ 0.46mを測る楕円形と考えられる土坑で、ある。南

半が調査区外に延びる。断面は逆台形を呈し、底面はほぼ水平である。埋土は大半が黒褐色砂質シ

ルトを基調とする層で、最下部に黒褐色シノレトに灰黄色砂質シルトが斑状に混じる層が薄く堆積するO
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遺構の規模に比べて出土した土器の量が多いが、大半が土器の小破片である。古墳時代前期の士師

器 (138～ 143）や黒曜石の二次加工剥片（185）が出土した。

(5）性質不明遺構

SX95 (F3・4区／第6・7・14図、写真図版7-4) 

調査区北西の短いトレンチ状の調査範囲内に位置する。長軸 6.33m、短軸 5.0m、深さ 0.3lmを

測る竪穴状の土坑である。平面形は東西端が調査区外に延び、北側はSK32に削平されているため

全容は不明である。士坑開削時の掘り込みが唯一確認できる南側は，検出面から直線的に掘り込まれ

る。壁際には周壁溝の可能性がある溝を確認した。炉跡や柱穴等が確認で、きなかったため、性質不

明遺構とした。埋土は3層からなり、上層、 中層が黒褐色シルトを基調とし、下層は灰黄色シルトに黄

灰色シルトと黒褐色シノレトがモザイク状に混じるO 中層以下、特に下層埋土が非常に硬く締まり、貼床

の可能性がある。遺物は縄文土器、古墳土師器等の小破片が一定量出土した。 SB2の柱穴SPlOlを

SX95完掘後に底面で検出したことから、 当遺構の時期はSB2より新しいと考える。

SX157 (F3・4区／第6・12図、写真図版7 5) 

調査区内で長軸 9.17m、短軸 5.33m、深さ 0.47mを測り、平面形が隅丸長方形の可能性がある遺

構である。想定面積は 48.88rrfであるが、東西端が調査区外に延びるため全容は不明である。 SI107

より古い。底面がほぼ平坦である。埋士は主に3層からなり、上層は黒褐色シノレトを基調とする混士、中・

下層は黒褐色シルトに地山が異なる割合でモザイク状に混じる混土である。特に下層埋土はSX95と同

様、非常に硬く締まる。またSI107の壁断面下層で、確認した黒褐色シルトと地山が班・ブロック状に混

じる混土は、 SI107埋土より広範囲に拡がることから、 SX157の埋土である可能性が高い。また南北 1.8

m離れて、 SD51・SD86が東西方向に平行して伸びており、関連する遺構と考える。遺構底面で検出

したSD87・168は周壁溝、 SK165・166はSX157に伴う土坑である可能性がある。遺物は縄文土器、

古墳時代前期の土師器 (145～147）等が出土した。

2 古代

道路状遺構

SF1 /SD94 (D3～5区／第6・16園、写真図版8 5) 

当遺構はSD169とともに古代道路に伴う側溝と考えられる。調査区中央やや南を東西に横断する溝

で、 SD169と平行して伸びる。 SD169との路面幅は5.5mであるO 調査区西側では確認で、きなかったが、

調査区中央西側のE層及びE層上面が削平されたためと推察する。東西ともに調査区外に伸びる可

能性が高い。規模は幅 l.67m、深さ 0.28mを測る。断面形は逆台形で底面はほぼ平坦である。埋

土は黒褐色シルトを基調としており、使用されなくなった後に自然堆積した可能性が高い。遺物は縄文

土器、古墳土師器、中世士師器（152～ 156）、緑色凝灰岩剥片 (184）が出土した。埋土上層か

ら出土した中世土師器や珠洲の小片は流入したもので、あり、最終的な埋没年代は 13～ 14世紀である

可能性が高い。平行して延びるSD169から中世以降の遺物が出土しないことから、 SD170の北側に位

置する当遺構のみ、 中世集落が成立した後も生産域内の区画溝などとして転用されたか、 自然の落ち

込みとして存続したと考える。

SF1/SD169 (C3～5区／第6・16図、写真図版8-4) 

調査区南側を東西に横断する溝で、 SD94と平行して伸びる。 SD94と共に古代道路の側溝である可

能性が高い。規模は幅 l.67m、深さ 0.26mを測り、断面形は逆台形、底面はほぼ平坦である。埋

土は上層が黒褐色シノレト、下層は灰黄色シルトがマーブル状に混じる黒褐色シルトであり、 開削からし

ばらくの期間は緩やかな水の流れがあった可能性が高い。埋土は自然堆積である。遺物は古墳士師器、

古代土師器（148）、須恵器、砥石（183）などが出土した。
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3. 中世以降

(1）掘立柱建物

SB4 SP185・211・212・222・225・23ト 262・270(C3区／第6・17図、写真図版9-1) 

第2工区中央に位置する、 1問×3問の南北棟側柱建物である。柱穴は北西端から時計回りにSP

270、SP211、SP212、SP262、SP222、SP225、SP230、SP185からなる。柱穴の平面形は概ね円形で

ある。柱穴の埋土は主に黒色シルトを基調とする。いずれも柱は伴わず、明確な柱痕は確認で、きなかっ

た。桁行に沿って外側に雨落ち溝と考えられるSD184・209を伴う。建物部分の規模は、桁行 6.67m、

梁行 3.83m、面積 25.55rrfで、主軸は N-45° -W である。柱間寸法は桁行が 2.0～2.33m、梁

行は 3.83mで、あり、梁行が2倍程度あることから、 SK203やSD221中程の窪みが浅い柱穴である可能

性がある。 出土遺物は、 SP211、SD209から土師器小片が出土した。

(2）溝

SD170 (C4・5区、 02～4区／第6・16図、写真図版8 3、9-5・6)

調査区の中央やや南側を東西方向N-73° -Wiこ横断する溝である。規模は幅 l.OOm、深さ 0.54

mを測り、断面形は U字状である。埋土は主に2層に大別でき、上層は黒褐色シルトを基調とし、下

層は地山と黒褐色シルトがモザイク状に混じるO 西端部が貯水池状遺構SX201と連結する。 SD188・S 

D14より新しい。用水路としての機能を持っていた可能性が高い。遺物は土師器小片、中世土師器

(159）、瀬戸碗 (160）が出土しており、遺構の開削時期は 13世紀頃、最終的な埋没時期は 15～

16世紀頃の可能性がある。 SX201と共に、調査区内で最も新しい時期の遺構である。

SD188 (C3～5区／第6・16図、写真図版8 3) 

調査区南側を東西N-70° -Wに横断する溝である。 SD94・SD169の聞に位置し、ほぼ平行して同

方向に延びる。規模は幅 l.69m、深さ 0.3lm、検出長は約 12.5mで、ある。断面形は逆台形、底面

はほぼ平坦である。埋士は黒褐色シルトに黄灰色シルトと黒色シルトがブPロック状lこ混じる混土が主体

で、廃棄時に人為的に埋められたと考えられる。 SD170より古い。規模・位置関係はSD94・SD169

との共通性をうかがわせるが、 当遺構はHa層上面から掘り込んでおり、埋士も異なることから、 開削

時期と埋没時期が異なると考える。遺物は古墳時代の土師器、中世土師器、珠洲などが出土した。

SD14 (A4B4、B5C5D5区／第6・13図、写真図版6 1、9 5) 

調査区東端部を南北方向N-7° -Wtこ縦断する溝である。南端が調査区外に伸びる一方、北端部

が E5地区以北でみられない。これは北東側の遺物包含層が残っていなかったことから、後世に削平

されたと考える。調査区内で幅 3.33m、深さ 0.28m、検出長で約 35mを測るO 底面のレベルはほぼ

一定で大きな高低差はみられないが、遺構検出面は南西に向かって傾斜して低くなる。新旧の切合関

係があるSP15(SB3）・SP25(SBl）・SD94・169を切り、 SD170には切られる。埋土は主に2層であり、

下層は締まりの緩い黒褐色シルトを基調とし、酸化鉄が多く混じる。上層は黒褐色シノレトに地山が粒・

ブロック状に混じる混士がほぼ水平に堆積するO 下層は無遺物層であり、遺物は全て上層から出土した。

埋土の堆積状況および埋土の特徴から、溝が機能していた当時、植物が生い茂る状態で、あったと考え

る。遺物は古墳時代の土師器小片が多量に出土したことから、開削時に多くの遺構が削平された可能

性が高い。 当該期の遺物として珠洲の播鉢（151）が出土した。

(3）土坑、性質不明遺構

SX201 (D2区／第6・16図、写真図版9-3・4)

第2工区北西に位置する。遺構西半が調査区外に拡がる。規模は調査区内で長軸 7.81m、短軸

l.83m、深さ 0.85mを測り、南に向かつて深くなる。遺構底面は湧水層で、ある灰黄色砂に達し、調査

期間中、常に多量の水を湛える状態で、あった。遺構は南に向かって深くなり、用水的な機能を持って

いたと考えられる中世の溝SD170と南側で連結し、水を供給する井戸・貯水池的な役割を果たしてい
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第1表遺構一覧（1) 

平面形（SK/
掲載 幅 深さ

遺構 時期 地区 SP/SX) ／軸 挿図N" 特徴 遺物

方向（SD)
造物 （~） (cm) 

G3～GS 
I～52、 調査区北端に伶置する沼①自然流路→沼→沼沢湿地の経過を

縄士・土師様小片×500～、縄文土器（晩期岬経塚～下野／AMS試料恥7土器

SD 01 
縄文晩期

F4～FF N 63° W 
176～ 

6～9 
3600x 

110 
たEり、 rg;存続時期は縄文晩期～11世紀であり、③縄文暁期および

付着炭化物BC400）、古墳土師器、須恵器、中世土師器、珠t州、石器、土製品、木
～古代 178 190 1400 弥生時代後期～古境時代前期、古代後半の3つの時期に沼とじて生

E6 
～l9C 産活動に組み込まれていた可能性が高いc

製品（AMS部制Alコ30～50、炭化材AD90～120、板材AD1030)

SK 02 古墳前期 Ef 円 38 40 

SK 03 古墳前期 EB 同 46 40 <SDOl 

SK 04 古墳目＇l期 日6 円 26 12 -

3'ζ 05 古噴同，，期 E6 円 28 13 

SK 06 古墳前期 E6 l'J 22 18 

SK 07 Ii"噴円'1期 06 （楕円） 41 30 西半が調査七三外

SP 08 古境目，，期 06 楕円 90 13 93 29 SPl 5,8,9,134,163でSB3を構成 土師器壷口融×1、土師器査か費頭部×2

SP 09 古墳前期 05 l吋 13 43 35 SP 15,8,9,134,163でSD3を構成

SK 10 古墳前期 05 （楕円） 107 14 底面でSPlOを検出同遺構の可能性あり
土師器小片xlO、縄文晩期探鉢（波状日縁）小片×1外陶赤彩両坪か器官底部小

片、壷口融小片 X2

第2工区SDl77と同 SP15,SKl 32,SP163,SK136,SD1 70 <SD 
土師器小片×多高珂か器台口融小片xl・赤彩頭部（運孔あり）xl、壷口融右砂＇X

SD 14 中世以降 AB4 N-23' -E 151 6・13 228 28 14くSD94多くの中世以前遺構を削平していると考えられる。古墳
BCD5 

時代土師器の出土量多い。
l・小片xl、製塩土器xl、不明円縁xl

SP 15 古墳凶j期 05 不整形 200 10 47 /58 48/42 SP15,8，白，134,163でSB3を構成 柱（AMSAD350～380) 

S口 19 古境前期以前 05 N 81' E 18 4 南西lこ｛立置するSD70とつながる可能性晶い3 土師器小片x2

SD 21 古墳円，，期 D4D5 吋 80'-w 114 11 - 土師器小片×多、器台小片×1

SK 23 古墳目，，期 E5 円 24 10 

SP 25 占墳前期 ES 楕円 6・7・13 60 38 SP26,27,25とSBlを構成

SP 26 古墳月＂期 Eヨ 楕円 91・201 6 7・13 47 58 SP26,27,25とsmを構成 土師器小片x3、波状日韓壷口縁xl、赤彩両士不か器台（透孔あり）xl、柱

SP 27 古墳同，，期 E5 楕円 92・202 6・7・13 114 70 SP26,27,25とSBlを構成 土師器小片x7、有段翠口融（実） xl 、柱（ AMS•BCllO～AD50)

188/22 14/17 I 
土師器小片x多、器台頭部xl、壷口縁x4（内外面赤蒋xl，凹線文xl棒状浮文｛寸玄

SK 31 古墳前期 F4 不整形
7 /162 11 

l，）査かきを底部小片（網？文付)x1、台付壷（浮帯士郎分）xi、器台か高節口縁部x

1 

93～ 2140 
土師器小片x多、土師器費整類（円縁～体部x2、口縁部品外面赤彩xl、体

SK 32 ，•，積前期 FG3FG1 不整形
102 

14 
x530 

61 〉性質不明士坑SX95SD167とつながるo 部～底部x2、底部xl）、高杯器台（口縁xl、内外面赤彩土不部xl、頭部x2)

SK 33 F4 円 19 10 SDOl付近

SK 31 ，•，償前期 F4 不整形
103 

117 41 SDOIと切り合う。
土師器小片x多、蓋xl、赤彩品士不か器台頭部xl、壷口縁者日小片xl、壷ロ縁x2（問

104 線文xl）、 U韓部小片x6

105～ 385/22 
25/31/ げ＇ ＃士a 門門 ー』占 E回・ 「門

SK :l5 /Cl責前期 F4 不整形 132・ 15 2/313/ 
27 /52 ISK36 

房 νノ＇＂じ 土師器小片足多、古墳土師器費、査、高郎、器台、郡片

m 535 
【JMロIェσ／ノ。

土師器小川 x多、内外l伺赤彩両杯杯都小~x4 （口縁部xl) 、外幽赤彩費体部ノI、片

日K :w ,,, I責前期 E4 不整形
133～ 294/21 

30/16 くSD39.SK35とつながる。 SKI18’160を底面 P検出 xl、査口縁小片x3 平縁費日韓xl、器台頭部小片xl 亦彩高杯か器台底郎（透
136 1 

孔あり）xl＇頭部 xl、壷口縁x3

ト引く 九7 山墳前期 F4 （楕円） 78 14 くSK31、試掘トレンチ貰下 土師器小片1多、須恵器卸小片xl（試掘時に混入した可能性が向い）

日［） :1!1 E4E~ N 80' W 52 8 <SK36・SI61、SK161と切り合う。 SD167と聞 の可能性あり。
縄文体自C,;j、片xl、土師捧小片x多、内外面赤彩前会不か器台口融脚商店，，］、片x各1

（言+z)

日i、 11 ，，，境問，，期 E4 楕円 78 15 土師器小片xlO、内外面赤彩向坪か%：1守小片xi

討K E4 不整形 50 41 

日K E5 不？童形 24 19 

トミ｝、 巳4 円 30 20 

SK E4 円 45 40 

日＂ 17 E5 円 41 9 土師器小片x2

Sl、 "' E4 円 137 23 25 - 土師器琵ロ縁xi

おK 円。 E4 円 31 6 

おり " ，.，，質問期 F3 N 60° W 54. 55 6・7’11 46 47 
1；方η向に平行に延びる。

SX157SI107の南北に東西 土師器小片x多、内外面赤彩高勾てか器台小片xl土刊行高杯） xl・頭部xl、有段

壷聾類口融xl・尻音！xl、ミチュアつ底部xl

SP " ，•，墳前期
G1 円 201 6 7・14 37/40 85/60 SP52・53・101でSB2を構成 土師器小片xl、柱（AMS'AD90) 

SP 53 J，墳前期 F3 円 202 6・7・14 56/38 75/53 SP52’53・ 101でSD2を構成 本土

56～62・ 119/22 
遺構底面に地山が不規則に隆起したような痕跡がみられる。 SD98と 土師器小片x多、土師器壷口縁xl、務口縁部xl・底部xl、高部亦部xl/直口細

SD 55 ，，，墳前期 F3「4 N 52' W 6・7・ll 76/85 
｜切東附端遺構。最布留下層系か的ら出土泌

. .，』 頭壷口融xl、器台か高亦口融（口径16)xl、内外面赤彩高＋刊口径30）、内外面
180～182 2 

赤彩器台小片xl、高杯小片（杯稜部にキザミ、援団線5条）、石器

SP 56 F3 N 66' W 54 12 剖壁

SK 57 E4 円 25 20 

SK 58 FA 円 23 22 

SK 59 E5 円 28 16 

思穴建物、四半分が剥査区外に延びる。周境構を伴うが、地床炉

SI 61 古境前期 E3日4 （隅丸方形） 68～71 10 252 31 貼床・主柱などは確認山来ない SD70SD116SK142と切り合う。 S 土師器ノl'fix多、土師器費、高杯坪部脚部xl

Pll7・151・152・153・155・ 156など柱穴の可能性あり。

SK 62 04 円 48 36 SK62・65・97・124ぞSAを構成か

SK 63 古墳前期 EA ノト整形 126 19 <SD120落ち込み状 土師·~ノj、片x多、査費類口縁（有段） xl

SK 65 古代 [4 精円 52 17 SK62・65 ・97・1'4で5Aを構成か

SD 66 古墳目＂期 03 N 66' -W 63 61 11 遺構掘削後SK135を検出、 SK72と明り合う。 土師器＇J＇~ xl l 、有段口縁墾xl

SK 67 中世以前 04 円 35 14 

SK 68 古墳前期 [1 （隅丸方形） 89 15 撹乱に遺構北側を切られる。 土師器小片品、上師器宣肩書店小片

SD 69 中世 04 N 5ロ E 21 7 
西からSD139・120(122）ー93・ SD69(92）・91がほぼ等間隔半行に南

北方向に延びる細滑畠（軸溝）の可能性が高い。くSI:84

S日 70 古墳前期 DE4 N 14° W 
19/83/ 

7 /7 /18 
SD70SD116SK77通し断面＞SD116、SI61と切り合い、 SDl9と

土師器小片x6
27 つながる可能』陀が高い。

SD 71 古噴前期 DE4 不整形 75 16 商延長SD66の可能性あり。掘削後南端下育IIでSK133検出
土師襟小片x多、内外面赤彩同杯頭部、宣告警類口融xl・底部xl、縄ぇ土器（祖

製）廃部記、外陶赤彩鉢底部xl

SD 72 0113 N 4° -E 64 38 11 - 土師抹小片x多（SD71出土土器とl司 個体と考え色才るもの古む）

3'ζ 73 84 円 32 19 

SK 75 D4 ドJ 36 39 

SK 77 E4 （不整形） 83 18 SD70SD116SK77通しセクション断面 SD116~切り合う。

一一SK 79 D2 不整J形 46 12 

SK 80 02 円 32 35 - 土師器小片xl

SK 81 02 （不整形） 69 22 西倒調全区外 土師器小片x2、有段口融壷（A2)xl、中世土師器且l?xl、近Iii磁器xl

SD 82 古境前期 E?El N・’62' w 71 16 SD日6と平行に東由方向に延びるc
土師器ノj、片xS、タ面赤彩両杯か器台体Jll];j、片xl、土師器底割川、片xl、壷翌顕口

縁xl

SD 83 03 ' 80' E 48 10 SD238~同一遺構か

SD 84 03 N 74' W 32 8 SD12WCJ一遺構か西側落ち込みがあり不明瞭 土師器j、片x2

s;乞 85 日2 円 21 13 - 土師器，J、片xl

SD 86 古墳前期 日2 N 63° -W 6・11・12 65 12 
107・164・87 ・86通しセクション南端 SD5l・86は同一用途の可能性が 土師器 j、片語、両郎か器台口縁部（径13）小片xl＇体部小片 xl、縄文土器底部

あり。 SX157・SI107の南北に、東西方向に平行に延びる。 xl 

SD 87 古墳前期 82 N 68° W 11・12 98 24 107・164・87・86通しセク、泊ン断面。 SI107と関連する溝（早穴内周溝）か

SK 88 C5 I~ 25 34 

SD 89 CD5 N 24° 目E 16 9 く南側揖乱 SD170との切り合い不明

SD 90 中世以前 04 N「 8° -E 35 9 
北恨lj撹舌しに切られSD94cの切り合い不明 SD9lと平行で南北に延

土師捧小片xl
びる畠（鋤構）の可能性が高い。下層理土に流水性的堆積の特徴省

SD 91 中世以前 04 N 5' E 42 8 
西からSD139・120(122)・93 ・ SD69(92）・ 91がほぼ等間隔平行に南

士師器体部（高坪＂＇） xl
北方向に延びる錫瞥畠（SNl）を構成く北側揖苦しくSL~4

SD 92 中世十以前 D4 N 4° E 39 17 
西からSD'"9 ・ 1201122）・93• SD69(92）ー引がほぼ等間隔平行に南

北方向に延びる軸溝畠（SN1）を構成＜SD94

SD 93 中世以前 D4 N 6° E 21 7 
西からST〕139・ 120(122)・93 • SD69(92)・ 91がほぼ等間隔平行に南

北方向に延びる軸溝畠（SN1）を構成＜SD94

12 



第1表遺構一覧（2)

遺構 時期 地区
平防！？形（SK/SP/S 掲載

挿図＂＂
幅 深さ

特徴 遺物
X）／軸方向（SD) 遺物 (cm) （岨）

152 
158/12 SD69(92）・93• 120(122）・ 168<SD94’SD14、SD169と平行に東西方向に延

土師器小片x多、中世士師器x7、縄文土器口融部x4（外函赤色xl)

SD 94 古｛℃ D3～5 ' 77° w 156 6・16 
8 

28/24 
びる。道部｛附蒜の可能性が高い。

器台口縁部小片（受部キザミ） xl体部下半（穿孔あり） xl、珠洲察体

184 部小片xl、剥片

SX 95 古墳前期 F3F4 （不整形） 6 7・14 583/22 72/10 県穴建物か SPlOl<SX95くSK32
土師器小片x多、土師器成部小片xl、壷窪類口融淵lx7 縄文土器

口融部x6

sx 96 E) （不整形） 169 45 SD114とつながる滞水性の埋士しまりゆるい

SK 97 D4 円 27 29 SK62・65・97・124でSAを構成する可能性あり。

SD 98 古境前期 F4 N 44° E 
65 

7 80/133 28/36 SD55とつながるo南北調査区外に延ひ百。
土師器小片x多、両杯頭部xl 、向上不か器台口融部x3•体部x2、縄文

66 土器口融部小片xl

SK 99 D4 円

SP 101 古墳目u期 F3 円 6・7・14 20 15 くsx町、 SP52・53・101でSB2を構成

SD 102 古墳前期 千二3 N so• w 66 31 SD114とつながる G 埋：l二の共通性からSD55の可能性あり。 土師器壷麺類小片x2外面赤彩x2、緑色凝灰岩小片xi

SD 105 古境前期以降 El N 10' E 28 12 〉撃穴SI107・SX157 南北端調査区外に延びる。

SD 106 古漬前期以降 E2E3 N 26° W 18 4 >SI107・SX157・ SKl65 ・SKJ66南北調査区外に延ひ百。 縄文土器体部小片xl、土師器壷聾類体部小片xl

72 
土師揖小片x多、縄文晩期土器（口縁d・ゲ面赤車体部xl)土師器大

SJ 107 古墳前期 E?E3 （隅丸方形） l ! ・ 12 
116/47 

27 /40 
>SX158、107・164・87・86通しセクシヨンくSD105106、SK16 型壷口縁部（棒状浮文） xl、土師器愛護類（省段聾ー平縁努・丸縁

89 
6 周壁I詩的可能性があるSD164を遺構底面ぞ検出。 護・短覇査口縁部、有孔壷底部、壷底部x多）高杯か器台（東海系

椀型杯部x3・内少面赤彩イミ孔器台受部xl)

SD 108 El 竪穴建物SII071こつながるQ 調査対象医域外で検出

SD 109 El N 73° W 47 12 〉竪穴建物Sll07 土師器小片x6I同一x5）、内外面赤彩高月二か器台耳部xl

SD 110 山墳前期 E2 N 75' E 11 12 131 30 竪穴建物Sll07内 SD87と切り合う。

SX 112 03 68 11 不明瞭な落ち込みのため遺構番号削除
土師器小片x多、土師器壷費類口縁部小片x2、両折、か器台口融・土干

割引、月x4、縄文土器底部xl、弥生中期（小松ワ）土器壷体部小片xl

SK 113 ト＇5 （円） 21 29 土師器小片xl

SD 114 古墳前期 E) N-10° 司W 35 17 SD114・SX96とつながる。
土師器小片x多（SD109と同 個体の可能性の高いもの吉む）、

縄文土器口縁部小片xl

SK 115 E3 円 29 10 

SD 116 古漬前期 E4 N 27° W 
19／日3/

7 /7 /18 
SD70SD116SK77通しセクシヨン <SD70・SK77 50137とつながる。 SD55と

27 同遺構の可能性がある。

SP 117 古墳前期 ビ4 不盤形 10 '" 15 SI61内

SK 118 古償前期以前 F4 （不繋形） 27 21 SK36底面で倹出

SD 120 中1サ 04 N 10' E 20 7 
SDC9(92）・93-12011221168等間隔平行南北方向¢錫嶋畠（SN！）を構成する可

能性あり。 SD121くSD120(122)<SD94・170 563とつながる。

SD 121 中世以凶J 01 N-76° -W 30/36 9/7 くSD122 SD84・SD139と同 遺構の日I能性あり。

SD 122 中何 D4 F←12° E 184/18 14/8 
西からSDI39・1201l22）・日3・SD69(92）・引がほぼ等間｜塙平行南北方向に伸び

る鋤溝畠〔SNl）を構成 SDl2!<SDI20(122)/SD94-l 70 SK63と切り合う。

SK 123 占墳以目＂ F4 （楕円） 51 23 SK123くSK31 SK31底面で検出

SK 124 古墳前期 03 不整形 43 26 SK62・65・97・124で柵（SA）を構成か 土師器小片xl、両席か器台郎部小片xl

SK 125 03 不整形 28 22 SD66底面で検出

SK 126 中世以＂＂ 04 （円） 28 24 >SD94 

SK 127 04 円 28 25 

SK 128 03 円 26 11 

SK 129 03 （不整形） 34 23 

SK 130 [)3 （円） 34/26 15/24 土師器小片xl

SK 131 D3 円 23 9 

SK 132 中世以前 D5 円 19 8 くSD14

SK 133 D3 円 30 34 SD71底面で検出

SP 134 古墳前期 05 同 13 39 47 SP15 ・8 ・ 9・ J 34 ・ 163でSB3を構成 SK10底面で検出 土師器小片x.＇、土師器量聾嗣口縁部 xl、高河てか器台ノl、片x2

SD 135 中世以＂＂ C5 N 70° W 72 29 SD170の延長の可能性高い。＞SDJ4 土師器小片x1

SK 136 中世以削 C5 円 27 28 >SD14 

SD 137 E4 F十27° w 22 4 srn 16cつながる。

SD 138 E4 N 41' E 16 3 

SD 139 中世 D4 N 13° E 16 6 
西からSD139・120(122）・93・ SD69(92)・9 lがほぼ等間｜塙平行南北方向に伸び

る軸溝畠（SNJ）を構成くSD94・170

SK 139 中世以目Jj D4 N-13° -E 31 6 SD139底面で検出

SD 140 03 '61' w 27 16 〉不明瞭な落ち込み状遺構SX112

SD 141 03 '10° w 50 4 〉不明瞭な落ち込み状遺構SX112

SK 142 E4 （椅刊） 36 6 SI61と切り合う。

SK 143 C5 （円） 30 36 SDI 70>SK143 >SD144 

SD 144 C5 N 16° W 80 28 くSKJ43

SK 145 古代。 E4 円 27 19.5 

SK 146 E4 円 21 27 

SK 147 F4 円 12 20 

SK 148 F4 円 16 15 

SK 149 F4 円 24 34 SDOl内 土師器小片xl

SP 151 古墳印I期 E4 円 IO 32 12 SI61内

SP 152 古墳前期 E4 円 10 28 12 SI61内

SP 153 古墳目リ挿1 E4 円 IO 23 10 SI61内

SP 155 E4 円 28 18 

SP 156 古墳＂＇＇期 E4 円 IO 28 62 SI61内

145 
固く締まったモサ占イク状の混土が拡がる。くSI107 東西調査区外に延びる。 土師器小片x多、土師器壷愛類口縁普刷、片xl、内外面赤彩高節か器

sx 157 古墳前期 E2EF3 （不整形） ～ 6・12 479 47 

147 
遺構底面でSKl65-166-SD168 （周壁内構か）を検出 台口融部小片x?

SD 158 古墳＂＂期 E? N-25° -W l 1・12 426/47 51/17 SX157内南側 土師器小片x多

SK 160 古墳前期以削 E4 円 26 15 SK36底面~検出

SK 161 古代 Eo （円） 88 43 SD9底面て検出南半が調査医外に拡がる。 土師器小片x3、土師器置口掃d、須車器量費類体制レト片xl

SK 162 古墳前期 E3 円 25 38 
SI107底部で検出埋土は砂質土遺構底から涌水が激しい。 Sfl07に

伴う柱穴の可能性令

SP 163 古墳前期 05 （不繋形） 57 17 くSDI4 SP15,8.9.134.163でSB3を構成。

SD 164 古境前期 E2 F十65° w 「 11・12 256 30 Sl!07内にあり、周壁構の可能性がある。 107・ 164・87-目通しセクション

SK 165 古境前期 E2 不整形 ー 11・12 72 7 SXJ57底面で検出

SK 166 古墳前期 E3 柑円 - 11・12 40 32 SXl57鹿面で検出

so 167 古代 EF4 N-15° E 48 8 くSK35 SK32との切り合い不明瞭

SD 168 古墳前期 0304 IH8° W ー l1・12 25 10 SX157底面 E検出周壁講の可能性有南側のSD87と並行に延びる。

151 147 /15 
土師器小片x多、須恵器卸口韓部小片xl、土師器壷曹閉口縁部'1、片

SD 169 白代後期 C3C4C N-77° -W 
183 

6・16 
6 

25/26 底面でSK191を検 出くSK218・SDI77 (SD14) x3、壷底部x2・器台か高時杯部小片xl内外面赤彩，）・器台頭部，z

／土師器小片x多、土師器壷日韓x2、砥石

D2D3C 159 
69/91/ 43/39/ 

SX201とつながる可能性が高い。 SD168・122・93・141など北側に伸びる鋤溝群と
SD 170 中位 N 83' W 6・16 104/82 49/46/ 土師器小片x多、中世土師器口縁部xl、青磁碗口縁部xl

D4C5 16C 
/62 54 

つながる可能性有＞SK265

SD 171 B2 N 28° E 122 20 遺構底面でSK285を検出

SK 172 B之 円 18 26 土師器小片x2、外面赤彩土師器口縁小片xl

SD 173 C2BC3 N 75° W 135 32 底面でSK223を検出 土師器小片x7、土師器墾底部xl

SD 174 古墳前期 C3 '64° w 62/130 4/25/l 
>SDI75、SD184 土師禄小片婦、内外面赤蒋土師器小片xl、口縁部xl

/29 5 

SD 175 C3 N 11' E 23 5 くSD174 SK261と重なる。

SK 176 C3 不整形 94 12 底面でSK202・203・204を検出 土師器小片x多、土師器壷愛掴底部x2、口融～頚部xl

SD 177 中世 AR4BC:5 N 78° W SD14の第2工区延長部分＜SD169
土師器；J、片x多、珠洲鉢日韓（実lxl 土師器壷蜜類口縁部小片語、

士不（かつ）口縁部小片xl

138 土師器小片x多、土師器査察額口縁部x5～（内外面赤彩xl）底

SK 178 古墳前期 CZ （隅丸方形） 143. 6・12 128 46 第2工区に位置するやや大型の土坑埋土に土器小破片が多少に含まれと九 部小片品～（穿孔d）外面赤彩体部xl、器台か高町口縁～係部

18" （内外面指彩lxl－土干部小片xl・頚～底部（赤彩）xl、頭部xl・事l片xl

13 



第1表遺構一覧（3)

遺構 時期 地区
平面形（SK/SP／日）／ 掲載 挿図

。直 揮さ 特徴 遺物
軸方向（S") 遺物 ？も

SD 179 C2 N-24° 」E 45 20 土師器査口縁～頚部小片d

Sf乞 181 C2 円 26 14 

SK 182 C2 円 17 20 

SK 183 CZ （円） 20 6 

SD 184 中世 BC3 N 81° W 16 44/31 19/36 
>SK255・SDl74 SD209とSB4柱穴群を挟んで平行に延びる（雨落ち溝）。

SP185・211・212・222・225・230・262・270、SD184・209でS国を構成

SP 185 中性 C3 不整形 34 47 SP185・211・212・222・225230・262・270、SD184・209でSB4を構成

SK 186 C3 円 16 32 18 士師器査体部小片，1

SK 187 C3 円 23 8 

SD 188 中世以降 CD3C4 N 75° W 169 31 底面でSK271・283を検出＞SD14
土師器小片x多、土師器童日縁部小片，］•底部，，、両坪か器台ロ

6・16
融部品（外面赤彩，1）、中世土師器（ W縁部hi、珠桝書体部d

SK 189 C3 円 26 11 土師器小片品

SK 190 C3 円 26 37 土師帯小片，，、土師器藷窪類口縁部小片，］

SK 192 中1町 02 （隅丸方形） 173 23 く地割れ
土師器小片x多珠洲褒底部'1、土師器査察類口縁部，4（端部に

出をとる，］、端部小渡状，I)、高土不か器台，j、片，1

SK 193 0203 （楕円） " 58 くSK194 土師器小片x多、上師器底部正1

SK 194 0203 円 28 21 >SK193 中撹乱の可能性高い。

SK 195 03 円 32 30 >196 士吉＇I>器小片，3

SK 196 D3 円 28 34 <195 土師器小片，5

SK 197 D3 円 35 13 

SK 199 m 円 18 20 SK199・200て切り合う。 土師器両部か器台口融部小~d

sx 201 中世 02 （不整形）
157 
186 

6・16 781 85 i遺呈？構育忠底面円i浅咽，，しK、地層点に）達でしS、K常27時7i・帯，f,1・貯27水9池を状検遺出構） SD170とつながる可能性が両い。 土師器小片多、巾世土師器、水輪（玉輪第）

SK 202 古墳前期 C3 （円） 13 15 SKI76底面でSK202・203・204を抽出

SK 203 古墳前期 C3 円 21 16 SK176底面ぜSK202・203・204を輸出
土師器漏郎か器台（体部，］、外面赤彰，1）、土師器壷整額体部小

円λ1

SK 204 山墳前期 C3 （隅丸方形） 18 12 SK176底面でSK202・203・204を検出

割く 205 CD4 円 67 9 

SK 20前 03 不整形 53 32 土師器小片足2 土師器童さ種類顎淵l小片，］

SK '°' 03 円 28 53 士削器小片d

日K 208 03 円 23 15 

日ヲ 20リ 'C世 C3C4 N-46° 胴W 17 30/47 21/15 
SP185・211・212.222. 225. 230. 262・270、日口184・209でSB4を構成

土師器小片品、体～Ji正音M•/;xl
くSD209

日］） 210 ,';1/t前期 C3 N「 44＇】 W 31 6 くSD209

日l》 "I qx世 C3 円 17 45 47 SPI85・211・212・222・225・230・262・270、SD181・209でSB4を構成 土師器ノl、片x多（時期明瞭な遺物なし）

日’ 212 fド世 C3 円 17 47 41 SP185 211・212 222・225・230・262・270、SD184・209CSB4を構成

出 2t:l C3 円 28 24 

日K "'1 C3 不整形 27 18 

日］） 215 EC! N 30' ＼へ／ 72 12 調査区外に延びる。

日K
ト一一2一一1一6一

Cl （円） 144 28 60 土師器量口縁～体部

日K 217 C2 円 26 6 

SI< 218 中世以降 C4 （円） >SD169 土師器小片xi

SD 220 占墳＂＇＇期 C3 N-45' E 96 16 ' L山Z制~爪聞ペ鍋R 土師器小片xc

5河3 221 C3 N 38° -E 44 7 底面でSK266を検出鼎 、、λ 状不整形 土師揖小川x3、珠酬整体部'1

引3 222 中世 81 楕円 17 31 70 SP185・21I 212・222225・230・262・270、SD184・209でSB4を構成

SK 223 C3 （円） 19 17 SD173底面で検出

切え 224 C3 同 18 12 

SI' 225 中世 C36 判 17 45 45 SP185・211・212・222.225’230・262・270、SD184・209でSB4を構成

SK 226 "' 円 32 13 

日K 227 BC 円 32 20 土師器小片》2

SK 228 s:: 円 29 IS 

日K 229 go 円 37 12 

町】 2.10 中世 C3 不整形 16 47 19 SP185 • 211・212・222 • 225・230・262 270、SD184・209でSB4を構成

SI< 2:11 C3 円 21 14 

日K 2:12 BJ 円 33 9 土師器小片2、内外面赤彩崎町か器台口縁部ト片l

日K '11 Be 円 24 18 くハサ穴

討K BC 楕円 21 14 

一SK 2:Hi B1 円 38 28 

おり 2:l8 D2 N 68° E 52/57 36/36 遺構底耐 C'SK2日1を検出 SD83と同 遺構の可能性あり。
土師器小片山～、土師棒壷察類口縁部ノl、片l 両杯か器台体部小

片l

SK ''° "" 円 38 27 基本的に埋士は2.5Y3/1黒褐色シノレトだが上層中心2.5Y4/1黄灰色シルト

SK 212 84 （円） 29 25 南壁に伸びる

SI' 243 C4 柑円 31 27 SK243・245・249・263で柵安＇IまたはSDの柱列の可能性あり

SK 214 B4 刊 21 21 

Si' 245 B4 ~J J6 II SK243・215・249.263で柵手＇iまたはSBの柱列の可能性あり

SK 246 B4 円 21 22 土師器小片l

SP 249 B4 円 23 24 SK.243 ・ 215 ・ 249 ・ 263で柵手＇iまたはSBの柱列的可能性あり

SK 250 B4 楕円 39 26 

SK 251 B4 円 19 24 SK251>252 土師器小片xi

SK 252 B4 （楕円） 37 32 SK251>252 中世土傭器口縁部ノj、片1

SK 254 A4 円 22 31 調査区外に延びる

SK 256 C4 円 19 12 

SK 257 C4 円 149 24 32 士一府Ii器壷察類口融剖i小片1

SK 258 C4 円 25 19 

SK 261 C3 （精円） 26 26 SD175底面で検出＜SD175 土師器小片l

SP 262 巾世 C3 円 16 35 56 SP! 85 • 211・212 • 222 • 225・230・262・270、S0184・209でSB4を構成

SP 263 C4 円 32 26 SK243・245・249・263で柵列またはSBの柱列の可能性あり

SK 264 Cl （円） 23 22 調査区外に延びる。

SK 265 D4 （円） 29 14 

SK 266 C3 円 25 32 SD221の底面で検出

SX 267 ll3 不整形 94 29 

SK 268 D3 円 17 10 SD188底面で検出

SK 269 03 円 23 15 SD188底面で検出

SP 270 中世 C3 楕円 16 34 25 SP185・211212 222・225230・262 270、SD184・209四 84を構成

SK 271 C4 円 32 10 SD188底由で検出 土師器口縁部・体部・底同 J、片x各1

SK 272 C2 円 26 14 SD179底面で検出

SK 273 "' 円 21 14 

SK 274 "' 円 28 31 

SK 275 B2 円 22 41 

SK 276 B4 円 27 12 

SK 277 02 （楕円） 30 18 SX201の浅い地点底面で検出

日く 278 DZ 円 29 27 SX201の浅い地点底面で検山 土師器小片1

匂く 279 DZ （楕円） 38 15.5 sx2r.1の浅い地点底面で検出

SK 280 srz （楕円） 26 37 調査区外に延びる。

SK 281 02 ネ育円 49 24 SD238底面で検出。、同一遺構の可能昨が高い。

SK 282 B3 円 19 12 土師器壷賓類口縁部小片1

SK 283 C4 （円） 30 17 SDl88底面で検出

SK 284 C3 円 20 24 

SK 285 B2 円 23 43 SD171底面で検出

5く 286 03 円 18 27 SD188底面iで検出
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た可能性が高い。埋土の堆積は主に4層に分けられるが、いずれも黒褐色シルトを基調とする。最下

層は地山と黄灰色シノレト及び黒褐色シルトがモザイク状に混じる。常時滞水しているため、下層程しま

りが緩い。遺物は土師器小片、中世土師器（157）、五輪塔の水輪（186）が出土した。

(4）畠

SN1 /SD91～93・122・139(D3・4区／第6・16図）

調査区中央に位置する。 SD170を南側の起点とし、南北方向N 4～ 11° Elこ軸を持つ。約 1.5

～ 2.lmの間隔を空け、北側に直線的に伸びる鋤溝群である。規模はそれぞれ幅 0.16～ 0.42m、深

さ0.06～ 0.14mを測り、全長は長しもので、約9mを測るO 断面形は U宇状で、埋土は主に黒褐色シ

ルトを基調とする。新旧関係のある古代の溝SD94を切る。遺物はSD91から土師器小片が出土した。

第4節遺物

遺物は縄文土器、弥生土器、古墳土師器、古代土師器・須恵、器、中世土師器、珠洲、瀬戸、

中国製青磁、越中瀬戸、近世陶磁器、土製品（垂飾・土錘・士玉）、石製品（打製e磨製石斧、石織、

石皿、石核、剥片等）、木製品（部材、加工木、柱、板材等）、種子（モモ）、骨が出土した。遺物の量は、

出土時で中型コンテナ 56箱を数える。出土遺物の比率は古墳時代初頭～前期の土師器が最も多く、

次いで縄文時代晩期の土器が多い。出土遺物の約半分が沼SDOlからであるほか、古墳時代の士師

器については当該期の集落を構成する竪穴建物や大型土坑、溝からも多く出土した。一方、弥生土

器および古代以降の遺物は少なく、遺構に伴うものはほとんどない。

以上の事から、古墳時代の遺物とそれ以外の時代の遺物を大別し、古墳時代以外の遺物について

は、文中で、ふれた遺構から出土した重要または代表的な遺物について記述した。古墳時代の土師器

については組成図にまとめ、遺構毎に記述した。なお土師器の分類は、同器種でもその形態および

調整等の組み合わせが多種多様で、あったことから、主に口縁部形態と器形に着目し大きく分類した（第

5図）。図版掲載遺物のうち文中で、ふれなかったものや個々の遺物の詳細については、遺物観察表に

まとめた。文中で、は煩雑さを避けるため、”～形”は省略した。また弥生土器の系譜を持つものは一

括して在地系とし、古墳時代以降に本格的に導入されたものを外来系とした。

1. 縄文土器（第 18・22図）

SD01 1～5は深鉢で、いずれも縄文時代晩期の条痕文土器である。 1は胴部から口縁部にかけて内

傾して立ち上がり、端部を薄く仕上げ強く外傾する。 2はゆるく内湾して立ち上がり、 3は直線的に立ち

上がる。端部は丸く仕上げる。 1は外面に斜位に、 2・3は縦方向に条痕文を施す。いずれも晩期の

下野式に比定される。 4・5は深鉢の底部で、外底面に木葉痕が認められる。 6・7は浅鉢である。 6

は口縁を内掘させ、外面に沈線文・赤彩を施す。端部は内側に面をとる。 7は小波状口縁で、 口縁

端部付近の内面に沈線を1条施す。いずれも縄文後期末葉～晩期前葉のものである。また第5図で出

土位置を示したSDOlの縄文土器（試料No.7）内面の付着炭化物について放射性年代測定を実施して

おり、 2380士30BPとの結果を得た。これはSDOl出土の縄文土器の編年上の位置付けと整合性がみ

られる。

SP26 91 は条痕文系の深鉢である。 口縁部が軽く「く」の宇状に屈由し拡がり、口縁部にキザミを施す。

2 弥生時代後期～古墳時代前期の土器（第5・18～ 23図）

(1）器種分類（第5図）

奮は有段審（A）・「く」の宇口縁肇（B）・有稜警（C）・小型奮（D）に大別した。有段翠（A）は在地系で、

口縁部に擬凹線文を持つもの（Al）と無文のもの（A2）に分けられるが、擬凹線文を施すものは非常に

少なく、不明瞭な退化形態のものが多い。 「く」の字口縁翠（B）には口縁端部が丸縁（Bl）、面を取る

平縁（82）、そのまま仕上げるもの（83）、受口状（84）があり、 口縁端部外面に刺突文を施すものや指

頭による加工痕を残すものもみられる。体部は最大径を上部に持つ卵倒型が多いが、球胴型・長胴
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型もみられる。最終的な外面調整は基本的にハケメだが、さらに部分的にナデ・ケズリ調整を施すも

のや、反対に工程を省略したと思われるものがある。体部上半のタタキ調整が明瞭に残るものも一定量

出土した。 口縁部調整は基本的にヨコナデだが、ヨコナデを施さず、端部付近までハケメ調整を残す

ものも一定量みられる。有稜牽（C）は、有段口縁外面下端を肥厚または稜を持つ、山陰系のものである。

小型書（D）は器高 14cm未満のものを抽出した。

壷は有段壷（A）・長頚壷（B）・短頚壷（C）・広口壷（D）・装飾壷（E）・台付壷（F）・小型壷（G）がある。

壷Aは在地系（Al）と外来系（A2）があり、査Alは月影式の退化形態、で、擬凹線が不明瞭または無文の

もの、壷A2は有段部分が外反して伸びるものである。壷Bは直口口縁をもっ精製壷で、あり、外面～

口縁内面まで丁寧なミガキ調整が施される。 口縁は内湾気味のものと直線的なものがある。壷 C は短

く内湾気味に伸びる口縁を持つ、やや小型の土器である。壷 Dは口縁が「く」の字に聞き端部を丸く

収めるもの（Dl）と、 口縁が外傾し端部に小さく面を取るもの（D2）がみられる。また、 口縁部が内湾気

味に立ち上がり、端部外面と内面上方に向かって面を取り、頚部に刻入突帯を有するもの（D3）がみら

れる。 口縁端部内面に面を取る技法は、布留系蚕の影響であり、畿内の様式を部分的に受容した折

衷型と考えられる。装飾壷（E）は口縁部を有段または垂下させて面をつくり、そこに2単位の棒状浮文

などの装飾を施す。球胴型の体部を持つ。近江・東海系の影響を受けたものである。台付壷（F）は

弥生台付壷の系譜に連なるもの（Fl）、台付奮の系譜に連なるもの（F2）に分けられる。 F2に関しては、

ミガキ調整及びゃ赤彩を施すことから台付査とした。小型査（G）は器高 11cm未満のものを抽出した。

高坪は弥生時代の系譜に連なるもの（A）と外来系（B）のものがある。高杯Aには、柱状脚裾部に段

を持つもの（Al）、有段部分から大きく広がる拡張口縁のもの（A2）のほか、底部が水平方向に伸び、

途中で屈曲して稜や段を持つ杯部と、端部に向かって開く「ハ」の宇または途中で緩やかに屈曲して

伸び、る脚部を持つもの（A3）がみられる。外来系は東海系2種（Bla• b）・畿内系 2種（B2a・b）がある。

東海系1種（Bla）は小さな杯をもつもので、部底部が途中で屈曲し稜を持ち口縁部に向かって立ち上

がる。 2種（Blb）は杯部が脚部近くで屈曲して大きく開くものである。畿内系1種（B2a）は小型の椀状

杯と杯部より大きく広がる脚をもっ開脚高杯で、ある。 2種（B2b）は部部が有稜で屈曲して立ち上がり、

脚は下部で強く屈曲して広がるものである。

器台は小型器台（A）・有段器台（B）があり、器台 Aが大部分を占める。器台 Aは外来系で、 口縁

部を丸く収めるもの（Al)と面を取るもの（A2）があり、そのなかには台部が接合部分から直線的に「ハ」

の宇状に聞くものと内湾気味になるもの、 下部で緩やかに屈曲して開くものがある。器台 A2にはミガキ

調整および赤彩を施す精製品がある。 口縁部端面には回線による羽状文を巡らす。なお器台 A に含

めたが、県内での出士事例の少ない、受部中央から脚部に向かって孔を施さない無孔のものもみられ

る。器台 B は受部が屈曲して直線的に立ち上がるもの（Bl)と、端部に向かつて大きく外反するもの

(82）ある。器台 Blは受部の有段部に擬凹線文やキザミを巡らしたものがある。器台 82は月影期に盛

行する装飾器台やその祖型に連なるものである。そのなかで祖型が独自に発展したと考えられるものに

は、全面にミガキを施し、受部・脚部共に端部にはキザミ等の装飾を施すもの（B2a）がある。退化

形態と考えられるものには、受部にi戻滴形透孔の省略・退化形である円形透孔を施し、その下端に粘

土紐を貼り巡らすもの（B2b）がある。

鉢には台付鉢（A）・底部穿孔鉢（B）がある。鉢Aは小型のもの、鉢Bは口縁が波状で、底部が安

定して自立する平底をもっており、底部穿孔鉢でも古本自のものである。

蓋は有釦蓋（A）で、内面に返しをもたない蓋 Alのほか、端部が筒状に垂下する有紐筒状蓋（A2)

がある。ミニチュア・小型土器は、手担ね成形（A）、小型精製土器（B）で分類した。

(2）沼SDOl （第四～ 21図）

SDOl出土遺物には8～ 52がある。 8～ 21は彊である。 8は蚤Aである。擬回線文は退化し、不
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明瞭になっている。 9～20は覆Bであり、口縁形態は饗81(9～14）、空82(15～19）、室84(20）となる。

21は奮Cである。調整に着目すると、 9・14・18の体部外面肩部～上半部にはタタキ痕がみられるほか、

14・17の口縁端部外面にはユピオサエ痕が、 口縁部外面にはヨコナデが施されずハケメが残る。 16

の口縁端部の一部にはキザミを施す。

22～ 30は査である。 22は壷 Alである。月影式の退化形態で、 口縁の有段部が不明瞭である。

端部は丸く収める。 23・24は壷 Bである。 23は外面全体にタテミガキが施される。 24の口縁部は内

湾して立ち上がる。 25は壷 Cである。 26は壷 Dl、27・28は壷 D2で、 29は壷 D3である。 26～

28は口縁端部に面を取り、 27・28は頚部にキザミまたは刻入突帯を巡らす。 29は内面斜め上方に向かつ

て面を取り、端面に沈線を1条巡らす。 30は査Gである。

31・32は鉢である。 31は鉢 Aで、器高 6.2cmと小型のもの。内外面に赤彩を施す。 内面底部を

中心に被熱痕が残る。 32は鉢Bで、 口縁端部にキザミを施し小波状とする。底部にモミ殻が残る。

33～44は高杯である。 33は高杯Alの棒状有段脚で、裾部に段をもち、その下部に円孔を施す。

34は高部 A2で、 35は拡張口縁を持つ大型の高罫 A3である。 36・37は高坪 Bla、38～ 40は高

坪 Blbである。 41・42は高杯 B2a、43・44は高杯 B2bである。

45～ 49は器台である。 45～ 47は器台 Aである。 5・46は台部に円孔を上下2段ほぼ等角に3方

向から施す。 47は受部底面中央から脚部に向かってに孔を穿たなし、ものである。外面に赤彩を施す。

受部が小さく、古相のものと考えられる。畿内系で、県内での出士事例は少ない。 448は器台 82で

受部下半に円孔を9～ 10方向から施す。月影式期に盛行した装飾器台の退化形態の一種と考えられ

る。 49は弥生時代後期の装飾器台の祖型を系譜に持つもので、内外面全面にミガキを丁寧に施し、

受部および脚部の端部にはキザミを施す。

50～ 52はミニチュア・小型土器で、いずれも査である。 50は手担ね土器、 51・52は全面にミガ

キを施す精製土器である。 52には赤彩を施す。

(3）溝（第 21図）

SD51出土遺物には 54・55がある。 54は奮 Bである。端部に面を取る。 55は器台 Bで受部の口

縁外国lこ中島、擬凹線を巡らせ、下端には刻みを施す。 台部の中位には円孔を4方向から施す。

SD55出土遺物には 56～ 62がある。 56～ 58は聾 Bである。 57の口縁部端面に沈線が1条巡る。

59は壷 D3である。 口縁端部外面と内面上方に面を取り、頚部に刻入突帯を巡らす。布留系警の口

縁部の技法を受容した近江・東海系壷との折衷型である。 60・61は高杯で、 60は高郎 Bla、61は

B2aである。 62は蓋Alである。

(4）竪穴建物（第 21・22図）

SI61出土遺物には 68～71がある。 68・69は翠Bである。 70・71は高坪で、 71は高杯 Blbである。

SI107出土遺物には 72～ 89がある。 72～ 78は窒である。 72は底部に穿孔を施す。 73～ 78は

奮Bで、口縁形態は塞81(73）、空82(74）、警83(75）、輩出（76）である。 76は口縁部にヨコナデを施さず、

ノ、ケメがみられるO 79～ 83は壷で、 口縁形態は壷A2(79）、壷 8(80）、壷 D1(82）、壷 E(83）である。

83は大型壷で口縁部に棒状浮文2単位をほぼ等角に3方向から施す。磨耗が激しいが、 口縁部内面

に赤彩の痕跡が残る。このほか体部のみの出土で、あったため実測していないが、球胴型の大型壷が

複数出土している。 84～ 86は高杯で、それぞれ高杯 Bla(84）、高坪 B2a(85・86）である。 87～ 89

は器台である。 87・88は器台Aである。 87は台部に円孔をほぼ等角に3方向から、 88は6方向から施す。

89は器台 82で、受部の身下部に粘土紐を貼り巡らすほか、円孔を施す。

(5）柱穴（第 22図）

SP8出土遺物は 90がある。窒 84の口縁部である。端部に狭い面を取り、軽く受口状とする。

SP27出土遺物は 92がある。壷Alで、端部に向かって軽く外反する。 口縁端部には面を取る。
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(6）土坑・性質不明遺構（第 22～24図）

SK32出土遺物には93～ 102がある。 93・94は牽Bである。 93は窪田での口縁部は端部に向かつ

てやや内湾気味に短く伸びる。外面の調整は板ナデのちケズリを施す。 94は肇 B2である。 95～ 96

は査である。 95・96は査 Alである。 95は有段口縁の退化形態で、 口縁がやや外傾して伸び、端

部を丸く収める。 96の体部は球胴型である。 97は壷C、98は査Eと考えられるが、棒状浮文は残存

しない。 99は査 Gである。 100・101は高郎、 102は高罫か台付壷の脚部と考えられるが、いずれも

口縁部または脚部のみの出土であり、器形の詳細は不明である。

SK35出土遺物には 105～132がある。 105～112は翠である。 105～109は奪回である。その

うち 106、 112は長胴型、 108は相対的に小型で、器高は 15.75 cmを測るO 110・111は空白である。

111は口縁部端面に沈線が1条巡る。 112は空間である。 113～120は壷である。 113は丸底である。

それぞれ壷 A2(114）、壷 B(l15）、壷 0(116）、壷 E(l17）、査 F(l18）、壷 G(l19・120）である。 115 

は外面に赤彩を施し、残存する体部外面下半には炭化物が付着する。 117は外面赤彩で、 口縁部に

棒状浮文2単位をほぼ等角4方に施す。 118は外面赤彩で、体部外国に炭化物が付着するが、台部

には付着しない。 119・120は小型精製壷で、ある。 119の外面には炭化物が付着する。 121～ 125は

高杯である。それぞれ高杯 Bla(l22・123）、高杯 Blb(124）、高坪 B2a(125）である。 121 は高坪Bl

の可能性が高い。 126～130は器台である。それぞれ器台 Al(l26～128）、器台 8(130）、器台 Bl

(129）である。 129には被熱痕がみられる。 131・132は蓋で、それぞれ蓋Al(l31）、蓋A2(132）である。

132は筒状に端部が垂下するもので、上端部にキザミが、外面上半には回線文が3条巡る。全面に赤

彩を施す。

SK178からは 138～143が出土した。 138・139は翠で、それぞれ翠 81(138）、聾 82(139）である

140・141は高杯である。 141は高坪Blaで、ある。 142・143は器台である。 142は器台Blの可能性が高い。

有段器台で受部の口縁外面に粗い擬凹線を6条巡らせ、下端には刻みを施す。内外面赤彩である。

SX157からは 145～147が出土した。 145は査Aである。有段口縁下部を肥厚させる。擬凹線文

は施さない。 146は高郎 Blaである。 SX157内であるが、 SD168の延長上から出土した。 147は器台

A2で口縁端部に凹線による羽状文を施す。

(7) II層出土（第 24図）

161は査 Flである。体部外面下端に粘土紐を l条巡らす。 162は蓋Aである。 口径 17cmを測る

大型のものである。

3. 古代の土器（第 24図）

SD169から148が出土した。土師器聾の口縁部である。口縁部がやや外傾して端部に向かつて延び、

端部はやや丸みを帯びた方形を呈する。

SK257から 149が出土した。土師器警の口縁部である。 口縁は端部に向かつてやや外傾し、端部

に面を取る。小型で、古墳時代の可能性がある。

遺物包含層から 163が出土した。須恵器の杯Bで体部外面中程に沈線が2条巡る。

4. 中近世の土器圃陶磁器（第 21・24図）

SDOlから 53が出土した。 中世土師器の皿で非ロクロ成形、越前編年NDE類である。

SD14から151が出土した。珠洲の鉢で吉岡編年 I期に比定される。体部が内湾気味に立ち上がる。

口縁は外傾し、端部は方形の面をとる。

SD94から 152～156が出土した。いずれも中世土師器の皿でNDH類である。

SD170から 159・160が出土した。 159は中世土師器の皿でNDH類、 160は瀬戸の碗である。 口

縁をやや細く引き出し、端部を面取りする。灰軸を施す。

SX201から 157が出土した。 中世土師器の皿でNDH類である。
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遺物包含層から 164～ 173が出土した。 164～ 168は中世土師器の皿である。 164はNCE類、

165～ 168はNDE類である。径8～ 11cm lこ収まる小型の皿で、あるNDE類、やや大きい皿のNCil

類は、 13～ 14世紀に位置づけられる。 173は中国製青磁である。龍泉窯系青磁椀で体部外面に片

彫蓮弁文を描く。大宰府編年椀H類で 13世紀初頭～前半の標識土器である。 169～ 172は珠洲で

ある。 169は鉢、 170・171は播鉢である。 172は歪である。 口縁が「く」の宇状に強く屈折し、端

部は短い円頭を呈する。

5. 土製品（第 25図）

174・175がある。 174は樽型の土錘である。 175は土玉で径 0.4凹の穿孔を施す。

6. 石製品（第 25図）

176～ 189がある。 176は磨製石斧である。蛇紋岩製である。定角式で縄文時代中期以降のもの

である。 177・181・189は打製石斧である。 178は石皿とした。台石との兼用で、裏面には砥石とし

て使用した痕跡が残る。 179・182・184・185は剥片である。 179は玉髄質泥岩（横山真脇石か）、

182は緑色凝灰岩で、 184は非晶質安山岩、 185は黒曜石の二次加工剥片である。 180は鉄石英の

石核である。 183は砥石で、 4面に砥面としての使用痕がみられる。 186は五輪塔の水輪である。球

形の上下を切り取った形状で、中位からやや上方に最大径がくる。側面に党宇夜（パン）”を刻む。

187は垂飾と考えられる。穿孔2孔と三叉文が施される。縄文時代中期中葉のものである可能性が高い。

188は石嫉である。非品質安山岩で、弥生時代のものと考えられる。

7. 木製品（第 26図）

SDOlから出土した部材・棒材・角材・板材（190～ 199）、 SP15・26・27・52・53から出土した

柱（200～ 204）に限られ、容器や農工具など他の種類は確認されなかった。 190は角材で片側が炭

化している。 191は部材で側面に穿孔を2箇所施す。 192, 193は部材である。 192は長さ 188cmを

測る大型のもので、 193は正面に横約7cm×縦約6cmの方形の孔を穿つ。 194は角材、 195～ 199

は板材である。 195～ 199は調査区北東部から、その他大小 35片と共にまとまって出土した。木製

品はいずれも芯去材であり、樹種同定した結果、すべて材質はスギで、あった。 190・193・199・

200・202・203については放射性年代測定を実施し、その結果は弥生時代後期（193・202）、古墳

時代前期 (190・200・203）、古代後期（199）である。 （朝田）
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第
2
表

遺
物

観
察

表
（

1)
土

器

遺
構

実
測
固

写
真
囲

法
量
（
岨
）

No
. 

服
恥

脹
No

出
土
地
転

種
別

器
種

時
代

体
部
最

孔納
怪得

／
 

色
調

備
考

調
整

胎
士

焼
成

残
存
率
（
%
）

口
径

器
高

底
径

額
置

大
径

1
 

1
 

18
 

10
 

F
4
区

S
D
O
l

縄
文
土
器

深
鉢

縄
文
晩
期

30
.3
 

(2
3.
7)
 

1
0
Y
R
7
/
4
に
ぷ
い
黄
桂

条
痕
文
土
器

内
面

～
口

縁
ナ

デ
体

部
外

面
条

痕
士

密
ゅ

3
m
m
以
下
の
粗
砂
混

良
2C

児
X
2
0
Y
3
0
 

2
 

1
 

18
 

10
 

G
3
区

S
D
O
l

縄
文
土
器

深
鉢

縄
文
晩
期
末

(2
4.
8)
 

(2
1.
8)
 

1
0
Y
R
7
/
3
に
ぶ
い
黄
置
～

4/
1
褐
灰

条
痕
文
土
器

内
面
ナ
デ
外
面
条
痕
文
・
ナ
デ

密
長
石
・
石
英
昔
、

ψ
5
m
m
の

良
2
凶

N
業
あ
り

3
 

1
 

18
 

10
 

F
4
区

S
D
O
l

縄
文
土
器

深
鉢

縄
文
晩
期
末

(2
6.
2)
 

(2
0.
9)
 

2.
5Y
7/
3
浅
黄

条
痕
文
土
器

内
面
ナ
デ
ミ
ガ
キ
外
函
条
痕
文
＋
ナ
デ

密
長

石
・

石
英

多
古

良
2
0
%
 

X
2
0
Y
3
0
 

4
 

1
 

18
 

10
 

sr
:;
n1
 

縄
文
土
器

深
鉢

縄
文
晩
期

(7
.0
) 

9.
75
 

1
0
Y
R
6
/
l
褐
灰

底
面

木
葵

痕
ハ
ケ
→
ケ
ズ
リ

密
長

石
ー

石
英

砂
非

常
に

多
い

良
5
%
 

5
 

I
 

18
 

10
 

S
L
O
l
 

縄
文
土
器

深
鉢

縄
文
晩
期

(4
.6
) 

7.
5 

1
0
Y
R
6
/
3
に
ぶ
い
黄
燈

底
面

木
葉

痕
ハ
ケ
メ

密
砂

多
く

混
長

石
・

石
英

含
良

5
略

6
 

I
 

18
 

10
 

S
L
O
l
 

縄
文
土
器

浅
鉢

縄
文
後
～
晩
期

32
.0
 

(1
1)
 

1
0
Y
R
6
/
4
に
ぶ
い
黄
櫨

縄
文
後
期
後
葉
～
晩
期
前
葉
、
口
縁
部
に
む
た
U線

士
ミ
ガ
キ

粗
長
右
・
右
英
多
く
吉

良
2
凹

7
 

I
 

18
 

10
 

SI
: 
Cl
＠
下
嵩

縄
文
土
器

浅
鉢

縄
文
晩
期

32
.5
 

(7
.5
) 

J
O
Y
R
6
/
2灰

黄
褐

底
部
付
近
も
あ
る
が
、
接
合
し
な
い
。

全
面
ミ
ガ
キ
症
状
口
縁
、
日
縁
付
近
に
横
沈
線

l条
密

長
右

石
英

多
含

良
5
[
%
 

底
径
不
明

8
 

I
 

19
 

12
 

G
4
区

S
D
O
l
@

土
師
器

費
古
墳
前
期

19
.9
 

24
.5
 

1.
9 

15
.7
 

22
.8
 

2.
5刊
／

3淡
黄

口
縁
ヨ
コ
ナ
デ
体
部
外
ハ
ケ
メ
、
｜
村
ケ
ス
プ
リ
・
ハ
ケ
メ

や
や

粗
糠

砂
混

良
9.
'3
 

9
 

I
 

19
 

II
 

G
4
区

S
D
O
I
@

土
師
器

聾
古
墳
前
期

11
.8
 

18
.8
 

4
 OE
 

10
.4
 

13
.3
 

1
0
Y
R
7
/
3
に
ぶ
い
黄
櫨

｜※
口側
内住
吉面
に化
ヨコ
粧ナ
士デ
。塗
体布
部
外
面
ハ
ケ
メ
、
上
半
タ
タ
キ
内
醐
ナ
デ

や
や

粗
ψ
l
m
m
以
下
砂
多
く
混

良
9.
'%
 

10
 

I
 

19
 

II
 

G
4
区

S
D
O
l
②

土
姉
器

愛
古
墳
前
期

11
4.
7)
 

19
.8
 

5.
0 

(1
2.
6)
 

18
.4
5 

7
.
5
Y
R
7
/
6
樟

口
縁
ヨ
コ
ナ
デ
・
ハ
ケ
メ
体
部
外
ハ
ケ
メ
、
内
ナ
デ
底
部
ケ
ズ
リ

や
や

粗
骨

針
吉

砂
温

良
5
附

II
 

I
 

19
 

12
 

S
D
O
l
骨

土
師
器

号車
古
墳
前
期

18
.0
 

26
.0
 

2.
5 

15
.1
 

23
.3
 

1
0
Y
R
7
/
4
に
ぶ
い
黄
櫨
九

6
/
2
灰
黄
褐

口
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
、
体
部
ハ
ケ
メ

や
や

粗
砂

混
良

SC
句

12
 

1
 

19
 

12
 

S
D
O
l
岳
下
層

土
師
器

宅昆
出
境
前
期

(1
7.
11
 

2
'
3
 

4.
0 

(1
5.
4)
 

(2
3.
Sf
) 

J
O
Y
R
7
/
3
に
ぷ
い
黄
燈

全
体
に
大
き
く
ゆ
が
む
。

口
縁
外
面
ノ
、
ケ
→
ヨ
コ
ナ
テ
’
体
部
内
外
ハ
ケ
メ

や
や

組
長

石
石

英
・

雲
母

畠
良

8
C
%
 

13
 

1
 

19
 

12
 

S
D
O
l
岳
下
層

土
師
器

愛
古
墳
前
期

17
.2
 

27
.3
5 

4
田

14
.l
 

24
.3
 

1
0
Y
R
6
/
4
に
ぷ
い
黄
樟

口
縁
ヨ
コ
ナ
デ
体
部
外
面
ハ
ケ
→
ケ
ズ
リ
内
面
板
ナ
デ
→
ハ
ケ
底
部
ケ
ス
:v

や
や
粗

WIパ
ぜ~

i.昆
・
骨
針
含

良
SC

弘

14
 

19
 

12
 

S
D
O
l
母

土
師
器

聖
古
墳
前
期

16
.l
 

24
.4
 

4.
6 

14
.1
5 

21
.3
 

7
.
5
Y
R
7
/
6燈

ゆ
が
み
大
き
い
。

口
唇
部
オ
サ
エ
内
外
ハ
ケ
メ
肩
部
に
タ
タ
キ
あ
り

や
や

粗
砂

混
、

φ
5
m
m
以
下
小
磯

良
m

 

15
 

I
 

19
 

12
 

S
D
O
l
岳

土
師
器

き筆
宙
墳
前
期

16
.4
 

2
4
7
 

4.
8 

14
.7
 

2
'
7
 

外
7
.
5
Y
R
7品

種
、
内

2
.
5
Y
7
/
2灰

黄
口
縁
～
体
部
外
面
ハ
ケ
メ
、
体
部
内
面
ナ
デ
、
底
部
外
面
ナ
デ
、
内
面
ハ
ケ
メ

や
や

粗
砂

混
良

81
1%
 

16
 

19
 

14
 

sr
:;
n1
⑤
下
層

土
師
器

委
古
墳
前
期

16
.8
 

(1
0.
6)
 

14
.4
 

I
O
Y
R
7
/
3
1
こ
ぶ
い
黄
檀

口
縁
部
の
み
キ
ザ
ミ

口
縁
ハ
ケ
→
ヨ
コ
ナ
デ
体
部
内
外
ハ
ケ
メ

や
や

粗
粗

砂
混

良
15
% 

17
 

1
 

19
 

II
 

S
D
O
l
岳

土
師
器

愛
古
墳
前
期

16
.2
5 

24
.1
5 

2.
9 

15
.!
 

23
.6
 

1
0
Y
R
7
/
4
1
C
ぷ
い
黄
樽

外
面
ス
ス
付
着

口
唇
部
オ
サ
エ
・
頭
部
キ
ザ
ミ
有
外
面
ハ
ケ
メ
→
ケ
ズ
リ
内
面
ハ
ケ
メ

や生H
や＂＂＇
租f

目
骨

針
含

¢
2
m
m
以
下

良
61
1%
 

18
 

I
 

19
 

II
 

G
4
区

S
D
O
l
@

土
師
器

費
占
績
前
期

15
.3
 

25
.3
 

4.
3 

14
.0
 

22
.3
 

!
O
Y
R
7
/
4
に
ぷ
い
黄
櫨

外
面
ハ
ケ
メ
、
体
部
上
半
タ
タ
キ
痕
内
面
ケ
ヌ
V

粗I
、磁
骨念
日
針

吉
砂

2
5
%
φ
3
m
m
以

下
良

SF
弘

19
 

19
 

12
 

S
D
O
l
岳
下
層

土
師
器

究昆
古
墳
前
期

19
.4
 

27
.3
 

2.
3 

16
.7
 

25
.0
 

1
0
Y
R
7
/
3
に
ぶ
い
黄
櫨

口
縁
ヨ
コ
／
、
ケ
・
ヨ
コ
ナ
デ
体
部
内
外
／
、
ケ
メ
、
外
面
下
部
ケ
ズ
リ
→
ハ
ケ
メ

や
や
粗

良
9.
¥%
 

2C
 

I
 

19
 

14
 

s
r
;
o
1
 

土
師
器

褒
占
領
前
期

17
.7
 

(6
.7
) 

16
.4
 

I
O
Y
R
6
/
4
に
ぷ
い
黄
櫨

端
部
に
面
を
取
る
。

口
縁
ヨ
コ
ナ
デ
、
体
部
外
面
ノ
、
ヶ
メ
、
内
面
板
ナ
デ
体
部
ノ
、
ヶ
メ
（

部
板
ナ
デ
様
）

密
粗

砂
多

く
混

、
石

英
粒

吉
良

10
% 

21
 

I
 

19
 

14
 

sr
::
n1
 

土
師
器

受
古
墳
前
期

14
.0
 

(7
.1
) 

12
.0
 

13
.4
 

1
0
Y
R
6
/
3
に
ぶ
い
黄
檀

山
陰
系

ヨ
コ
ナ
デ
ー
ナ
デ

密
長

石
石

笑
吉

良
5
鳴

N
 

トー
ム

22
 

I
 

2
0
 

12
 

S
D
O
!
 

土
師
器

壷
占
墳
前
期

15
.1
 

30
 

6.
3 

11
.6
 

2
6
3
 

I
O
Y
R
6
/
4
に
ぶ
い
黄
撞

体
部
に
黒
斑
あ
り
。

口
縁
～
外
面
ミ
ガ
キ
肩
部
、
底
部
付
近
内
面
ハ
ケ
メ
体
部
ナ
デ

や
や

糧
長

石
・

右
英

混
良

8
C
%
 

23
 

1
 

20
 

12
 

G
4
区

S
D
O
I
〔E

土
岬
器

長
頭
表

古
境
前
期

8.
0 

(1
5.
9)
 

6.
0 

25
.7
 

7
.
5
Y
R
7
/
日檀

ロ
縁
～
体
部
外
面
タ
テ
ミ
ガ
キ
休
日
市
内
面
ナ
デ
→
ケ
ス
サ

や
や

粗
砂

混
良

SJ
略

2
4
 

1
 

20
 

12
 

G
4
!
R
 
S
D
O
I
①

 
土
却
訴

長
頚
壷

古
墳
前
期

9.
9 

19
.4
 

4.
9 

6.
8 

16
.0
 

5
Y
R
7
/
8
檀
～

7
.
5
Y
R
7
/
6檀

内
湾
口
縁
、
瓢
壷
状

二
ガ
キ
金
宇
都
内
面
下
部
ハ
ケ
メ
、
中
部
ナ
デ
、
上
部
オ
サ
エ
・
指

や
や

粗
石

英
長

石
砂

古
良

9
5
%
 

"
 I

 
20
 

14
 

S
D
O
l
 

土
師
器

壷
古
墳
前
期

11
.8
5 

(4
.4
5)
 

10
.9
5 

1
0
Y
R
7
/
3
に
ぶ
い
黄
檀

ミ
ガ
キ

や
や

粗
良

2J
＇略

26
 

I
 

2
0
 

11
 

G
4
区

S
D
O
l
@

土
師
器

壷
古
境
前
期

10
.7
 

23
.7
 

3.
9 

9.
4 

20
.8
5 

O
Y
R
f
/
3
浅
黄
檀

体
部
に
黒
斑
あ
り
。

口
縁
～
頚
部
内
外
体
部
外
面
ハ
ケ
メ
体
部
内
面
上
半
ナ
デ
ワ

部
ハ
ケ
メ
、
下
半
ケ
ズ

省
レ
キ
混 φ
l
m
m
砂

桓
1
0
%

φ
3
m
m
 

良
9
9
%
（
ほ
ぽ
完
形
）

回

27
 

1
 

20
 

14
 

S
:
C
O
l
 

土
師
器

壷
古
墳
前
期

13
.9
 

(5
.7
5)
 

10
.6
5 

1
0
Y
R
6
/
3
に
ぷ
い
黄
樫

頭
部
に
キ
ザ
ミ
が
巡
る
。
端
部
に
有
段
状
の
し
っ
か
り
と

口
縁
ヨ
コ
ナ
デ
肩
部
外
面
ハ
ケ
→
ミ
ガ
キ
内
面
ハ
ケ
メ

密
砂

混
良

10
% 

し
た
函
を
取
る
。

2R
 

1
 

20
 

14
 

S
D
O
l
骨

土
師
器

宣伝
古
境
前
期

17
.9
 

(6
.4
) 

10
.4
 

1
0
Y
R
8
/
4
浅
黄
控

頭
部
に
キ
ザ
ミ
（
租
し
、
）
端
部
に
面
を
取
る
。

ハ
ケ
→
ヨ
コ
ナ
デ

や
や

粗
ゆ

2
m
m
以
下
粗
砂
混
、

良
10

見
長
石
・
石
英
吉

29
 

1
 

20
 

II
 

S
D
O
l
 

土
銅
器

壷
古
墳
前
期

13
.7
 

27
.5
5 

7.
1 

10
.7
 

23
.7
 

外
5
"
6
/
8
燈

内
l
O
Y田
／

3浅
黄
櫨

頭
四
部
州
に
刻
冬
入
眠
突
帯
聞
端
部
け
内
星
側
投
手
に
州面

端
面
に

内
外
ミ
ガ
キ
体
部
内
面
は
ナ
デ
→
ミ
ガ
キ

や
や

粗
長

石
石

英
握

良
80

略

3
0
 

1
 

20
 

12
 

G
4
区

S
D
O
I
①

土
却
器

小
型
壷

古
墳
前
期

7.
2 

9.
75
 

4.
0 

5.
4 

9.
35
 

1
0
Y
R
7
/
4
に
ぷ
い
黄
控

外
面
～
口
縁
内
面
ミ
ガ
キ
体
部
内
面
上
半
ナ
デ
（
指
ナ
デ
）
、
下
半
ミ
ガ
キ
様
の
ケ
ズ
リ

密
φ
1
～

3
m
m
砂

弛
3

%
合

良
1
0
0
%
（
完
形
）

31
 

1
 

20
 

12
 

S
D
O
l
@
 

土
師
器

台
付
鉢

古
境
前
期

10
.6
 

6.
2 

4.
4 

3.
4 

l
O
Y
R 日／

4浅
黄
櫨
、
赤
彩

2
.
5
Y
R
4
/
6
赤
褐

赤
彩
（
台
部
内
面
を
除
く
）

台
部

内
面

ナ
デ

他
は

ミ
ガ

キ
外

面
砂

、
ケ

メ
残

内
面

ナ
デ

残
や

や
粗

長
石

・
石

英
砂

吉
良

50
満

3'
 

1
 

20
 

12
 

S
D
O
l
骨

之
岬
器

鉢
（
底
部
穿
孔
）

弥倍
加生
終百
百
末
～
古

16
.4
 

10
 

4.
15
 

1
 

1 日
Y
R
7
/
4
に
ふ
い
黄
燈

口
縁
キ
ザ
ミ
底
部
モ
ミ
痕
あ
り
。

内
面
ハ
ケ
メ
外
面
口
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
→
キ
ザ
ミ
＋
オ
サ
エ
→
ハ
ケ
メ
→
ナ
デ

や
や

糧
φ
3
r
r
m
以

下
砂

粒
混

良
80

強

日
1
 

20
 

14
 

S
D
O
l
 

土
岬
器

高
野

弥
生
後
～
終
末
期

3.
9 

2.
5'
'7
/2
灰
賀
、
赤
彩

2
.
5
Y
R
5
/
6
明
赤
褐

俸
状
有
段
脚
（
有
段
据
）
円
干
し

3
方

向
赤

彩
ミ
ガ
キ
、
脚
部
内
面
板
ナ
デ

や
や
糧
骨
針
宮
、
石
英
・
長
右
混

良
30

通

34
 

1
 

20
 

14
 

s
r
:
:
m
 

土
師
器

高
亦

古
墳
前
期

13
.5
 

(5
.5
) 

3.
45
 

1
0
Y
R
7
/
4
に
ぷ
い
黄
檀

ヨ
コ
ナ
デ

密
長

右
・

石
英

混
良

5
明
6

35
 

1
 

20
 

14
 

S
D
O
I
@
 

土
師
器

高
亦

古
墳

24
.0
 

(4
.2
) 

7
.
5
Y
R
7
/
4
に
ぷ
い
桂
、
赤
彩

2
.
5
Y
R
4
/
6赤

褐
拡
張
口
縁
、
赤
彰

ミ
ガ
キ

や
や

粗
長

石
白

石
英

吉
良

5
%
 

3
6
 

1
 

20
 

13
 

G
4
区

S
D
O
l
@

土
師
器

高
原

古
墳
前
期

20
.1
 

13
.1
 

13
.1
 

3.
4 

I
O
Y
R
S
/
3
浅
黄
櫨

体
部
に
黒
斑
あ
り
。

杯
部
～
胸
部
外
面
ミ
ガ
キ
脚
部
内
函
ハ
ケ
メ
・
板
ナ
デ
脚
！
ぷ
ス
カ
シ
2段

×
3
方
向

や
や

粗
細

砂
多

混
、

骨
ii十
吉

良
9
5
%
 

37
 

1
 

20
 

13
 

S
D
O
l
骨

土
師
器

高
杯

古
墳
前
期

21
.5
 

14
.0
 

13
.3
 

3.
5 

1
0
Y
R
7
/
3
に
ぶ
い
黄
燈

外
面
ス
ス
付
着
、
円
孔

3
方
向

亦
部
・
脚
部
外
面
ミ
ガ
キ
脚
内
面
ほ
ナ
デ
（
一
部
ハ
ケ
メ
）

や
や

粗
良

8
0
%
 

3R
 

1
 

20
 

13
 

S
D
O
l
 

土
周
器

高
杯

古
墳
前
期

21
.4
 

14
.9
5 

13
.4
 

3.
7 

1
0
Y
R
6
/
4
に
ぶ
い
黄
憶

杯
部
～
脚
外
面
ミ
ガ
キ
脚
内
面
ヨ
コ
ナ
デ
・
ケ
ズ
リ

粗
骨

針
宮

、
砂

φ
3
m
m
;
J
、
機
混

良
9
5
%
 

39
 

1
 

20
 

13
 

S
D
O
l
 

土
師
器

高
杯

古
墳
前
期

1
9
4
 

14
.2
5 

12
.3
 

3.
25
 

5
'
8
6
/
6
燈

脚
裾
部
t下

2
段

3
方
同
間
隔
円
孔

ミ
ガ
キ
、
脚
部
内
面
ハ
ケ
メ
板
ナ
デ

や
や
租
砂
多
く
混
、
骨
針
・
長
石

良
70

略
石

英
吉

40
 

I
 

20
 

13
 

S
D
O
I
③

 
土
師
器

高
亦

古
墳
前
期

19
.4
 

13
.5
5 

12
.4
 

3.
1 

I
O
Y
R
7
/
4
に
ぶ
い
黄
檀
～

5
Y
R
6
/
6栂

ミ
ガ
キ
、
脚
部
内
函
板
ナ
デ

や
や

粗
砂

多
く

混
良

9
5
%
 

41
 

1
 

20
 

13
 

G
4
区

S
D
O
l
岳

土
師
器

高
野

古
境
前
期

13
.3
5 

II
 

18
.5
 

3.
0 

I
O
Y
R
7
/
4
に
ぷ
い
黄
檀

円
孔

2段
3
方
向
・
体
部
に
黒
斑
あ
り

郎
部
、
脚
外
面
ミ
ガ
キ
脚
内
面
ケ
ズ
リ
・
ハ
ケ
メ

や
や

粗
良

9
5
%
 

42
 

1
 

20
 

14
 

S
D
O
l
c
 

土
師
器

高
杯

古
墳
前
期

(7
.7
) 

3.
45
 

7
.
5
'
R
7
/
4
に

ぷ
い

桂
赤

彰
5
Y
R
4
/
6
赤
褐

赤
宰
円
干
し

3
方
向

亦
部
、
脚
外
面
ミ
ガ
キ
頭
部
ミ
ガ
キ
の
上
か
ら
ナ
デ
脚
内
面
板
ナ
デ

密
砂

混
骨

針
吉

・
霊

母
。

温
良

2C
略

43
 

1
 

20
 

13
 

S
:
C
O
l
⑤

 
土
師
器

高問
ミ

古
境
前
期

(1
1.
3)
 

10
.2
 

3.
8 

1
0
Y
R
6
/
3
に
ぷ
い
黄
慢
、
赤
彰

2
.
5
Y
R
4
/
6
＃
褐

外
面
ス
ス
付
着

内
外
ミ
ガ
キ
脚
部
内
面
ハ
ケ
お
よ
び
ナ
デ

や
や
粗
、
骨
針
・
長
石
石
英
砂
吉

良
4
0
%
 

4
4
 

1
 

20
 

14
 

G
5
区

S
D
O
l

土
師
器

高
杯

古
噴
前
期

(1
6.
1)
 

(1
1.
15
) 

(I
I.
I)
 

3.
95
 

5
Y
R
7
/
8
極

磨
耗
激
し
い
。

ナ
デ
、
ケ
ズ
リ
脚
内
面
板
ナ
デ

密
良

7C
偽

4
5
 

21
 

14
 

G
4
区

S
D
O
I
①

土
師
器

器
台

古
墳
前
期

10
.2
5 

9.
45
 

12
.1
 

3.
45
 

日
間
／

6
桂

円干
し

2
段

3
方
向
か
。

亦
部
・
脚
列
面
ミ
ガ
キ

密
、
砂
混
、
長
石
ー
石
英
吉

良
5
0
%
 



[
¥
J
 

[
¥
J
 

第
2
表

遺
物

観
察

表
（

2
）

土
器

遺
構

実
版
測
恥図

写
真

固

N
o
 

版
No

出
土

地
点

種
別

器
種

46
 

21
 

14
 

S
D
C
l
l
 

士
師

器
器

台

47
 

1
 

21
 

14
 

S
D
O
l
@
 

上
師

禄
器

台

48
 

l
 

21
 

13
 

G
5
区

S
D
O
l
④

土＇
＂器

器
台

4
9
 

l
 

21
 

14
 

S
D
O
l
 

土
師

器
器

台

5
0
 

1
 

21
 

12
 

c
m
:
 
S
D
O
！
由

土
師

器
ミ
ニ
チ
ュ
ア
壷

51
 

1
 

21
 

14
 

S
D
O
l
骨

土
師

器
小

型
壷

5
2
 

1
 

21
 

14
 

S
D
O
l
〔E

土
師

器
小

型
広

口
壷

53
 

1
 

21
 

14
 

S
:
C
O
l
 

中
世

土
師

器
皿
（
灯
明
皿
）

5
4
 

51
 

21
 

15
 

SD
.'
il
 

土
師

器
費

55
 

51
 

21
 

13
 

S
D
5
1
西

壁
内

土
師

器
器

台

56
 

55
 

21
 

15
 

S
D
5
5
 

土
師

器
務
!B

57
 

55
 

21
 

15
 

S
D
5
5
 

土
師

器
号電

B

58
 

55
 

21
 

15
 

S
D
5
5
 

士
郎

器
費

B

59
 

5.'i
 

21
 

15
 

S
D
5
5
 

土
師

器
壷

60
 

55
 

21
 

15
 

F
3
区

S
D
5
5

土
師

器
高
E不

か

61
 

5f
 

21
 

15
 

S
D
5
5
 

土
師

器
高

杯

6
2
 

55
 

21
 

15
 

S
D
5
5
 

土
師

様
有

紐
蓋

6
3
 

6
6
 

21
 

15
 

S
D
F
F
 

土
師

器
聖

6
4
 

72
 

21
 

15
 

S
D
?
2
 

土
師

器
壷

65
 

98
 

21
 

15
 

S
D
9
~
 

土
師

器
器

台

BC
 

98
 

21
 

15
 

S
D
9
R
 

土
師

器
器

台

67
 

1
1
7
9
 

21
 

15
 

S
D
1
7
9
 

土
師

器
曹

6R
 

61
 

21
 

15
 

Sl
61
 

土
師

器
雪筆

6C
 

61
 

21
 

15
 

S!
61
 

土
師

器
曹

7
0
 

61
 

21
 

15
 

51
61
 

士
師

器
高

亦

71
 

61
 

21
 

15
 

Sl
61
 

土
師

器
高

杯

72
 

1
0
7
 

21
 

15
 

S
l
l
0
7
 

土
師

器
号
室
（
有
孔
）

73
 

10
7 

21
 

15
 

SJ
I0
7 

土
師

器
童

74
 

10
7 

21
 

15
 

Sl
10
7 

土
師

器
蜜

75
 

10
7 

21
 

15
 

Sl
10
7 

土
師

器
努

76
 

10
7 

21
 

15
 

Sl
10
7 

土
師

器
察

77
 

10
7 

21
 

15
 

Sl
10
7 

土
師

器
型E

78
 

10
7 

2
2
 

15
 

Sl
l0
7 

土
師

器
彊

79
 

10
7 

2
2
 

15
 

Sl
10
7 

土
師

器
査

SC
 

10
7 

2
2
 

15
 

Sl
10
7 

土
師
i;

長
頚

壷

81
 

10
7 

2
2
 

15
 

Sl
10
7 

土
師

器
霊

82
 

10
7 

22
 

16
 

5
1
1
0
7
 

土
師

器
壷

8
3
 

10
7 

22
 

16
 

S
l
l
0
7
 

土
師

揚
壷

84
 

10
7 

"
 

16
 

$
1
1
0
7
 

土
師

器
高

杯

85
 

10
7 

22
 

16
 

S
I
1
0
7
 

土
的

器
高
月
ミ

8
6
 

10
7 

"
 16

 
S
l
l
0
7
 

土
師

提
高

坪

8
7
 

10
7 

"
 16

 
S
I
1
0
7
 

土
師

器
容

台

8
8
 

10
7 

"
 16

 
S
l
1
0
7
 

土
師

器
器

台

8
9
 

10
7 

22
 

16
 

S
l
l
0
7
 

土
師

器
器

台

9
0
 

8
 

22
 

16
 

06
!;
<.
 
S
P
8
 

土
師

器
委

法
量

（
四

）

時
代

体
部

最
口
径

器
高

底
径

頭
径

大
径

古
境

前
期

10
.0
5 

11
.8
 

3.
8 

古
墳

前
期

7.
5 

(7
.0
5)
 

2.
8 

古
境

前
期

2C
.2
 

14
.8
 

13
.5
 

4.
5 

古
i賞

前
期

19
.7
 

17
.6
 

古
蹟

前
期

(6
.7
) 

0.
9 

3.
45
 

7.
7 

古
墳

前
期

(4
.7
5)
 

4.
2 

7.
6 

古
績

前
期

(8
.8
) 

6.
4 

3.
1 

7.
6 

8.
7 

中
世

7.
0 

1.
7 

古
境

21
.4
 

(7
.2
) 

古
墳

前
期

13
.0
 

11
.3
5 

12
.8
 

3.
75
 

13
.4
5 

古
墳

前
期

18
.0
 

(
5
8
5
)
 

14
.8
 

古
墳

前
期

15
.0
 

(3
.5
5)
 

12
.
日
5

自
墳

前
期

14
.3
 

(4
.5
) 

11
.3
5 

古
墳

前
期

16
.1
5 

(7
.4
5)
 

11
.3
 

古
墳

前
期

1
1
4
 

(4
.3
) 

古
墳

前
期

15
.6
 

11
4.
2)
 
I

 1
5.
6 

古
墳

前
期

(2
.7
5)
 

古
墳

初
頭

17
.3
 

(3
.1
5)
 

古
績

前
期

(4
) 

5.
8 

古
墳

前
期

13
.2
 

(2
.7
) 

古
墳

前
期

(4
.2
) 

22
 

古
噴

前
期

12
.8
 

(3
.0
) 

古
墳

前
期

18
.8
 

2
2
4
 

3.
3 

16
.1
5 

2
2
4
 

古
漬

前
期

18
.5
 

(6
.9
) 

16
.6
 

古
境

前
期

(6
.9
) 

9.
0.
' 

3.
4 

古
墳

前
期

18
.7
 

(4
.8
5)
 

古
墳

前
期

(4
日
）

l.
4 

古
墳

前
期

13
.9
 

(3
.4
) 

12
.0
 

古
墳

前
期

16
.7
 

(4
.4
) 

13
.9
 

古
墳

前
期

15
.1
 

(1
6.
9)
 

12
.8
 

古
墳

前
期

18
.5
 

(7
.6
) 

15
.7
 

古
墳

前
期

13
.8
 

(2
.3
) 

10
.8
 

古
境

前
期

14
.l
 

(1
8.
4)
 

12
.4
 

(1
9.
4)
 

古
墳

前
期

21
.1
 

(8
.
田）

9.
5 

古
墳

前
期

10
.5
 

（日
.2
)

6.
1 

古
墳

前
期

11
.0
 

(5
.6
) 

10
.6
 

古
墳

前
期

14
.0
 

(7
.9
5)
 

10
.0
 

古
墳

前
期

21
.4
5 

(1
0.
35
) 

13
.6
 

古
境

前
期

10
.5
 

(5
.3
5)
 

3.
0 

古
墳

前
期

15
.4
 

(6
.1
5)
 

古
漬

前
期

(8
.3
) 

4.
2 

古
墳

前
期

（日
15
)

12
.2
 

4.
2 

古
筑

前
期

(8
) 

12
.0
5 

3.
0 

古
境

前
期

(1
.3
) 

古
境
～

(1
5.
8)
 

(2
.4
) 

孔
径

／
色

調
備

考
調

整
胎

土
焼

成
残
存
率
（
%
）

担
在

1
0
Y
R
6
/
3
に
占
弘
、
黄
燈

円
干
し
2
段

X
3
方

向
ミ
ガ
キ

粗
霊

母
微

粉
末

平
合

、
砂

・
；

3
m
m
以

下
小

躍
混

良
53

＇地

1
0
Y
R
6
/
4
に

ぶ
い

黄
艦

受
部
町
底
、
。
部
中
央
か
ら
脚
部
へ
向
か
っ
て
の
穿
孔
が
施
え』

受
喜

志
外

面
ヨ

＝
ナ

デ
脚

部
内

面
板

ナ
デ

他
は

ミ
ガ

キ
や

や
粗

良
5C

弘

1
0
Y
R
7
/
4
に

ぷ
い

黄
櫨

受
あ
り
部
に
円
孔
を
9～

10
方
向
か
ら
施
す
。
体
部
に
黒

•I
I
 

畳
部

～
脚

部
外

面
ミ

ガ
キ

脚
内

面
ケ

ズ
ト

ハ
ケ

メ
ナ

デ
やφ

や5
m粗
m
以
骨
下
針
小
離
長
混石

石
英

砂
多

含
、

良
9
5
%
 

8
方

向
か

】
一

円
孔
あ
り
。

ミ
ガ
キ
、
口
唇
部
ヨ
コ
ナ
ァ

密
骨

針
石

英
ー

長
石

含
良

15
見

7.
5Y
ll
/4
浅

黄
栂

外
商
ケ
ズ
リ
oc
ナ

デ
（

摩
滅

）
内

面
ユ

ピ
ナ

デ
頚

部
内

菌
加

聞
か

ワ
や

や
粗

良
"' 

!
O
Y
R
7
/
3
に

ぶ
い

黄
櫨

内
外
と
も
ミ
ガ
キ
（
底
部
も
ミ
ガ
キ
）

｜
円
雪
相
租
今

骨
針

長
石

石
英

明
ー

良
30

児

1
0
Y
R
8
/
3
浅
黄
給
、
赤
彩

2
.
5
Y
R
6
／
日
概

赤
彩

外
国

ナ
デ

オ
サ

エ
→

ミ
ガ

キ
内

面
口

縁
ヨ

コ
ナ

デ
→

ミ
ガ

キ
、

体
部

ナ
デ

・
オ

サ
エ

l音'
 
也

骨
針

・
石

英
長

石
砂

雲
母

良
京
地

!
O
Y
R
7
/
4
に

ぶ
い

黄
鐙

非
ロ
ク
ロ

ナ
デ

密
良

"' 
外

1
0
Y
R
6
/
4
に
ぶ
い
黄
燈
、
内

1
0
Y
R
7
/
4
に

ぶ
い

黄
控

ヨ
コ

ナ
デ

ヨ
コ

ハ
ケ

や
や

粗
良

5
%
未

満

7
.
5
Y
R
R
/
6
浅

黄
櫨

回
線
文
は
痕
跡
的
、
か
な
り
雑

内
外
タ
テ
ミ
ガ
キ
査
部
凹
線
丈
・
キ
ザ
ミ
あ
り
台
部
ス
カ
ノ
4
方

向
密

長
石

・
石

英
吉

良
90

地

~
 

J
A

)
7

 
T
旦
、
内
！

O
Y
R
7
/
4
に
ぶ
い
黄
位
、
赤
彩

口
緑

ヨ
コ

ナ
デ

体
部

ハ
ケ

メ
や

や
粗

良
5'
地

に
v
-
.
t
r
;
熔

1
0
Y
R
7
/
4
に

ぶ
い

黄
檀

ロ
縁

部
端

面
に

沈
線

が
1条

巡
る

口
i縁

ヨ
コ
ナ
デ
体
部
ノ
＼
ケ
メ

や
や

粗
砂

混
良

5
%
未

満

7
.
5
Y
R
e
/
6燈

口
縁
ヨ
コ
ナ
デ
体
部
ノ
＼
ケ
メ

や
や

粗
砂

混
良

5
%
 

7
.
5
Y
R
R
/
6
浅

黄
綬

口
縁

外
面

の
部
に
ス
ス
付
着

口
縁

ハ
ケ

→
ヨ

コ
ナ

デ
頚

部
剖

入
突

帯
肩

部
ハ

ケ
メ

内
面

ハ
ケ

メ
密

申
3
m
m
以

下
糧

砂
3

%
混

良
2
5
弘
（
口
縁

1
0
0
%
)

1
I
O
Y
R
8
/
4
浅

黄
撹

外
市

板
ナ

デ
内

面
ナ

デ
（

指
ナ

デ
か

つ
）

や
や

粗
品

l～
2
m
m
砂

2
5
%
混

良
10

話

5
Y
R
5
/
6
明

赤
褐

ス
カ

i
あり
。

ミ
ガ
キ

や
や

粗
砂

少
し

混
良

IO
略

3.
15
 

5
Y
R
6
/
6檀

、
赤
彩

2
.
5
Y
R
4
／
日
赤
褐

外
商

赤
彩

ミ
ガ
キ

や
や

粗
良

1
0
%
 

1
0
Y
R
6
/
3
に

ぶ
い

黄
櫨

有
段

口
縁

ロ
ク
ロ
ナ
デ

や
や

粗
砂

少
し

揖
良

5
%
未

満

灰
黄

"
"

 L
に
ぷ
し
咋
局
、
山

2
.
5
Y
7
/
2

植
物
（
イ
ネ
科
）
痕
あ
り
。
黒
斑
部
分
あ
り
。

内
面

ハ
ケ

メ
底

面
ケ

ズ
リ

外
面

ハ
ケ

→
ミ

ガ
キ

や
や

粗
長

石
石

英
含

良
5'
 

!
O
Y
R
7
/
4
に

ぶ
い

黄
撞

｜
も
ホ
み
的
痕
あ
肘
ザ
ミ
あ
刊
と
同

'"
 

1外
面
ミ
ガ
キ

や
や
素
直

良
5 略

1
0
Y
R
7
/
4
に

ぶ
い

黄
櫨

'"" 
芝
む
に
あ
り
。
キ
サ
ミ
あ

ミ
ガ
キ

や
や

粗
砂

少
し

混
良

10
% 

｜内

外
IO
刊

E
/
3
に
ぶ
い
黄
僚
、
内

2.
5
刊
／

3淡
黄

「く
J
の

字
口

縁
外

面
ス

ス
付

着
／
、
ケ
→
ヨ
コ
ナ
デ

や
や

粗
砂

温
良

5
%
未

満

lC
 
R
R
/
4
浅

黄
櫨

口
語
家
~
］
列
ト
ヨ
コ
ナ
デ
体
部
外
＂
＇
ケ
ズ
り
→
ハ
ケ
メ
体
部
内
面
ケ
ズ
リ
（
精
微
）

や
や

粗
ゃ

3
m
m
以
下
の
小
臨
・
砂
混
、

良
gr

地
骨

針
含

l
O
Y問

／
4
に

ぶ
い

黄
櫨

［く
J
の

宇
口

縁
口

縁
ヨ

コ
ナ

デ
体

部
外

面
ハ

ケ
メ

、
内

面
板

ナ
デ

や
や

担
砂

混
良

5
%
 

5
Y
R
6
/
6
位
、
赤
彩

2
.
5
Y
R
4
/
6
赤

褐
外

面
赤

彩
外
面
ミ
ガ
キ
内
面
ヨ
コ
ハ
ケ
→
ヨ
コ
ナ
デ

や
や

粗
砂

混
良

3
明
ら
叫
層
部

1
0
0
%
)

1
0
Y
R
7
/
3
に
ぶ
い
黄
陸
、
赤
彩

5
Y
R
5
/
6
明

赤
褐

色
赤

彩
内

面
ミ

ガ
キ

亦
彩

や
や

粗
砂

混
良

2r
始

外
5
Y
3
/
1
オ
リ
ー
ブ
黒
、
内

I
O
Y
R
l
/
2
に

ぷ
い

黄
虚

底
部

穿
孔

ノ
、
ヶ
メ
（
内
外
）

や
や

粗
長

石
・

石
英

吉
良

5
%
未

満

1
0
Y
R
7
/
4
に

ぷ
い

黄
檀

口
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
内
面
ノ
＼
ケ
メ

や
や

粗
長

石
石

英
吉

良
5
%
未

満

外
l
O
Y
R
f
/
2灰

黄
褐

、
内

7
.
5
Y
R
7
/
6
燈

「
く
」
の
字
口
縁

／
＼
ケ
メ
、
ナ
デ

や
や

粗
φ
4
m
m
以

下
の

小
石

離
を

含
良

5
%
未

満

l
O
Y
R
7
/
4
に

ぶ
い

黄
極

ゆ
が
み
大
き
い

Q
口
縁
ヨ
コ
ナ
デ
体
部
外
面
ハ
ケ
メ
、
内
面
ノ
＼
ケ
→
ケ
ズ
リ

マ京
マ益
粗金

φ
3
m
m
以

下
粗

砂
湯

、
長

石
良

"' 
I
O
Y
R
7
/
3
に

ふ
い

黄
燈

「く
Jの

宇
口

縁
口

縁
～

体
部

外
面

ハ
ケ

メ
体

部
内

回
ナ

デ
や

や
粗

砂
混

良
1
0
%
 

2
.
5
Y
6
/
4
に

ぶ
い

樟
ヨ
コ
ナ
デ
（

7
メ
ツ
）

や
や

粗
良

5
%
未

満

I
O
Y
R
7
/
4
に

ぷ
い

黄
権

口
縁
部
ヨ
コ
ナ
デ
、
体
部
外
面
ケ
ズ
リ
→
ハ
ケ
メ
、
体
部
内
面
ナ
デ
、
肩
部
に
ハ
ケ
メ
あ
り

や
や

糧
粗

砂
φ

3皿
以

下
の

4
噌

混
良

5
C
%
 

IO
四

8
/
4
浅
黄
佳
、
内

I
O
Y
R
5
/
2
灰

黄
褐

外
来
系
（
東
海
）
の
合
段
口
鞍
壷

ヨ
コ
ナ
デ

粗
石

英
長

石
混

良
1
0
%
 

2
.
2
5
Y
7
/
3
揖

黄
澄

ミ
ガ
キ

密
良

5
%
 

－
 
j外

!
O
Y
Rゲ

2
灰
黄
褐
、
内

IO
刊

附
浅

黄
燈

有
段

ロ
縁

u
縁

部
ヨ

コ
ナ

デ
体

部
板

ナ
デ

や
や

粗
ゃ

2
m
m
以

下
の

粗
砂

混
良

5%
 

I
O
Y
R
7
/
4
に

ぶ
い

黄
檀

ミ
ガ
キ

密
良

1
0
%
 

J
O
Y
R
B
/
3
桂

黄
艦

、
赤

事
l
O
R
4
/
8
赤

棒
状

浮
文
2
単

位
×

3方
向

口
縁

内
面

赤
蒋

ハ
ケ
メ
→
ミ
ガ
キ

や
や

担
長

石
・

石
英

吉
良

1
0
%
 

!
O
Y
R
7
/
3
に

ぷ
い

黄
櫨

次
被
梨
仰
よ
う
な
赤
変
あ
り
。

ミ
ガ
キ

や
や

粗
良

＇°＇
地

!
O
Y
R
7
／
剖
こ
ぶ
い
黄
艦

体
部
に
黒
班
あ
り
。

ミ
ガ
キ

密
粗

砂
少

し
混

良
叩
偽

2
.
5
'
R
7
/
3
浅

黄
穿

孔
4
か

所
外

面
ミ

ガ
キ

内
面

N
ケメ

や
や

粗
骨

針
含

良
3切

6

外
5
Y
R
F
/
6
極
、
内

7
.
5
Y
R
l
/
2
明

褐
灰

等
間

隔
に

穿
孔
3
か

所
赤

彩
外

面
ミ

ガ
キ

内
面

ハ
ケ

メ
ヨ

コ
ナ

デ
や

や
粗

骨
針

・
石

英
・

長
石

含
良

30
＇込

!
O
Y
R
R
/
3
浅

黄
櫨

円干
し

6
方

向
外
商
ミ
ガ
キ
脚
内
市
ン
ポ
リ
ナ
デ
ー
ハ
ケ
メ

や
細
雲
や
粗
母
持
骨
。
針
合
・

.:
.J
ll
ll
l'
I-
'
穴

叫
口

開
良

40
覧

5
Y
R
7
/
C
峰
、
赤
彩

I
O
R
4
/
6
赤

円
孔
あ
り
。
（
方
向
不
明

3
以
上
）

ミ
ガ
キ

や
や

祖
粗

砂
少

し
混

良
5%
 

1
0
Y
R
7
/
3
に

ぶ
い

黄
燈

ヨ
コ
ナ
デ

や
や

粗
砂

混
良

5
%
未

満
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第
2
表

遺
物

観
察

表
（

3
）

土
器

遺
構

実
視
l図

写
真
図

N
o
 

版＂
＇

版
N
o

出
土
地
点

種
別

器
種

91
 

2
6
 

22
 

16
 

F
5
区

S
P
2
6

縄
文

深
鉢

9
2
 

2
7
 

22
 

16
 

E
5
区

間
2
7

土
師

器
5量

93
 

3
2
 

22
 

15
 

G
4
区

S
K
3
2

土
師

器
受

94
 

32
 

2
2
 

16
 

S
K
3
2
 

土
師
器

受

9
5
 

32
 

2
2
 

16
 

S
K
3
2
 

土
師

様
壷

9
6
 

3
2
 

2?
 

14
 

S
K
3
2
 

土
師

器
壷

97
 

32
 

22
 

16
 

S
K
3
2
 

土
師

器
壷

9
8
 

3
2
 

2?
 

14
 

S
K
3
?
 

土
師

器
壷

9
9
 

32
 

2
2
 

14
 

S
K
3
2
 

土
師

器
小

型
曹

1
0
0
 

32
 

2
2
 

16
 

S
K
3
2
 

土
師
器

高
節
か
り

10
1 

3
2
 

22
 

16
 

S
K
3
2
 

土
師

器
高
伺
て

10
2 

"
 2?

 
16
 

S
K
3
2
 

土
師

器
高
岡
て
か

1
0
3
 

34
 

22
 

16
 

S
K
3
4
 

土
師

器
雪量

1
0
4
 

34
 

22
 

16
 

S
K
3
4
 

土
師

器
有

姐
蓋

1
0
5
 

3.1
 

23
 

15
 

S
K
3
.
~
 

土
姉

器
聾

1
0
6
 

3
5
 

2
3
 

15
 

S
K
3
5
 

土
師

器
努

1
0
7
 

3
5
 

2
3
 

16
 

S
K
3
5
 

土
師

器
聾

10
8 

35
 

2
3
 

15
 

S
K
3
5
 

士
師

器
聾

10
9 

3
5
 

2
3
 

16
 

S
K
3
5
 

土
師

器
雪量

1
1
0
 

35
 

2
3
 

16
 

S
K
3
5
 

土
師

器
査

Il
l 

35
 

2
3
 

16
 

S
K
3
5
 

土
師
器

蜜

1
1
2
 

35
 

2
3
 

15
 

S
K
3
5
 

土
師

器
聾

1
1
3
 

35
 

2
3
 

16
 

S
K
3
5
 

土
師

器
査

1
1
4
 

35
 

2
3
 

16
 

S
K
3
5
 

土
師
器

壷

1
1
5
 

35
 

2
3
 

16
 

S
K
3
5
 

土
師

器
壷

1
1
6
 

3
5
 

2.1
 

14
 

S
K
3
5
 

土
師

器
壷

1
1
7
 

3
5
 

2.1
 

16
 

S
K
3
5
 

土
師

器
査

1
1
8
 

3
5
 

23
 

13
 

S
K
3
5
 

土
師

器
台

付
壷

1
1
9
 

3
5
 

23
 

13
 

S
K
3
5
 

土
師

器
広

口
壷

1
2
0
 

3
5
 

23
 

14
 

S
K
3
5
 

土
師

器
小

型
広

口
壷

1
2
1
 

3
5
 

2
3
 

16
 

S
K
3
5
 

土
師

器
高

亦

12
' 

3
5
 

"
 16

 
S
K
3
5
 

土
師

器
高
問
て

1
"
 

3.1
 

2
3
 

16
 

S
K
3
5
 

土
師

器
高

亦

1
2
4
 

35
 

23
 

13
 

S
K
3
5
 

士
師

器
高
伺
て

1
2
5
 

3
5
 

2'
 

16
 

S
K
3
5
 

土
師

器
高均
ミ

1
2
6
 

3.1
 

2
4
 

13
 

S
K
3
5
 

土
師

器
器

台

1
2
7
 

3.1
 

2
4
 

14
 

S
K
3
5
 

土
師

器
器

台

12
8 

35
 

2
4
 

16
 

S
K
3
!
1
 

土
師

捺
器

台

12
" 

3.1
 

2
4
 

16
 

S
K
3
5
 

土
師

器
器

台

13
0 

3.1
 

2
4
 

16
 

S
K
3
5
 

土
師

器
器

台

13
1 

3
5
 

2
4
 

16
 

S
K
3
5
 

土
師

器
有

鉦
蓋

m
 

3
5
 

2
4
 

13
 

試
掘

lT
東
か
ら

14
.9

土
師

器
筒

状
蓋

～
25
. 

5
(
S
K
3
5
)
 

1
"
 

3
6
 

2
4
 

16
 

S
K
3
6
 

土
師

器
費

1
3
4
 

3E
 

2
4
 

16
 

S
K
3
f
i
 

土
師

器
費

l3
fi
 

3
6
 

2
4
 

16
 

S
K
3
6
 

土
師

器
毒是

法
量

（
α
，）

時
代

口
径

器
高

底
径

頭
径

縄
文

晩
期

古
墳

前
期

14
.6
 

(4
.9
) 

古
墳

前
期

(1
6.
1)
 

24
.0
 

1.
7 

14
.0
 

古
墳

12
.4
 

(1
3.
7)
 

13
.8
 

古
墳

前
期

12
.8
 

(5
.5
) 

9.
5 

古
墳

前
期

(2
3.
7)
 

8
0
 

古
墳

前
期

11
.3
 

(4
.4
) 

10
.3
5 

古
墳

前
期

14
.5
 

(2
1.
1)
 

10
.0
 

古
墳

前
期

12
.2
 

(1
1.
8)
 

1.
8 

11
.2
 

古
墳

前
期

(7
.7
) 

11
.1
5 

4.
2 

古
墳

前
期

半
16
.4
 

(6
.7
) 

古
墳
前
期

(4
.3
) 

8.
3 

4.
1 

古
墳
前
期

18
.0
 

(4
.1
) 

古
墳

前
期

(3
.4
5)
 

古
i賞

前
期

16
.9
 

(2
1.
4)
 

14
.7
 

古
墳
前
期
ワ

(1
4.
75
) 

(2
0.
8.
1)
 

(1
2.
6)
 

古
省

前
期

15
.6
 

(7
.0
) 

13
.8
 

古
演

前
期

(1
4)
 

15
.4
5 

6.
0 

1
1
7
 

古
境

前
期

15
.5
 

(1
0.
3)
 

12
.7
 

古
漬

前
期

17
.3
 

(7
.5
) 

16
.0
 

古
墳
刑
期

18
.8
 

(1
4.
75
) 

17
.0
 

古
境

前
期

15
.6
 

24
.8
 

12
.0
 

古
境

前
期

(8
.8
) 

古
演

前
期

16
.8
 

(6
.1
) 

古
墳

前
期

(7
.6
.1
) 

7.
45
 

古
墳

前
期

12
.2
 

30
.0
 

4.
7 

10
.9
 

古
墳

前
期

14
.9
 

(2
.9
5)
 

古
墳

前
期

10
.4
 

18
.3
 

10
.3
 

9.
5 

古
墳

前
期

9.
1 

10
.1
 

0
9
5
 

8.
6 

古
墳

前
期

11
.0
 

14
.4
 

3.
0 

9.
7 

古
墳

前
期

(7
.8
) 

13
.8
 

3
8
'
 

古
墳

前
期

12
.0
 

(7
.8
) 

3.
7 

古
演

前
期

(4
.2
) 

4.
5 

古
墳

前
期

(1
9.
6)
 

14
.0
 

1
3
2
 

3.
5 

古
墳
前
期

(5
.8
) 

19
.4
 

古
墳

前
期

8.
8 

8.
3 

10
.7
 

4.
1 

古
墳
前
期

1
0
2
 

8.
2 

1
1
2
 

3.
8 

古
墳
前
期

10
.4
 

14
.0
 

11
.1
5 

3.
55
 

古
墳

前
期

半
(8
.7
5)
 

1
3
1
 

3.
8 

古
墳

前
期

半
11
.6
 

(2
.4
5)
 

古
墳

前
期

13
.9
 

5.
0 

古
墳

前
期

5.
4 

7.
2 

古
墳
前
期

11
.8
 

古
墳
前
期

21
.0
 

(3
.6
) 

古
墳

前
期

11
.9
 

(2
.5
) 

体
部

最
孔

径
／

色
調

備
考

調
整

胎
土

焼
成

残
存
率
（
%
）

大
径

紐
径

!O
YR
.1
/2
灰

黄
禍

外
面

ケ
ズ

リ
内

面
ナ

デ
口

縁
キ

ザ
ミ

有
密

砂
多

く
混

良
5

%
未

満

1
0
Y
R
7
/
4
に

ぷ
い

黄
撞

ヨ
コ
ナ
デ

や
や

祖
骨

針
吉

良
5

%
未
満

22
.3
 

外
I
O
Y
R
3
/
l
黒
褐
、
内

1
0
Y
R
7
/
4
に
ぶ
い
黄
檀

口
融

検
ナ

デ
外

面
板

ナ
デ

→
ケ

ズ
D

内
面

ナ
デ

粗
<
3
m
m
以
下
の
長
石
ー
石
英
粒
含

良
70
' 

21
.7
 

外
1
0
Y
R
5
/
3
に
ぶ
い
黄
褐
、
内

2
.
5
Y
7
/
2灰

黄
頭
部
に
工
具
に
よ
る
線
刻
あ
り

c
口
縁
ヨ
コ
ナ
デ
、
肩
部
外
面
ハ
ケ
→
ケ
ズ
リ
→
体
割
レ
、
ケ
、
内
面
ナ
デ

密
粗

砂
混

良
1
5
%
 

1
0
Y
R
7
/
4
に
品
、
黄
檀

ノ
、
ケ
→
ミ
ガ
キ

や
や
粗
、
ゆ

3
m
m
小

磯
有

良
日
6

2
7
0
 

I
O
Y
R
8
/
4
浅

黄
檀

体
部

最
大

径
2
7
c
m

体
部
に
黒
斑
あ
り
。

外
面
タ
テ
ミ
ガ
キ
内
面
ノ
＼
ケ
→
ナ
デ

や
や

粗
良

5
C
%
 

1
0
Y
R
7
/
4
に
ぶ
い
黄
樫
、
赤
彩

2
.
5
Y
R
5
/
6
明
赤
褐

日
縁

部
内

函
～

外
面

赤
彩

ミ
ガ
キ

や
や

担
良

1
5
%
 

25
.9
 

外
J
O
Y
R
R
/
4
浅
黄
鐙
、
内

2
.
5
H
/
2
灰

黄
外

出
ミ

ガ
キ

体
部

内
面

オ
サ

エ
ナ

デ
や

や
粗

φ
3
m
m
以

下
粗

砂
少

混
良

5
0
%
 

13
.7
 

7
.
5
Y
R
6
/
4
に
ぷ
い
檀

口
縁
部
ヲ
コ
ナ
テ
体
部
外
面
ノ
、
ケ
メ
内
部
指
ナ
デ

l粗
合
骨φ

4針
m
ーm長

以
石
下
石
小
磯
英
吉を

含
む

粗
砂

良
"' 

7
.
5
Y
R
R
/
4
浅

黄
櫨

内
面
ハ
ケ
メ
外
面
ミ
ガ
キ
（
マ
メ
ツ
）
赤
彩

や
や

粗
；

3
m
m
以

下
粗

砂
混

良
3
C
%
 

J
O
Y
R
R
/
4
浅
黄
種
、
赤
事

2
.
5
Y
5
/
6
明
赤
褐

赤
彩

ミ
ガ
キ

｜や
会や
h
粗

骨
針

長
石

・
石

英
含

良
四
（
鉢
）
／

JO
（
高
原
）

J
O
Y
R
R
/
3
浅
黄
権
、
赤
彩

2
.
5
Y
R
4
/
8
赤

褐
低
脚

外
面

ミ
ガ

キ
→

赤
彩

内
面

ハ
ケ

→
ナ

デ
や

や
粗

骨
針

含
良

"
 

2
.
5
Y
7
/
3
浅

黄
「く

j
の

字
口

縁
ヨ
コ
ナ
デ

や
や

粗
砂

混
良

5
%
未

満

2.
9.
1 

外
J
O
Y
R
7
/
4
に
ぶ
い
黄
種
、
内

7
.
5
Y
R
6
/
6檀

ミ
ガ
キ

密
良

1
0
%
 

21
.7
 

1
0
Y
R
7
/
3
に
ぶ
い
黄
俺

門休
部閣
コに
ゲ黒
、斑
外あ
国り
メ九

メ
付
宥

日
韓
ヨ
コ
ナ
デ
体
部
外
面
ハ
ケ
メ
、
内
面
ケ
ズ
リ

や
や

粗
良

7
0
%
 

(1
7.
2)
 

1
0
Y
R
7
/
4
に

ぷ
い

黄
櫨

口
融

ヨ
コ

ナ
デ

体
部

外
P
寸
→
ケ
ズ
ν、

内
下
部
ハ
ケ
、
他
ナ
デ

や
や
粗
、

φ
2
n
m
以

下
粗

砂
混

良
3
C
%
 

2
.
5
Y
7
/
3
浅

黄
口

融
ヨ

コ
ナ

デ
体

部
内

面
ナ

デ
外

面
ハ

ケ
→

ケ
ズ

リ
つ

粗
砂

多
く

混
良

5
%
 

14
.2
 

7
.
5
Y
R
6
/
4
浅

黄
燈

口
融

内
外

ヨ
コ

ナ
デ

体
部

上
半

ハ
ケ

メ
内

面
ナ

デ
や
や
粗
、
砂
混

良
9C

地

J
O
Y
R
R
/
4浅

黄
檀

日
韓
部
ヨ
コ
ナ
デ
、
体
部
ハ
ケ
メ

や
や

粗
長

石
石

英
含

良
3
[
地

J
O
Y
R
7
/
4
に
ぶ
い
黄
桂

口
縁

～
体

部
外

面
ハ

ケ
メ

体
部

内
面

ナ
デ

や
や

粗
砂

混
良

5
%
未

満

2
3
2
 

I
O
Y
R
7
/
4
に
ぶ
い
黄
櫨

口
融
部
端
面
に
沈
組
が

1
条
也
る

c
口
縁
～
肩
部
ヨ
コ
ナ
デ
内
面
ケ
ズ
リ
、
外
面
ハ
ケ
メ

密
ψ
2
m
m
以

下
の

祖
砂

2
0
%
混

良
2
0
%
 

19
.8
 

2
.
5
¥
7
/
3
浅

黄
丸
底
二
次
被
熱
あ
り
。

口
融
ヨ
コ
ナ
デ
体
部
ハ
ケ
メ
（
外
面
下
半
マ
メ
ツ
）

や
や

祖
粗

砂
混

良
6
0
%
 

l
O
Y
R
f
/
6
燈

メ
し
底
体
部
に
黒
斑
あ
。
り

外
面
ミ
ガ
キ
内
面
ハ
ケ
→
ナ
デ
か
（
マ
メ
ツ
）

や
や

粗
良

'" 
l
O
Y
R
0
/
2
灰
白

外
来
系
（
東
海
）
の
有
段
口
縁
査

ヨ
コ
ナ
デ
→
ミ
ガ
キ

や
や

祖
砂

混
良

5
%
未

満

2
.
5
Y
8
/
3
淡
黄
、
赤
彩

2
.
5
Y
5
/
6
明

赤
褐

外
面

赤
彩

体
部

下
半

に
炭

化
物

付
着

外
面

ミ
ガ

キ
内

面
オ

サ
エ

ミ
ガ

キ
や

や
粗

砂
混

良
1
0
%
 

25
.8
 

7
.
5
Y
R
8
/
3
浅

黄
櫨

自
立
可

体
部
に
黒
斑
あ
わ
。

口
融

ヨ
コ

ナ
デ

体
部

上
半

ハ
ケ

、
下

半
ケ

ズ
リ

内
面

ハ
ケ

→
ナ

デ
や

や
粗

良
%

%
 

I
O
Y
R
8
/
4
浅
黄
樫
、
赤
彩

2
.
5
Y
R
5
/
6
明

赤
椙

外
面

赤
彩

棒
状

浮
文

2
単

位
4
方

ほ
ぽ

等
間

隔
ヨ
コ
ナ
デ

や
や
粗

良
5
%
 

12
.6
 

2
.
5
Y
7
/
2 庇

黄
、
赤
事

5
Y
R
4
/
8
赤

褐
外

面
赤

彩
ス

ス
付

着
口

融
・

脚
内

面
ヨ

コ
ナ

デ
壷

体
部

内
面

ナ
デ

外
面

ミ
ガ

キ
赤

彰
や

や
粗

長
石

・
石

英
吉

良
7C
' 

体
部
に
黒
斑
あ
り

12
.7
 

I
O
Y
R
S
/
3
浅

黄
檀

底
部
ほ
ぽ
丸
底
体
部
に
窯
斑
あ
り
。

外
面

口
融

内
面

ミ
ガ

キ
体

部
内

面
ナ

デ
口

縁
～

頭
部

ヨ
コ

ナ
デ

＋
ミ

ガ
キ

密
良

9
5
%
 

14
.9
 

2
.
5
Y
8
/
3
淡

黄
外
面
ス
ス
付
着
体
部
に
県
斑
あ
り
。

ロ
縁

～
外

面
ミ

ガ
キ

底
部

付
近

ケ
ズ

リ
内

面
ナ

デ
や

や
粗

砂
混

良
7
0
＇始

1
0
Y
R
8
/
4
浅

黄
櫨

府
裾

部
3
方

向
等

間
隔

円
孔

外
面
ミ
ガ
キ
、
内
面
ハ
ケ
メ
→
ナ
デ

や
や

粗
長

石
・

石
英

含
良

4
0
%
 

!
O
Y
R
R
/
4
浅

黄
置

ミ
ガ
キ

や
や

粗
砂

揖
良

5
0
%
 

2
.
5
Y
7
/
3
浅
黄
、
赤
彩

2
.
5
Y
R
4
/
4
に
ぶ
い
赤

赤
彩

ミ
ガ
キ

や
や

粗
長

石
石

英
吉

良
2
0
%
 

!
O
Y
R
S
/
3
揖

黄
櫨

外
面

一
部

2
.
5
Y
R
6
/
6
檀

杯
部
・
脚
部
外
函
ミ
ガ
キ
脚
内
面
ナ
デ

や
や

粗
良

5
0
%
 

I
O
Y
R
7
/
2
に
ぶ
い
黄
檀

脚
裾

部
4
方
等
間
隔
円
孔
（
残

2
方
向
）

外
面

ミ
ガ

キ
内

面
ハ

ケ
メ

ナ
デ

や
や
粗
骨
針
・
長
右
・
右
英
混

良
2
0
＇角

0
8
～

 
7
.
5
Y
R
7
/
6樟

部
に

2
次
被
熱
と
思
わ
れ
る
赤
変
・
ス
ス
付
着
あ
り

外
商
～
脚
内
面
下
部
ミ
ガ
キ
頭
部
内
面
ミ
す
す
り
脚
部
内
面
オ
サ
エ
ー
ナ
デ

や
や

粗
ゅ

3
m
m
以

下
砂

含
骨

針
揖

良
9
5
%
 

I.
I 

円
孔

4
方

向

I
O
Y
R
8
/
4
浅

黄
概

ミ
ガ
キ
脚
部
内
面
は
ナ
デ

や
や

粗
長

石
・

石
英

混
良

8
0
%
 

l
O
Y
R
8
/
3
浅

黄
檀

内
外
前
面
タ
テ
ミ
ガ
キ
脚
裾
内
面
に
ハ
ケ
メ
残

密
φ
2
m
m
以

下
粗

砂
合

良
60
' 

I
O
Y
R
8
/
3
浅
黄
棒
、
赤
彩

2
.
5
Y
R
5
/
6
明
赤
褐

受
部

内
面

～
外

函
赤

彩
、

台
部

裾
4
方

等
間

隔
円

孔
受
部
・
脚
部
外
面
ミ
ガ
キ
、
脚
部
内
面
ハ
ケ
メ
・
板
ナ
デ

や
や

粗
砂

少
し

混
長

石
石

英
吉

良
6
0
%
 

1
0
Y
R
8
/
2 灰

白
、
赤
事

2
.
5
Y
5
/
6
明

赤
褐

内
外

面
赤

罪
ミ
ガ
キ

や
や

粗
砂

少
し

混
長

石
・

石
英

吉
良

5
%
 

3
9
 

I
O
Y
R
7
/
3
に
ぶ
い
黄
樫

外
面
ミ
ガ
キ
内
面
ヨ
コ
ナ
デ
、
ハ
ケ
メ

や
や

粗
骨

針
あ

り
砂

混
良

3
C
%
（盟

1
0
0
%
)

7.
75
 

3.
0 

7
.
5
Y
R
7
/
4
に

ぷ
い

檀
赤

蕗
2
.
5
Y
R
4
/
6
赤

椙
外

面
赤

車
回

融
文

キ
ザ

ミ
有

外
面

ハ
ケ

→
ミ

ガ
キ

赤
彩

内
面

ナ
デ

密
良

9
C
%
 

外
1
0
Y
R
5
/
2灰

黄
褐
色
、
内

1
0
Y
R
7
/
3
1
こ
ぶ
い
黄
櫨

「
く
」
の
宇
口
縁

ヨ
コ
ナ
デ

や
や

粗
砂

混
良

5
%
未

満

2
.
5
Y
7
/
3
浅

黄
Iく

」
の
字
口
韓

口
縁

部
ナ

デ
頭

部
外

面
ハ

ケ
メ

や
や

粗
砂

揖
良

5
%
未

満

外
I
O
Y
R
7
/
4
に
ぶ
い
黄
慢
、
内

2
.
5
Y
6
/
3
に
ぶ
い
黄

有
睦

口
組

提
団

組
文

ヨ
コ
ナ
デ

や
や

粗
良

5
%
未

満
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第
2
表

遺
物

観
察

表
（

4
）

土
器

・
土

製
品

造
物

写
真

図
出
土
生
也
点

時
イ
モ

版
No
.

版
Na

13
6 

3
6
 
I
 ,, 

16
 

S
K
3
6
 

土
師

器
高

杯
か

器
台

古
墳

前
期

13
7 

4
8
 
I
 21

 
16
 

S
K
4
8
 

土
師

器
墾

古
J費

13
8 

16
 

S
K
1
7
8
 

土
師

器
査

古
墳

前
期

13
9 

17
8 

2
4
 

16
 

S
K
1
7
8
 

土
師

器
護

占
境

前
期

14
0 

17
8 

2
4
 

16
 

S
K
I
7
8
 

土
師

器
高

郎
古

墳
前

期

14
1 

17
8 

2
4
 

16
 

S
K
I
7
8
 

土
師

器
高

原
古

境
前

期

14
2 

17
8 

2
4
 

16
 

S
K
1
7
8
 

土
師

器
壷

古
墳

前
期

14
3 

17
8 

2
4
 

16
 

S
K
1
7
8
 

土
師

器
器

台
古

墳
前

期

14
4 

2
1
6
 

2
4
 

16
 

S
K
2
1
6
 

土
師

器
費

古
墳

前
期

14
5 

15
7 

2
4
 

17
 

S
X
1
5
7
 

土
師

器
畳

百
墳

前
期

14
c 

15
7 

2
4
 

13
 

F
3
区

S
X
1
5
7

土
師

器
高

原
古

墳
前

期

14
7 

15
7 

2
4
 

17
 

S
X
1
5
7
 

土
師

器
器

台
古

墳
前

期

14
' 

JG
C 

2
4
 

17
 

S
D
1
6
9
 

古
内

土
師

器
袈

古
代

1
4
9
 

2
5
7
 

2
4
 

17
 

S
K
2
5
7
 

土
師

器
聾

古
墳

15
0 

19
2 

2
4
 

16
 

S
K
1
9
2
 

土
師

器
ミ
ニ
チ
ュ
ア

古
墳

前
期

15
1 

14
 

2
4
 

17
 

S
D
l
4
 

珠
洲

鉢
中

世

15
2 

9
4
 

2
4
 

17
 

S
D

 4
 

中
世

土
師

器
J阻

中
世

15
3 

9
4
 

2
4
 

17
 

S
D
9
4
 

中
世

土
師

器
皿

中
世

15
4 

9
4
 

2
4
 

17
 

s
n
r
4
 

中
世

土
師

器
血

中
世

15
' 

9
4
 

2
4
 

17
 

S
r
n
l
4
 

中
世

土
師

器
皿

中
世

15
6 

9
4
 

2
4
 

17
 

S
D
9
4
 

中
世

土
師

器
皿

中
世

15
7 

2C
l 

2
4
 

17
 

S
X
2
0
1
 

中
世

土
師

器
皿

中
引
十

15
8 

19
' 

2
4
 

17
 

S
K
1
9
2
 

珠
洲

察
中

世

15
9 

1
7
0
 

2
4
 

17
 

S
D
1
7
0
 

中
世

土
師

器
1皿

（
灯
明
皿
）

中
↑
仕

16
0 

17
0 

2
4
 

17
 

S
D
1
7
0
 

瀬
戸

碗
近

世

16
1 

3
C
O
 

2
4
 

17
 

C
3
区

土
師

器
高
土
問
、

古
墳

前
期

16
2 

3(
C 

2
4
 

17
 

S
K
3
'
（
試
掘
時
）

土
師

器
有

紐
蓋

古
墳

前
期

16
3 

3[
C 

2
4
 

17
 

日
層

須
曹
、
器

士不
B

古
代

16
4 

3[
C 

2
4
 

17
 

E
層

⑬
中

世
土

師
器

皿
中

世

16
5 

3C
C 

2
4
 

17
 

D
3
区

E
層

中
枇

土
師

器
皿

中
世

16
6 

3
0
0
 

2
4
 

17
 

H
層

中
世

土
師

器
皿
（
灯
明
皿
）

中
世

16
7 

3
C
O
 

24
 

17
 

C
5
区

中
世

土
師

器
皿

中
世

E
層

16
8 

3C
O 

2
4
 

17
 

C
4
～

5
区

中
世

土
師

器
皿
（
灯
明
皿
）

中
世

E
層

16
9 

3C
O 

2
4
 

17
 

E
層

珠
酬

鉢
中

世

1
7
0
 

3r
o 

2
4
 

17
 

C
5
区

味
I~

措
鉢

中
世

E
層

17
1 

3
0
0
 

2
4
 

17
 

田
区

E
層

珠を
州

揺
鉢

中
世

17
2 

3
0
0
 

2
4
 

17
 

日
層

味
洲

聾
中

世

17
3 

3[
0 

2
4
 

17
 

E
層

中
国

製
青

磁
椀

中
世

1
7
4
 

3(
0 

2.5
 

17
 

cs
区

H
層

土
製

品
土

錘

17
5 

4
0
0
 

2
5
 

17
 

2
区

排
土

土
製

品
土

玉

*
3
0
0
:
 I
I
層、

4
0
0
排

土

法
量

k
m
)

口
径

器
商

底
径

霊
財
圭

(4
.2
) 

10
.6
 

14
.l
 

(3
.9
) 

12
.8
 

17
.6
 

(5
.1
) 

15
.7
 

15
.6
 

(4
.5
) 

12
.6
 

(9
.5
) 
i
 

13
.8
5 

4.
9 

13
.9
 

(5
.1
) 

12
.8
 

(3
.2
) 
i
 

(7
.5
) 

11
.5
 

3.
8 

14
.3
 

(7
.7
5)
 

12
.5
 

14
.4
 

(5
.4
) 

21
.2
 

15
.2
 

12
.8
 

3.
75
 

10
.2
 

(2
.5
) 

'
 

21
.9
 

(4
.8
')
 

2C
.2
 

16
.2
 

(3
.4
) 

(3
.5
) 

4.
05
 

25
.0
 

(9
.0
5)
 

6.
4 

0.
75
 

9
2
 

1.
6 

3.
2 

8.
0 

1.
65
 

1.
8 

7.
2 

1.
5 

8.
7 

(2
.0
) 

8.
4 

(1
.6
5)
 

(7
.6
) 

17
.2
 

10
.0
 

(2
.6
5)
 

12
.0
 

(4
.4
5)
 

(6
.2
5)
 

5.
2 

(1
7.
0)
 

7.
65
 
:

 

(4
.8
) 

i
 12

.1
 

ll
.2
 

(2
.6
) 

8.
0 

(1
日
5)

8.
0 

(
L
6
)
 

7.
9 

1.
6 

8.
0 

1.
7 

52
.0
 

4R
.O
 

(4
) 

(4
.6
) 

12
.3
 

57
.5
 

(4
.4
5)
 

14
.8
 

(4
.5
) 

長
さ

5.
7

幅
3.
8

長
さ

2.
5

幅
U

色
調

備
考

調
整

胎
土

焼
成

残
存
率
（
%
）

停サ
ビ間
忽最

孔
桂

／

担
径

5
Y
R
6
/
4
に

ぷ
い

撞
内

外
面

赤
語

円
孔

騨
部

内
面

に
そ

ミ
痕

あ
り

外
面

ミ
ガ

キ
内

面
ハ

ケ
メ

→
ナ

デ
宅
資
砂
混

良
15
% 

1
0
Y
R
7
/
3
1
こ
ぶ
い
黄
櫨

ヨ
コ
十
デ

や
や

粗
砂

少
し

混
良

5
%
未

満

1
0
Y
R
7
/
3
に

ぶ
い

黄
檀

「
く
」
の
字
口
縁

口
縁

～
体

部
外

面
ミ

ガ
キ

、
体

部
内

面
ナ

デ
や

や
粗

砂
少

し
混

良
5
%
 

2
.
5
Y
7
/
3
浅

黄
「く

j
の

字
口

縁
ロ
縁
ヨ
コ
ナ
デ
、
体
部
ノ
、
ケ
メ

密
砂

少
し

昆
良

5
%
未

満

1
0
Y
R
8
/
4
浅

黄
続

外
面
ミ
ガ
キ
内
ffii

；＇
ケメ

密
良

3
0
%
 

胎
土
！

O
Y
R
O
/
l
灰

白
～
8
/
4
措

黄
櫨

、
赤

彩
2
.
5
Y
R
5
/
8

赤
彩

ミ
ガ
キ

や
や

糊
骨

針
含

良
3C
% 

明
赤

褐

7
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第2表遺物観察表（5)

石製品

遺物 遺構 実測図 写真図
法量

No. No. 版No. 版N•
出土地点 種別 時代 材質 備考

長さ 中高 厚さ 重さ（g)

176 1 25 10 
E5区 SDOl

磨製石斧 縄文中期以降 6.7 4.6 2.2 104 蛇紋岩 定角式 両側面に叩打痕
X25Y25 黒色層

177 1 25 10 
F4区 SDOl

打製石斧 18.8 9.5 3.1 813 両側l縁つぶし
排水溝

17日 1 25 10 SDOl 石皿 17 11.9 4.3 12R7 台石兼用、裏面砥石

179 55 25 17 剥片 3‘6 4.3 1.1 17 
玉髄質泥岩

F3区 SD55 （横山真脇石か）

180 55 25 17 F3区 SD55 石核 4.3 4.2 4.3 66 鉄石英

181 55 25 17 F3区 SD55 打製石斧 7.5 8.5 2.8 221 刃部上擦痕

182 94 25 17 03区 SD94 剥片 2.4 4.8 0.9 10 緑色凝灰岩

183 169 25 17 C5区 SD169 砥石 8.1 6.1 3.5 221 砥面4面

184 35 25 17 F4区 SK35 事j片 2.5 4 1 8 非品質安山岩

185 178 25 17 02区 SK178 二次加工剥片 2.5 3.3 1.1 9 黒曜石

186 201 25 17 SX201 水輪（五輪塔） 中世 18.7 18.7 13.8 7000 

187 3C日 25 17 03区 E層 垂飾か
縄文中期

4.4 3.3 1.4 
下部欠損穿孔2箇所

中葉
18 三文文

188 300 25 17 03区 E層 石鍛 弥生 3.7 1.6 0.5 2 非品質安山岩

189 300 25 10 F4区 E層 打製石斧 10 6.4 1.8 121 両側縁つぶれ

木製品

報告書 遺構 実測図 写真図
法量

No. No 版No 版No
出土地点 種別 時代

幅 厚さ

樹種 保存処理 自然科学分析 備考

長さ

190 1 26 18 SDOl 角材 44.3 5.2 i 4.0 スギ 。 AMS 
樹種同定③ 一部炭化

No.5 

191 1 26 18 SDOl 部材 89.5 5.3 2.8 スギ 。 樹種同定④ 穿孔2箇所

192 1 26 18 SDOl 部材 188 12.0 4.8 スギ 。 樹種同定11 出土状況図あり

193 1 26 18 部材 20.2 11.6 I 8.1 スギ 。 AMS 
樹種同定2 穿孔1箇所SDOl No.4 

194 1 26 18 
F5区 SDOl

角材一
X27Y21 

21.3 8.7 5.0 スギ 。 樹種同定5

195 1 26 18 
F6区 SDOl

板材 (46.3) 5.0 0.55 スギ 。 樹種同定3
X27Y25 

196 1 26 18 
F6区 SDOl

板材
X27Y25 

(15.9) 6.2 0.5 スギ
。

樹種間定4

197 1 26 18 SDOl X25Y25 板材 (30.6) 3.1 0.7 スギ
。

樹種同定7

198 1 26 18 SDOl X25Y25 板材 (27.0) 3.7 0.55 スギ
。

樹種同定6

199 1 26 18 SDOl X25'r25 板材 平安時代 (17.85) 5.8 i 0.75 スギ
。 AMS 

樹種間定B
N仏6

200 15 26 18 SB3・SP15 柱 古墳時代前期 20.2 14.0 14.0 スギ 。 AMS 
樹種同定9

No.3 

201 26 26 18 SBl SP?6 柱 47.9 17.6 17.6 スギ 。 樹種同定10

202 27 26 18 SBl SP27 柱 46.4 16.8 ' 16.8 スギ 。 AMS 
樹種同定1

Nol 

柱 古墳時代前期 スギ 。 AMS 
樹種同定②203 52 26 18 SBZ SP52 24.5 8.6 ' 3.7 No.2 

204 53 26 18 SB2 SP53 柱 32.5 12.7 5.9 スギ 。 樹種間定①

25 
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一一初旬明
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第 12図遺構実測図
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I 2.5'y~ ／ 1 

1’2.5Y3/1 
2 2.5Y~／ 1 

3 2.5'yVJ 
4 2.5Y3/1 
4’2.5Y3/1 

SD87 

SX157・SD86・SD87・SDllO・50158・50164共通
1 2.5Y3/1黒褐色ンルト（25Y7/2黄灰色シルト2～渦斑状に混）
γ2.5Y~／ 1 黒褐色シルト（地山1附含）
2 2.5口／1黒褐色ンルト（2.5Y5/l黄灰色シルト 2.5Y7/2灰黄色シルト1()%プロック状に混）
γ2.5Y~／ 1 黒褐色シルト（地山1同含）
3 2.5Y3/1黒褐色シルト（2.5Y7/2灰黄色ンルト 0九マープル状に混）

$1107 

黒褐色ノノレト（2.5'7/2貧灰色ンルトプロック状I凹毘

黒褐色ノノレト（2.6Y4/l黄灰色シル卜却処 2.5Y7/2灰黄色シルトら松粒プロック状に混）
黄灰色ノノレト（2.6Y3/l黒褐色ンル卜1山斑状、 2.5Y7/2灰黄色／ル卜10弘プロック状に滋）
黒褐色ノルト（2.6Y5/l貧灰色ンル卜、 2.5Y7/2灰黄色シルト1師ブロック状に混）
貧灰色ノノレト（2.5Wl黒褐色シルト多混）
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Lo7.7m SBJ SP25 。 G 

rr，層

SBl SP25・SP26・SP27共通
1 2.5Y3/l黒褐色砂質ノルト（2.5Y7/3浅黄色砂質シルト
5九 10弘斑状に混）

1’2.5Y3/l黒褐色砂質シルト(2.5Y6/2灰黄色砂2～鋪混）
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第 14図遺構実測図
SB2 SP52・53 SK32 ・ SX95 
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第 17図遺構実測図
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第N章自然科学分析

第1節環境考古学分析

1 はじめに
株式会社古環境研究所

沼、大型土坑、竪穴建物の堆積物について、花粉分析、珪藻分析、種実同定、樹種同定の環

境考古学分析を行い、植生、環境、生業の推定復原を行った。花粉分析は一般に低湿地の堆積物

を対象とした比較的広域な植生・環境の復元に応用されていることから、遺構内の堆積物などを対象と

した局地的な植生の推定を試みた。珪藻分析は、珪藻の各分類群が、塩分濃度、酸性度、流水性

などの環境要因に応じて、それぞ、れ海水域や淡水域など特定の生育場所を持っていること、珪藻遺骸

群集の組成が当時の堆積環境を反映していることから、水域を主とする古環境復元の指標として利用し

た。微細物分析で、は種実同定を行ったO 堆積物から種実を検出し、その群集の構成や組成を調べ、

過去の植生や群落の構成要素を明らかにし古環境の推定を行うこととした。また出土した単体試料等を

同定し、栽培植物や固有の植生環境を調べた。木製品の材料となる木材がセルロースを骨格とする木

部細胞の集合体であり、解剖学的形質から、概ね属レベルの同定が可能で、ある。木材は、花粉など

の微化石と比較して移動性が少ないことから、比較的近隣の森林植生の推定が可能であることから、

木製品の樹種による利用状況や流通を探ったO

2. 試料

花粉分析と珪藻分析の試料は、 SDOl沼埋土の試料①～⑤の5点、 SK35大型土坑埋土の試料⑥の1

点、 SI107竪穴建物埋土の試料⑦の1点の計7点である。種実同定試料は、 SDOl沼埋土第3層（試

料⑧）とSI107竪穴建物埋土（試料⑦）の計2点の堆積物である。試料採取箇所を第9・12・15図

および第 27・28図に示す。

樹種同定試料は柱2点（203、204）、角材（190）、部材（191)の合計4点である。

3. 花粉分析

(1）方法

花粉の分離抽出は、 中村（1967）の方法をもとに、以下の手順で、行った。

1）試料からlcmを採量

2) 0.5%リン酸三ナトリウム（12水）溶液を加え 15分間湯煎

3）水洗処理の後、 0.5mmの簡で礁などの大きな粒子を取り除き、沈澱法で砂粒を除去

4) 25%フッ化水素酸溶液を加えて 30分放置

5）水洗処理の後、氷酢酸によって脱水し、アセトリシス処理（無水酢酸9：濃硫酸1のエルド、マン氏

液を加え1分間湯煎）を施す

6）再び氷酢酸を加えて水洗処理

7）沈涯に石炭酸フクシンを加えて染色し、グリセリンゼ、リーで、封入してブρレパラート作製

8）検鏡・計数

検鏡は、生物顕微鏡によつて300～1000イ音で

属、亜属、節および種の階級で分類し、複数の分類群にまたがるものはハイフン（ ）で結んで示し

た。 同定分類には所有の現生花粉標本、島倉 (1973）、中村 (1980）を参照して行った。イネ属に

ついては、中村（1974、1977）を参考にして、現生標本の表面模様・大きさ・孔・表層断面の特

徴と対比して同定しているが、個体変化や類似種もあることからイネ属型とする。

(2）結果
出現した分類群は、樹木花粉 22、樹木花粉と草本花粉を含むもの5、草本花粉 24、シダ植物胞子

2形態の計 53である。これらの学名と和名および粒数を第3表に示し、花粉数が 200個以上計数でき

た試料は、周辺の植生を復元するために花粉総数を基数とする花粉ダイアグラムを第 27図に示す。

なお、 200個未満で、あっても 100個以上計数で、きた試料については傾向をみるため参考に図示し、主

要な分類群は顕微鏡写真に示した。また、寄生虫卵についても検鏡した結果、 1分類群が検出された。

以下に出現した分類群を記載する。

〔樹木花粉〕

モミ属、トウヒ属、ツガ属、マツ属複維管東亜属、マツ属単維管束亜属、スギ、イチイ科ーイヌガ

ヤ科 ヒノキ科、ヤナギ属、クルミ属、サワグルミ、ハンノキ属、カバノキ属、クマシデ、属 アサダ、クリ、

シイ属、ブナ属、コナラ属コナラ亜属、コナラ属アカガシ亜属、ニレ属 ケヤキ、カエデ属、トチノキ、

ブドウ属

〔樹木花粉と草本花粉を含むもの〕

クワ科ーイラクサ科、パラ科、ウコギ科、ゴ、マノハグFサ科、ニワトコ属ーガマズミ属
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〔草本花粉〕

ガマ属ーミクリ属、サジオモダカ属、オモダカ属、イネ科、イネ属型、カヤツリグサ科、ミズアオイ属、

タデ属サナエタデ節、ギシギシ属、ソパ属、アカザ科 ヒユ科、ナデシコ科、カラマツソウ属、アブラ

ナ科、ササゲ属、ツリフネソウ属、キカシグサ属、アリノトウグサ属 フサモ属、チドメグサ亜科、セリ

亜科、オミナエシ科、タンポポ亜科、キク亜科、ヨモギ属

〔シダ植物胞子〕

単条溝胞子、三条溝胞子

〔寄生虫卵〕

回虫卵

1) SDOl沼埋土およびSK35大型土坑埋土

試料⑤を除く各試料は樹木花粉より草木花粉の占める割合が高く、およそ 55%から 83%を占める。な

お、試料②では樹木花粉もやや多く約 33%を占める。

試料⑤は花粉密度が極めて低く、ほとんど花粉が検出されない。

試料④では、イネ科（イネ属型を含む）、ヨモギ属が高率に出現し、キク亜科、タンポポ亜科、アブ

ラナ科、カヤツリグサ科が伴われる。樹木花粉ではスギ、コナラ属コナラ亜属を主に、クリなどが低率

に検出される。ただし花粉密度はやや低い。

試料⑥（SK35）では、イネ科（イネ属型を含む）、ヨモギ属がやや減少し、カヤツリグサ科が増加す

る。樹木花粉では、スギ、コナラ属コナラ亜属がやや増加し、ハンノキ属、カバノキ属、イチイ科ー

イヌガヤ科ーヒノキ科などが出現する。

試料③では、ヨモギ属とイネ科が高率で、アブラナ科がやや増加し、カヤツリグサ科が減少する。ス

ギ、コナラ属コナラ亜属の樹木花粉は減少する。

試料②では、イネ科（イネ属型を含む）、ヨモギ属、アブラナ科が減少し、カヤツリグサ科が増加する。

スギ、コナラ属コナラ亜属、ブナ属、ハンノキ属、ニレ属ーケヤキなどの樹木花粉がやや増加する。

試料①では、イネ科（イネ属型を含む）、アブラナ科、タンポポ亜科などが増加し、ヨモギ属が減少す

る。また、ソパ属が検出され、寄生虫卵の回虫卵が検出される。樹木花粉は減少し、スギ、コナラ属

コナラ亜属などが減少し、マツ属複維管東亜属、ハンノキ属などがやや増加するO

2) SI107竪穴建物埋土

樹木花粉より草本花粉の占める割合が高い。草本花粉ではイネ科（イネ属型を含む）、ヨモギ属が優

占し、アブラナ科、カヤツリグサ科、アカザ科 ヒユ科が伴われる。また、ササゲ属が検出される。樹

木花粉では、スギ、コナラ属コナラ亜属、ヤナギ属、ハンノキ属、コナラ属アカガシ亜属などが低率に

検出される。

(3）花粉分析から推定される植生と環境

試料⑤の層準では花粉密度が極めて低く、分解の行われる比較的乾燥した環境か堆積速度の速い環境

が推定される。

1) SDOl沼埋土およびSK35大型士坑埋士

下部の試料④の層準では、イネ科、ヨモギ属の草本が周辺に優勢に分布し、キク亜科、タンポポ亜科、

アブラナ科、カヤツリグサ科が伴われ、周囲は草本が多かったO イネ属型の検出から水田の分布も推

定される。樹木では地域的な森林としてスギを主に、コナラ属コナラ亜属などが分布していた。

試料⑥（SK35大型士坑）では、下位にあたる試料④の層準と大きく変化のない植生が分布していた。

カヤツリグサ科がやや多く、土坑内は低湿な環境が示唆される。

試料③では、ヨモギ属が増加してイネ科とともに分布し、周囲はやや乾燥した環境が示唆される。 アブ

ラナ科がやや増加し、畑が拡大した可能性がある。

試料②では、ヨモギ属の乾燥した草本域が減少し、スギ林の拡大が推定される。カヤツリグサ科が増加

し低湿化が示唆され、イネ属型も出現し、水田の分布が推定される。スギ林を中心に、コナラ属コナラ亜

属の林がやや拡大する。

試料①では、イネ科（イネ属型を含む）およびカヤツリグサ科が増加し、低湿な草本域が拡大し周辺で

水田が拡大したと推定される。栽培植物のソパ属ないし栽培植物を含むアブラナ科が検出され、畑の分

布も示唆される。寄生虫卵の回虫卵が検出され、近隣の居住域からの汚染ないし人糞施肥の可能性が推

定される。樹木で、はマツ属複維管東亜属とハンノキ属の増加し、アカマツ二次林が成立し湿地林が拡大す

る。 SDOl沼の時期に分布していた周辺地域のスギ林は大きく減少する。

2) SI107竪穴建物埋土（試料⑦）

周辺にはイネ科（イネ属型を含む）、ヨモギ属の草木が主に分布していた。アブラナ科、アカザ科

ヒユ科の畑作雑草と栽培植物のササゲ属が検出されることから、畑の分布が示唆される。周辺には樹木

は少なく、やや遠方にスギ、コナラ属コナラ亜属、ヤナギ属、ハンノキ属、コナラ属アカガシ亜属など

の樹木が分布していた。
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SDOl 
分類群

最上層 第2層 第3層 第4層 第5層
SK35 SI107 

学名 手口名 ① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ 

Arhoreal pollen 樹木花粉

A bi es モミ属 2 1 

Pie ea トウヒ属 1 

Tsuga ツガ属 1 1 

乃nus subgen. Diploxyfon マツ属複維管束亜属 20 6 1 1 1 

Pinus subgen. H.母pfoxyfon マツ属単維管東亜属 4 1 

Cryptomeda Japonica スギ 8 138 20 9 36 15 

Taxaceae-Cephalotaxaxeae一Cupressaceae イチイ科イヌガヤ科ヒノキ科 1 7 4 

Salix ヤナギ属 1 9 

jug！.担 S クルミ属 2 1 

Pterocarya rhoifolia サワグノレミ

Alnus ハンノキ属 20 11 2 4 6 

Betula カバノキ属 1 1 3 

Carpinus-Ostrya japonica クマシデ属アサダ 2 

Castanea enθnata クリ 4 4 2 

Castanopsis シイ属 1 

Fag us ブナ属 1 15 2 2 

Quercus subgen. Lepidobalanus コナラ属コナラ亜属 13 42 8 3 20 8 

Quθ・rcus subgen Cyclobalanopsis コナラ属アカガシ亜属 2 5 

Ulmus 7e！.主ovaserrata ニレ属ケヤキ 8 1 

Acer カエデ属 1 

Aesculus turbmata トチノキ 1 1 1 2 

Vi tis ブドウ属 1 

Arboreal・ Nonar七arealpollen 樹木・草本花粉

Moraceae-Urticaceae クワ科イラクサ科 4 5 2 4 

Rosaceae パラ科 2 

Araliace田 ウコギ科 1 2 

Scrophulariaceae ゴ、マノハグ、サ科

5田nb也出 Viburnum ニワトコ属ガマズミ属

Nonarboreal pollen 草本花粉

Typha Sp抑制-ium ガマ属ミクリ属 1 

Alisma サジオモダカ属 1 

Sagittaria オモダカ属 1 

Gramineae イネ科 299 161 104 36 96 139 

Oryza type イネ属型 21 15 2 2 3 10 

Cyperaceae カヤツリグサ科 122 83 3 2 35 11 

Monochoda ミズアオイ属 1 

Polygon um 盟 ct.Persicaria タデ属サナエタデ節 1 2 

Rumex ギシギシ属

Fa.喜opyru血 ソパ属 1 

Chenopodiaceae Amaranth配 eae アカザ、科ヒユ科 1 1 7 

Caryophyllaceae ナテ＼ンコ科 5 2 1 

Thafictrum カラマツソウ属

Cruc1ferae アブラナ科 36 日 17 2 13 

Vigna ササゲ属 1 

Impatiens ツリフネソウ属 2 

Rotala キカシグサ属 2 

Halora型gisMyriophyffum アリノトウグサ属フサモ属 17 

Hydrocotyloideae チドメグサ亜科 3 1 1 

Apioideae セリ亜科 1 

Valerianaceaβ オミナエシ科 2 

Lactucoideae タンポポ亜科 27 5 2 3 2 

Asteroideae キク亜科 1 10 3 

A汁企由自ia ヨモギ属 41 110 155 25 50 106 

Fe口1spore シダ植物胞子

Monolate type spore 単条溝胞子 35 108 42 13 1 71 16 

Trilate type spore 三条溝胞子 5 7 9 2 7 11 

Arboreal pollen 樹木花粉 70 248 32 18 76 49 

Arboreal• Nonarboreal pollen 樹木・草本花粉 5 9 1 2 2 6 

Nonarboreal pollen 草本花粉 576 388 289 80 1 188 297 

Total pollen 花粉総数 651 645 322 100 1 266 352 

Pollen仕eauenc1esof lcm3 試料lcm3中の花粉密度 2.5 8.7 4.9 8目4 0.6 2.7 5.1 

× 10• × 10• ×103 ×10' x 10 ×10' ×10' 
Unknown pollen 未同定花粉 11 6 4 5 3 9 

Fem spore シダ植物胞子 40 115 51 15 1 78 27 

Helminth eggs 寄生虫卵

Ascaris{lumbricoides) 回虫卵

Total 言十

Helrninth eggs仕equenciesof lcm3 試料十lcm3中の寄生虫卵密度 0.6 

×10 ×10 ×10 ×10 ×10 ×10 ×10 

Charcoal frHgments 微細炭化物 （＋） （＋＋＋） （＋＋＋） （＋＋） （＋） （＋＋） （＋＋） 

第3表花粉分析結果
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4. 珪藻分析
(1）方法
以下の手順で、珪藻の抽出と同定を行った。

1）試料からlcm3を採量
2) 10%過酸化水素水を加え、加温反応させながら1晩放置
3）上澄みを捨て、細粒のコロイドを水洗（5～6回）
4）残澄をマイクロヒOベットで、カバーグ？ラスに滴下して乾燥
5）マウントメデ、イアによって封入し、 フ。レパラート作製
6）検鏡、計数
検鏡は、生物顕微鏡によって 600～ 1500倍で、行った。計数は珪藻被殻が 200個体以上になるまで

行い、少ない試料についてはフOレパラート全面について精査を行ったO

(2）結果
試料から出現した珪藻は、真 中塩性種（海汽水生種） 1分類群、中塩性種（汽水生種） 1分類

群、中 貧塩性種（汽淡水生種） 1分類群、貧塩性種（淡水生種） 89分類群である。破片の計
数は基本的に中心域を有するものと、 中心域がない種については両端2個につき1fl固と数えた。表2に
分析結果を示し、珪藻総数を基数とする百分率を算定した珪藻ダイアグラムを第 27図に示す。珪藻ダ
イアグラムにおける珪藻の生態性は Lowe(1974）の記載により、陸生珪藻は小杉 (1986）により、環境
指標種群は海水生種から汽水生種は小杉（1988）により、淡水生種は安藤 (1990）による。また、
主要な分類群について顕微鏡写真を示した。以下にダイアグラムで表記した主要な分類群を記載する。
〔中一貧塩性種〕
Rhopalodia gibberula 

〔貧塩性種〕
Amphora copulata, Aulacoseira ambigua、Caloneissilicula、Cymbellacuspidata、Cymbellagracilis、

Cymbella naviculiformis、Cymbellasilesiaca、Diploneiselliptica, Eunotia minor、Fragilaria
construens v. venter、Frustuliavulgaris、Gomphonemagracile、Gomphonemaparvulum、Gomphonema
sphaerophorum、Hantzschiaamphioxys、Naviculacuspida旬、 Naviculaelginensis、Naviculamutica、
Neidium ampliatum、Nitzschianana、Nitzschiapalea、Pinnulariaacrosphaeria、Pinnulariaborealis、
Pinnularia gibba, Pinnularia interrupta、Pinnulariamicrostauron、Pinnulariasubca、、、 pita旬、 Pinnularia
viridis、Stauroneisphoenicenteron 
1) SDOl沼埋土およびSK35大型土坑埋土（試料①から試料⑥）
下位より、試料④、試料⑤では珪藻密度が極めて低い。わずかに検出される珪藻はすべて貧塩性種

（淡水生種）で占められる。
試料⑥では、好塩性種の Rhopalodiagibberula、陸生珪藻の Hantzschiaamphioxys、沼沢湿地付着

生種群の Pinnulariaviridisの出現率がやや高い。
試料③では、好塩性種の Rhopalodiagibberula、陸生珪藻の Nitzschiananaなど、流水不定性種の

Nitzschia palea、沼沢湿地付着生種群の Pinnulariaviridis、好流水性種で、沼沢湿地付着生種群の
Navicula elginensisの出現率がやや高い。
試料②では、好塩性種の Rhopalodiagibberula、流水不定性種の Cymbellasilesiaca, Amphora cop 

ula旬、沼沢湿地付着生種群の Cymbellanaviculiformis、Pinnulariaviridis、好流水性種の Navicula
elginensisの出現率がやや高い。
試料①では、好塩性種の Rhopalodiagibberulaがやや高率に流水不定性種の Cymbellasilesiaca、

沼沢湿地付着生種群の Pinnulariaviridis、好流水性種の Gomphonemaparvulumがやや低率に出現す
る。
2) SI107竪穴建物埋土（試料⑨）
試料⑦では貧塩性種（淡水生種）が検出されるが極めて低密度である。
(3）珪藻分析から推定される堆積環境
1) SDOl沼埋土およびSK35大型士坑埋土（試料①から試料⑥）
下位より、試料④、試料⑤は、堆積速度が速いか珪藻の生育できない乾湿を繰り返す不安定な環境が

推定される。試料①から試料⑥のSDOl沼およびSK35大型土坑の中上部の試料からは、貧塩性種（淡
水生種）の水生珪藻が出現し、滞水した状況が示唆される。各層準とも好塩性種または中～貧塩性種
（汽～淡水生種）である Rhopalodiagibberulaの出現率がやや高いが、他の中～貧塩性種（汽～淡水生
種）が伴って出現しないことから、潮汐の影響は考えられず、また汽水より低い塩分濃度の環境が示唆さ
れる。塩分を含む生活排水の流れ込みやよどんだ、水域の蒸散によって塩分濃度が低濃度で、上昇したと考
えられる。試料⑥と試料③は、優占種はなく珪藻種には差異があるが、陸生珪藻、流水不定性種、真－
好流水性種、真・好止水性種が出現し、湿った環境からよどみ流れる不安定な水域が示唆されるO 試料
②と試料①にかけては、陸生珪藻が減少し、流水不定性種、真・好止水性種真・好流水性種がやや増
加し、また沼沢湿地付着生種群も多くなることから、付着生珪藻の基質となる水草が生育したよどみながら
流れる水域が示唆される。
2) SI107竪穴建物埋士（試料⑦）
試料⑦では珪藻密度が極めて低く、珪藻が生育しにくい比較的乾燥した環境や陽当たりの悪い環境

が推定される。
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SDOl沼埋土 SK35大型 SI107竪穴

分類群 最上層 第2層 第3層 第4層 第5層 土坑埋土 建物埋士

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ 

貧塩性種（淡水生種）

Achnanthes hungarica 

Amphora copulata 4 19 3 1 

Amphora ovaHs 6 2 

Amphora veneta 2 1 

Aulacose1j問団nbjgua 10 

Aulacoseka canadends 2 

Caloneis hyal1na 2 3 

Caloneis s1Jkula 2 4 2 3 

Coccone1s placentula 1 2 

Cymbella cuspjdata 8 2 

Cymbella gradHs 8 3 5 2 3 

Cymbella lanceolata 1 

Cymbella iWnuta 5 

Cymbella navkuJjfonnis 6 30 3 1 1 

Cymbella s1Jesjaca 27 22 12 5 3 

Cymbella subaequaJjs 2 2 

Cymbella tum1da 3 1 2 

C.vmbella tu理idula
1 －ー 1 

C~tnbella spp. 

/Jipkmejs eJJjptka 1 15 1 

。iplone1sp副官18 1 

/Jiplone1s yatukaens1s 1 

ffpj/hem1a adnata 1 

Eunotja Nlunans 2 

Eunot1a mJnor 2 6 2 1 

Eunot1a paludosa rhomb01dea 

Eunotja pee tJnal1s 1 

Eunotja praθ・rupta 

Eunot1a sθ•JTa 

F托事1Jadabrevjstnata 3 

Fra京il.自主ac号puCJna 1 

F民皆il.田iaconstruens v. Viθ・nt.θf 3 12 1 

Fr.甥 iladaexjgua 1 4 

Frustu!Ja rhomb01d，θS v. crass1刀θ刀ノ国 5 

Frustu!Ja rhomb01des v. saxomca 1 1 2 

Frustu/ja vulgans 13 1 5 

Comphonema acumjnatum 1 2 

Comphonema 担 gustatum 2 1 

r;m耳phonemaaug町 2 1 

(;omphonema gradle 5 
3 一一一----1.L一一一 1 2 

Gomphonema mjnutum 2 1 2 1 

Comphonema parvulum 18 17 1 

Comphonema sphaerophorum 8 2 

Gomphonema spp. 1 

Hantzsch1a amphi"oxys 4 11 4 1 20 4 

Mend10n drculare v. constnc tum 

Navkula capHata 7 2 

Navkula CJYptocephala 1 

Navkula cusp1data 7 2 1 

Navkula elg1nensjs 6 10 15 2 1 

Navkula go号pperti田 a 1 

Navkula kotschyj 2 

Navicula laevjss1ma 2 1 1 2 

Navkula mutka 6 3 7 3 

Navicula pl.配 enta v. obtusa 5 3 

Navicula pupula 2 2 2 

Na円•cula venθta 1 

八匂vjcula spp. 3 1 1 

Nθjdjum affine 2 

Nejdjum alp1num 1 1 1 

Nejdjum amp!Jatum 17 4 6 2 

第4表珪藻分析結果①
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SDOl沼埋土 SK35大型士 SI107竪穴

分類群 最上層 第2層 第3層 第4層 第5層 坑埋土 建物埋土

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ 

Nitz.芯chia田nphibia 1 1 

Nitzschia n即 a 5 7 16 1 

トlitzschiapa!ea 26 

八litzschiaumbonata 2 

Pinnu!mia acrosphaeria 12 

PinnulBFia appendiculata 4 

PinnulBFia borealis 3 5 5 2 

Plimu!ar田 br.担 m1i 6 

Pinnu!aria divergens 1 

Pinnu/aria pbba 5 2 1 1 

Plimu!aria hemiptera 2 2 1 

PinnulBFia interrupta 11 4 2 

Pinnu/aria major 5 1 

Pin凹 ／aria田icrosi回 ＇uron 7 3 I 3 

PinnulBFia obs口m 2 2 

Pinnu!mia schoen!e!deri 1 

PinnulBFia皿 hroedeni 6 3 

Pinnulmia subcapitata 14 11 8 2 2 

Plimufm；阻 Vliid日 14 20 3 15 3 

PinnulBFia spp. 2 

Rhopalodia pbba 2 

Stauroneis回目ps 6 I 

Stauroneis phoenicenteron 7 5 2 1 

Stauroneis smith1i 

Sun；目 ！la田且usta 3 I 

Suniodla tenera 2 

Synedra ulna I 1 

Tabe//aria fenestrata ・ffoccu!osa 2 

中貧塩性種（汽淡水生種）

Rhopa!odia gibberola 84 42 27 32 4 

中塩性種（汽水生種）

八店＇tzschia!evidensis v. le v1densis 1 

真 中塩性種（海汽水生種）

Cocconeis scute!!um 1 

合計 163 130 113 。 。 69 15 

未同定 8 7 。 。 3 1 

破片 163 321 93 4 8 56 13 

試料lcm 3中の殻数符摩 4.6 4.5 4.5 1.0 1.4 2.6 8.8 

×10 5 XlO 5 ×10 4 ×10 3 ×10 3 ×10 5 ×10 3 

完形殻保存率（%） 51.2 29.0 56.3 。。 。。 56.3 55.2 

第4表珪藻分析結果②

分類群 部位
SDOl SI107 

沼 埋士第4層 竪穴建物理土

ξ，.，，，＿ 和名

Herb 草本

Orvza saliva L. イネ 果実（破片） 3.0 

Scirous 果実 ホタノレイ属 3.0 

Total 合計 3.0 3.0 

第5表種実同定結果 (500cm3中0.25mm官官）

lホタノレイ属果実 2ホタルイ属果実 3イネ炭化果実片 4イネ炭化果実片 5イネ炭化果実片
(SDOl沼） (SDOl沼） (SI107竪穴建物埋土） (SI107竪穴建物埋土）(SI107竪穴建物埋土）

写真1種実
ーーーー 0.5mm E ・E ・－ l.Omm 
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5. 種実同定

(1）方法

試料（堆積物）に以下の物理処理を施して、抽出および同定を行う。

1）試料 500cm3に水を加え放置し、泥化

2）撹持した後、沈んだ砂礁を除去しつつ、 0.25mmの簡で水洗選別

3）残j査を双眼実体顕微鏡下で観察し、種実の同定計数

試料を肉眼及び双眼実体顕微鏡で観察し、形態的特徴および、現生標本との対比によって同定を行う。

結果は同定レベルによって科、属、種の階級で示す。

(2）結果

草本2点が同定された。学名、和名および粒数を第5表に示す。以下に形態的特徴を示す。

1）イネ Oryzasativa L. 炭化果実（破片）イネ科

炭化しているため黒色である。長楕円形を呈し、匹の部分がくぼむ。表面には数本の筋が走る。全

て破片である。

2）ホタルイ属 Scirpus呆実カヤツリグサ科長さ×幅： 1.72皿×1.65阻、 1.45凹×1.42mm 

黒褐色で、やや光沢がある。広倒卵形を呈し、断面は両凸レンズ、形である。表面には横方向の微細

な隆起があり、基部に 4～8本の針状の付属物を持つ。

(3）出土種実の傾向と環境

1) SDOl沼埋土第3層（第6・9図、試料⑧）

草本種実のホタルイ属果実3点が検出された。ホタルイ属は水田雑草の性格ももっ典型的な水生植物

であり、湿地から浅い水域に生育する。

2) SI107竪穴建物埋土

草本種実のイネ炭化果実（破片） 3点が検出された。イネ果実は火を受け炭化しなければ残存せず、

火を受けるような利用、あるいは植物体を燃料としたときに穂に残存していたことなどが考えられる。

6 樹種同定（1)

(1）方法

カミソリを用いて試料から新鮮な横断面（木口と同義）、放射断面（柾目と同義）、接線断面（板目と

同義）の基本三断面の切片を作製し、生物顕微鏡によって 40～ 1000倍で観察した。同定は、解剖

学的形質および現生標本との対比によって行った。

(2）結果

第6表に結果を示し、主要な分類群の顕微鏡写真を示す。以下に解剖学的特徴を記す。

試料 備考 結果（学名／和名）

①SP53柱（204) Crγptomena japonka D.Don ／ スギ

②SP52柱（203) Crypt omen a j叩 onka D.Don ／ スギ

③SDOl出土角材（190) 一部分のみ炭化 Cryptomeda japonjca D.Don ／ スギ

④SDOl角材（191) Cryptomeda japonka D.Don ／ スギ

第6表樹種同定結果（1 ) 

スギ Cryptomeriajaponica D.Donスギ科写真4

仮道管、樹脂細胞および放射柔細胞から構成される針葉樹材である。

横断面：早材から晩材への移行はやや急で、晩材部の幅が比較的広い。樹脂細胞が見られる。

放射断面：放射柔細胞の分野壁孔は典型的なスギ型で、 1分野に2個存在するものがほとんどである。

接線断面：放射組織は単列の同性放射組織型で、 10細胞高以下が多い。樹脂細胞が存在する。

以上の形質よりスギに同定される。スギは本州、四国、九州、屋久島に分布する。 日本特産の常緑

高木で、高さ 40m、径2m~こ達する。材は軽軟であるが強靭で、広く用いられる。

(3）所見

柱根2点、角f9r材I，点、部材L京は、すべてスギで、あった。スギは、木理通直で肌目は粗く、加工工

作が容易で、大きな材がとれる良材である。温帯に広く分布し、肥沃で湿潤な土壌を好む針葉樹であ

る。特に積雪地帯や多雨地帯で純林を形成する。 当時遺跡周辺か近隣地域に生育しもたらされたと推

定される。
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7. 樹種同定（2)

(1）試料

試料は柱3点、角材1点、部材2点、板材5点の合計 11点である。

(2）観察方法

株式会社吉田生物研究所

剃刀で木口（横断面）、柾目（放射断面）、板目（接線断面）の各切片を採取し、永久プレパラ

ートを作製した。このブρレパラートを顕微鏡 NikonDS Filで観察して同定した。

(3）結果

樹種同定結果（針葉樹 1種）の表と顕微鏡写真を示し、以下に各種の主な解剖学的特徴を記す。

1）スギ科スギ属スギ（Cryptomeriajaponica D.Don) 

No. 遺構No.（遺物No.) 品名 樹種 No. 遺構No.（遺物No.) 品名 樹種

SP27 (202) 柱 スギ科スギ属スギ 7 SDOl (197) 板材 スギ科スギ属スギ

2 SDOl (193) 部批 スギ科スギ属スギ 8 SDOl (1~9) 板材 スギ科スギ属スギ

3 SDOl (12Cj) 板材 スギ科スギ属スギ 9 SP15 (200) 柱 スギ科スギ属スギ

4 SDOl (196) 板材 スギ科スギ属スギ 10 SP26(201) 中主 スギ科スギ属スギ

5 SDOl (194) 角材 スギ挫スギ属スギ 11 SDOl (192) 部材 スギ科スギ属スギ

6 SDOl (198) 板材 スギ科スギ属スギ

第7表樹種間定結果（2)

木口では仮道管を持ち、早材から晩材への移行はやや急で、あったO 樹脂細胞は晩材部で接線方向

に並んでいた。柾目では放射組織の分野壁孔は典型的なスギ型で 1分野に 1～3個ある。板目では

放射組織はすべて単列で、あったO 樹脂細胞の末端壁はおおむね偏平である。スギは本州、四国、

九州の主として太平洋側に分布する。

8. まとめ

株式会社古環境研究所

下位よりSDOl沼の下層の試料⑤の層準は、花粉と珪藻ともに密度が極めて低く、比較的乾燥した環

境か堆積速度の速い環境が推定された。 SDOl沼およびSK35大型土坑では、周囲にイネ科とヨモギ属

の草本が分布し比較的乾燥した環境であり、試料①、試料②、試料③からはアブラナ科などの畑の分

布が推定され、試料④の層準で、はソバ属が加わるO 周囲に水田の分布も示唆されるが、特に試料③の

時期はヨモギ属が多く周囲は乾燥した環境で水田は衰退した時期で、あったと推定されるO SI107竪穴建物

埋土から示唆される植生もイネ科とヨモギ属の草本が多く、類似した比較的乾燥した環境が示唆され、試

料①の層準と類似する。また好塩性種の珪藻が比較的多く低い塩分濃度が示唆され、生活排水の流れ

込みやよどんだ、水域での蒸散などが考えられたO 周辺地域にはスギ林を主にコナラ属コナラ亜属の森林

が分布するが、試料③や試料①の時期は衰退する。栽培植物としては、 SI107竪穴建物からイネ（炭化

米片）、ササゲ属（花粉）が検出され、各層準からイネ属型（花粉）、 SDOl沼上層からアブラナ科（花

粉）、試料①からソパ属が検出された。木材は柱根、棒材、部材のいずれもスギであり、スギの利用が

多い。

参考文献（株式会社古環境研究所）

金原正明 (1993）花粉分析法による古環境復原 新版古代の日本第 10巻古代資料研究の方法，角川書店， p.248262 

島倉巳三郎（即日本植物の柱態 大阪市立自然科学博物館収蔵目録都集，帥

中村純（1967）花粉分析 古今書院， p.82102 

中村純（1974）イネ科花粉について、とくにイネ（0可zasetiva）を中心として第四紀研究，13,p.187193. 

中村純（1977）稲作とイネ花粉 考古学と自然科学，第 10>';・, p.21 30 

中村純（1980）日本産花粉の標徴 大阪自然史博物館収蔵目録第 13集， 9lp

Hustedt】F.(1937ー1938)Systematischeund ologishe Untersuchungen uber die DiatomeenFlora von Java,Bali und Sumatra nach dem Material der Deutochen Limnologischen Sunda Ex 

pedition. Arch.Hydrobiol,Suppl.15,p.131 506 

Lowe,R.L.(1974)Environmental Requirements and pollution tolerance of仕eshwater diato ns. 333p., National Environmental Reserch Center 

K. Krammer・H.Lange-Bertalot(l 986 1991) Bacillariophyceae・1 4 

Asai,K.&,Watanabe,T.(1995)Statistic Classification ofEpilithic Diatom Species into Three Ecological Groups relaiting to Org叩 icWater Pollution(2) Sapro philcus and saproxenous 

taxa.Diatom,10,p.35 47.安藤一男 (1998）淡水産珪藻による環境指標種群の設定と古環境復原への応用 東北地理＇ 42, p.73 88 

小杉正人（1986）陸生珪藻による古環境解析とその意義 わが国への導入とその展望 植生史研究，第1号，植生史研究会， p.2944 

小杉正人（1988）珪藻の環境指標種群の設定と古環境復原への応用 第四紀研究， 27, p.l 20 

佐伯滑・原田浩（1985）針葉樹材の細胞 木材の構造，文永堂出版， p.2048 

笠原安夫（1985）日本雑草図説，養賢堂， 494p

笠原安夫（1988）作物および田畑雑草種類 弥生文化の研究第2巻生業，雄山閣出版， p.131-139

参考文献（株式会社吉田生物研究所）

林昭三「日本産木材顕微鏡写真集j京都大学木質科学研究所（1991)

島地謙・伊東隆夫「日本の遺跡出土木製品総覧」雄山閣出版 (1988)

北村四郎・村田源「原色日本植物図鑑木本編 I・JIJ保育社（1979)

奈良国立文化財研究所「奈良国立文化財研究所史料第 27冊木器集成図録近畿古代篇J(1985) 

奈良国立文化財研究所「奈良国立文化財研究所史料第 36冊木器集成図録近畿原始篇J(1993) 
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第2節放射性炭素年代測定

株式会社古環境研究所

1. 試料と方法

測定試料は、木製遺物5点、炭化材L京、土器付着炭化物2点の計8点である。試料は超音波洗浄、
酸ーアルカリ一酸洗浄（ん叫処理）で調製後、加速器質量分析計を用いて測定した。得られた 14C濃
度について同位体分別効果の補正を行った後、 14C年代、暦年代を算出した。試料の詳細、調製デー
タを第9表に示す。
2. 結果

年代測定結果を第 10表に示す。

(1）未補正 14C年代値

試料の 14C/12C比から、単純に現在（AD1950年）から何年前かを計算した値。 14Cの半減期は国際

的慣例により Libbyの5568年を使用した（実際の半減期は 5730年）。

(2) o 13C測定値

試料の測定 14C/12C比を補正するための炭素安定同位体比（13C/12C）。この値は標準物質（PDB）の

同位体比からの千分偏差（%。）で表す。

o 13C （%。） (13C/ 12C) ［試料］一 (13C/12C) ［標準］ ×1000 

(13C/ 12C) ［標準］

(3）補正 14C年代値

試料の炭素安定同位体比（13C/12C）を測定して試料の炭素の同位体分別を知り、 14C/12Cの測定

値に補正値を加えた上で算出した年代。試料のo13C値を 25（%コ）［こ標準化することによって得られる年

イtである。

なお、 o13C値は加速器質量分析計システムによって自動的に測定され、それにともない補正 14C年代

値も自動計算される。

(4）暦年代 CalendarAge 

14C年代値を実際の年代値（暦年代）に近づけるには、過去の宇宙線強度の変動などによる大気中 14

C濃度の変動および 14Cの半減期の違いを較正する必要がある。具体的には、年代既知の樹木年輪の

14Cの詳細な測定値、サンゴの U/Th（ウラン／トリウム）年代と 14C年代の比較、湖の縞状堆積物の年

代測定により補正曲線を作成し、暦年代を算出する。 14C年代の暦年較王には、 BetaAnalytic社オリジ

ナルプログラムである BETACAL09（較正曲線データ： IntCal09）を使用した。暦年代の交点とは、補正

14C年代値と較正曲線との交点の暦年代値を意味する。 1σ （68%確率）と2σ （95%確率）は、補正 14

C年代値の偏差の幅を較正曲線に投影した暦年代の幅を示す。したがって、複数の交点や複数の1σ ・

2σ値が表記される場合もある。

3. 所見

出土した試料について、加速器質量分析法（AMS）による放射d性炭素年代測定を行った。その結果、

SP27出土柱（202）は、 2030±30年 BP(2σ の暦年代で BC110～AD30年、 AD40～50年）、 SP

52出土柱（203）は、 1830土30年 BP（同 AD90～100年、 AD120～250年）、 SP15出土柱（200)

は、 1700±30年 BP（同 AD250～410年）、 SDOl下層出土部材（193）は、 1960±30年 BP（同 BC

40～ 10年、 BCO～AD 80年）、 SDOl出土角材（190）は、 1890±30年 BP（同 AD60～ 180年、

AD 190～210年）、 SDOl上層出土板材（199）は、 980士30年 BP（同 AD1020～ 1050年、 AD1080 

～1130年、 AD1130～1150年）、 SDOl下層出土土器付着炭化物（第 6図試料No.7）は、 2380±30年

BP （同 BC520～390年）、 SI107竪穴建物出土土器付着炭化物（No.28）は、 1760±30年 BP（同 AD

220～ 350年、 AD370～380年）の年代値が得られた。
参考文献
Bronk Ramsey C. (1995)Radioc町bonCalibration and Analysis of Stratigraphy,The OxCal Program, Radiccarbon, 37(2),425 430 

Bronk Ramsey C. (2C11) Development of the Radiocecbon Progrnm OxCal, Radio田 rbcn,43 (2A), 355 363. 

Heaton TJ, Blackwell PG, Buck CE.(2009) A Bayesi叩 approachto the estimation ofradiocarbcn calibration curves: the lntCal09 methcrlology. Radiocarbon, 51(4), 

中村俊夫（2cno）放射性炭素年代測定法の基礎 日本先史時代の 14C年代， 320 

Reimer PJ, Baillie MGL, Bard E, Bayliss A, Beck JW, Blackwell PG, Bronk Ramsey C, Buck CE, Burr GS, 

Edwards RL, Friedrich M, Grootes PM, GuilderS1n TP, Hajdas I, Heaton TJ, Hogg AG, Hughen KA, 

Kaiser KF, Kr叩 ierB, McCocmac FG, Manning SW, Reimer RW, Rich町 dsDA, Southon JR, Talamo S, 

Turney CSM, van der Plicht J, Weyhenmeyer CE. (2009) IntCal09 and Marine09 rndiocarbon age cahbration curves, 0-50,000 ye町scal BP. Radic:arbon 51(4):1111 
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試料名 出土地点・層位 種類 前処理・調整 測定法

No.1 SP27出土柱（202) 木材 超音波洗浄，酸ーアルカリ一酸処理 AMS 

No.2 SP52出土柱（203) 木材 超音波洗浄，酸 アルカリー酸処理 AMS 

No.3 SP15出土柱（200) 木材 超音波洗浄，酸アルカリ酸処理 AMS 

No.4 SDOl下層出土部材(193) 木材 超音波洗浄，酸アルカリー酸処理 AMS 

No.5 SDOl出土角材(190) 炭化材 超音波洗浄，酸アルカリ酸処理 AMS 

No.6 SDOl上層出土板材（199) 木材 超音波洗浄，酸ーアルカリ一酸処理 AMS 

No.7 SDOl下層出土縄文土器付着炭化物 炭化物 超音波洗浄，酸アルカリ酸処理 AMS 

No.8 SI107竪穴建物出土古墳土師器付着炭化物 炭化物 超音波洗浄，酸アルカリ酸処理 AMS 

第9表放射性炭素年代測定試料及び処理 ※AMS (Accelerator Mass Spectrometry）は加速器質量分析法

試料名
測定No. 未補正14c年代 1513c 補正14c年代

(Beta-) （年BP) （%。） （年BP) 暦年代（西暦）

No.1 342307 2000士30 23.3 2030士30 交点：cal BC 40 

1 a : cal BC 50～AD 0 

2σ ：cal BC 110～AD 30, 

: cal AD 40～50 

No.2 342308 1800±30 23.2 1830士30 うと広~： cal AD 180,AD 190,AD 210 

lσ ：cal AD 130～240 

2σ ：cal AD 90～100, 

:cal AD 120～250 

No.3 342309 1710±30 25.7 1700士30 父点：cal AD 350,AD 370,AD 380 

1σ ：cal AD 260～280, 

:cal AD 330～390 

2σ ：cal AD 250～410 

No.4 342310 1940±30 23.7 1960士30 うと広〔：cal .AD 30,AD 40,AD 50 

1σ ：cal AD 10～10, 

:cal AD 20～70 

2σ ：cal BC 40～10, 

:cal BC 0～AD 80 

No.5 342311 1860士30 23.2 1890±30 父点：cal AD 90,AD 100,AD 120 

1σ ：cal AD 80～130 

2σ ：cal AD 60～180, 

:cal AD 190～210 

No.6 342312 960士30 23.9 980±30 うじ点:cal AD 1030 

1σ ：cal AD 1020～1040, 

:cal AD 1110～1120 

2σ ：cal .AD 1020～1050, 

:cal AD 1080～1130, 

:cal AD 1130～1 150 

No.7 342313 2380±30 -24.7 2380±30 交点cal BC 400 

1σ ：cal BC 410～400 

2σ ：cal BC 520～390 

No.8 343770 1760±30 24.7 1760土30 交点：cal AD 250 

1σ ：cal AD 240～260, 

: cal AD 280～330 

2σ ： cal AD 220～350, 

: cal AD 370～380 

第10表放射性炭素年代測定結果 BP: Before Physics (Present) , AD ：紀元， BC：紀元前
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lマツ属複維管東亜属 （①） 

5イネ科 （③） 6イネ属型 （④） 
噂

聖子占

‘ 9ナデシコ科 （①） （①） 

、

2スギ （①） 

• a・

7カヤツリグサ科
笥咽圃咽，

ゐ「信長

11ササゲ属 （⑦） 

昔

義一

3ハンノキ属

（①） 

13タンポポ亜科 （③） 14ヨモギ属 15シダ植物 16回虫卵 （①） 
（④） 単条溝胞子 （④） 

写真2 花粉・胞子・寄生虫卵
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1 Rhopalodia 
gibberula（・窃〉

6 Amphora copulata 
｛②） 

2 Gomphon日ma
P釘刊lum(1②〉

7 Cymbella silesiaca 
((j)) 

九究を警察噴きすて

11 Pinnularia 
acrosphaeria 

12 Cymbella cuspidata 
（②） 

（②） 

写真3 珪藻

3 Navicula elginensis 4 Cymbella 
〈②） naviculiformis (1②） 

8 Nitzschia pale乱
（なお

9 Navicula mutica 

5 Gomphon告知a宮racile
（①〉

10 Nitzschia n且na
（＠｝ 

13 Hantzschia 
amphioxys 

14 Pinnularia viridis 15 Stauroneis pho巴nic巴nteron
（①）（②）  

（④） 

1 13 －ーーー lOμm14、15-lOμm 
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〈正誤表）

P63 27行ー目

第V章総括
“約 150m”→“約 400m”

豊田大塚・中吉原遺跡では、竪穴建物や掘立柱建物等がある古墳時代前期の集落、その集落形

成の主要な要素で、あると同時に生活の基盤で、あったと考えられる沼、古代道路の側溝である可能性が

高い道路状遺構、中世の掘立柱建物・貯水池状遺構及びそれと連結し用水的な機能を持つ溝、鋤

溝群（畠）や区画溝などを検出した。遺物は古墳時代初頭～前期前半の土師器が大半を占め、次

いで縄文時代晩期の土器が多い。沼からは古墳時代前期・古代後半の年代測定結果を示す部材加

工木なども出土したが、今回の調査では前回調査区と異なり、さらし場や木道など具体的な構築物の

存在を示唆するものは検出しなかったO 古代以降の遺物はきわめて少なく、時期の詳細を特定しうるも

のはほとんどない。以下、“第1節豊田大塚・中吉原遺跡と周辺の様相”で、各時代における遺構・

遺物の変遷と周辺地域との関係を考察する。“第2節古墳時代前期土師器の組成及び編年的位置付

け”では、主要遺構からまとまって出土した古墳時代前期の土師器の組成・出土比率とその特徴につ

いて考察する。また“第3節折衷土器について”では、特殊な古墳時代前期の折衷型土器を紹介する。

第1節豊田大塚・中吉原遺跡と周辺遺跡の様相

1. 縄文時代晩期

縄文時代晩期の土器の大半は沼から出土しており、当該期の遺物を伴う明確な遺構が存在しないた

め、その具体的な活動は明らかではない。 当時蛇行して流れていた神通川・常願寺川の氾濫原で、あっ

た下流域に縄文晩期以降に人々の活動が及んだ際に、周辺に比べ相対的に標高が高い当地域は比

較的利用が容易で、あったと考えられ、土地利用が活発に行われてきたと推察できる。 当該期の遺跡と

して、周辺に約 400m南西に豊田遺跡、約 400m西に豊丘町遺跡などがあり、これらの遺跡群と関連

して活動が及んだ可能性が高い。また 1995年度調査区の旧沼地からは、意図的に破壊された御物

石器などが出土しており、祭記場の可能性を指摘している（堀沢 1998）。

2. 弥生時代中期～古墳時代前期前半

今年度調査区では、弥生時代を通じて活動を証する遺構・遺物はほとんど確認できず、遺構・遺

物の時期は古墳時代初頭から前期前半にかけてである。 SP27出土の柱の放射性炭素年代測定結果で

弥生時代中期の年代が出ており、調査区域外に隣接して当該期の遺構が展開している可能性はある

が、ここで、はむしろ古木効果や材の転用などによって生じる遺構の時期の誤差で、あると考える。材の転

用が行われた場合、その供給元としては、約 150m南西に位置する弥生中期の遺跡で、ある豊田遺跡

の可能性が高い。

古墳時代初頭（白江式期）～前期前半（古府クノレビ式期）の時期の遺構・遺物は他の時代に比し

て特に充実しており、 当遺跡で、最も活発な活動が行われた時期で、ある。沼および、柱穴から出土した部

材加工木の放射性炭素年代測定の結果は、年代幅が前後するものの古墳時代初頭を中心とする年代

が出ており、出土遺物と放射性炭素年代測定の整合性が高い白江式期～古府クルビ、式期を中心に遺

構が展開していたと考えられるO 当遺跡から約220m西には古墳時代前期の方墳「ちょうちょう塚」があり、

当遺跡はそれを中心とする地域の拠点的集落であると推定される。 1995年度の調査では集落の存在

は確認で、きなかったが、今回の調査により同時期の集落が検出され、その蓋然性が高くなったO

以下では、周辺地域との関係を地理的条件を中心にみてみる。当遺跡は、現在の神通川・常願

寺川の聞に立地する。河道が時代により大きく移動するとしち課題はあるものの、丘陵や河川｜等の地理

的要因は、生産活動のみならず交通路や地域圏の境界としても重要な位置を占めていたと考えられる。

このことから、推定される旧河道を含めた上で、現在の河道をひとつの境界として考察する。

まず近隣の平野部に展開する同時期の集落を大きく呉羽山正陵の以西・以東で分け、呉羽山
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丘陵以東を現在の①神通川左岸、②神通川以東～常願寺川以西、③常願寺川｜右岸白岩川流域とし、う

範囲で集落の時代と構造をみてみる（第 29図）。①には、打出遺跡（法仏式期～高畠式期）、江代

割遺跡（古府クルピ式期）、八町H遺跡（高畠式期）があり、掘立柱建物や竪穴建物などが確認さ

れたほか、布留系霊が出土している。また墓域として「百塚古墳群J（月影式期～古府クルビ式期）

がある。②には当遺跡のほか飯野新屋遺跡（月影式期・古府クルピ式期）があり、この地域は「ちょうちょ

う塚Jを中心とする半径2krnの同心円内におさまる。布留傾向・布留系害は出土していなし、。③には古

墳時代前期の前方後方墳「竹内天神堂古墳」があり、それを中心とした半径2krnの同心円圏内に、

新堀西遺跡（月影式期～古府クルピ式期）、仏生寺跡（白江式期）、竹内東芦原遺跡（月影式期～

白江式期）、浦田遺跡（古府クルピ式期）などがあり、竪穴建物や平地式建物などが確認されたほか、

布留系警が出土した遺跡も含まれる。また、やや半径2kmの圏外となるが、焼失住居を含む竪穴住

居群が検出された利回横枕遺跡（古府クノレビ～高畠式期）もある。

弥生時代終末期から古墳時代前期の富山東部の集落は、月影 I式期から月影E式期と、 白江式期

から古府クルビ式期の2つの段階に断絶する集落が多いとされる。月影式期の集落の断絶は、江上A

遺跡のような防禦的集落を中心とする各地域の集落群が解体・消滅し、より広域で階層化された集落と

して造営・再編された結果と考えられている。一方、 白江式期 古府クノレビ、式期の集落の断絶は、

前方後円墳や布留系統査の波及にみられる畿内の強し、影響の下で生じた全国的な規模での地域王権

の格付けに伴う地域内における階層化の整備とその完成の結果と考えられている（高橋 1995）。このふ

たつの時期で断絶せず長期間存続する集落は、その後の調査により増加し、これらの集落は地域的な

拠点的集落である可能性が高い。①では、神通川｜河口付近に位置する地理的重要性や鉄器の保有状

況から打出遺跡が拠点的集落げ立置付けられ（小黒 2006）、③では布掘建物の存在や装飾器台・布

留系窒の出土としち非在地的な要素がみられることから、対外的な交流が活発に行われたとして、新堀

西遺跡が拠点的集落であると位置づけられている（青山 2013）。

本年度調査区単独でみてみると、 白江式期新相を中心とした白江式古相から古府クノレピ、式期にかけ

てのほぼ単一期の集落と考える。一方、 1995年度調査区では月影式～白江式期の遺物が多量に出

土しており、当調査区が集落内における中心の移動または集落の拡大の結果であると捉えられ、豊田

大塚．中吉原遺跡が月影式期から古府ク／レビ式期まで

ことカミら、 当遺跡が②の地域における拠点的集落であり、 当集落を中心とする集団の首長の墓として古

墳時代前期の方墳「ちょうちょう塚Jを築造した可能性が高い。

3 古代（第 30・31図）

古代の遺構で特筆すべきは、調査区中央を東西方向に横断する2本の溝SD94およびSD169であ

る。 SD94を北側側溝、 SD169を南側の側溝とする。調査では、離敷や路面の整地、硬化面、波板

状の痕跡などは認められなかったが、道路状遺構（SFl）とした。いずれも溝の幅は約 1.7mで、あり、

側溝中心聞の幅は 7.2m（以下、幅と表記）、遺構検出面での路面は幅約 5.5mを測るO 軸方向はN

770 Eである。当該期の主要な古代の遺構は道路状遺構が存在するのみであり、遺構出土遺物が

ほとんどないことから、包含層出土遺物を含めて遺構の時期を考察すると9世紀となる。 1995年度調査

区の遺物は概ね9世紀後半としたことから、古代律令祭記具が出土した 1995年度調査区の溝とほぼ同

じ時期に機能していた道路状遺構と推定できるO

以下、当遺跡周辺地域の古代道路に関する考察と、近年の発掘調査における古代北陸道に関する

成果を確認し、 当遺跡で確認した道路状遺構を位置づける。
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古墳時代初頭～前期前半

中世（14～15世紀） ど コ生産域 く〉居住域

第28図主要遺構の変遷と周辺の遺跡
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宮一跡

常
願
寺
川
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語
思辺周の

ギ
」時墳古図

世
田
知

A ちょうちょう塚（古墳時代前期）

B 百塚古墳群（弥生時代終末～古墳時代前期）

C 竹内天神堂古墳（古墳時代前期）

1. 豊田大塚・中吉原（月影～古府クノレピ式期）

2. 飯野新屋（月影式期・古府クノレビ式期）

3. 打出（法仏～高畠式期）

4. 江代割（古府クノレヒ

5. 八町II（高畠式期）

6. 新堀西遺跡（月影～古府クノレピ式期）

7. 仏生寺跡（白江式期）

8. 竹内東芦原（月影～白江式期）

9. 浦田（古府クノレピ式期）

10.利回横枕（古府クノレピ～高畠式期）

〔~）古墳・墓域及び半径 2 回圏
旧河道

1 'so. oon 10km 

第30図古代の推定道路と集落遺跡E荘園比（擬）定地図旧河道
（藤田2004、青山2013を参考に作成）

1豊田大塚・中吉原遺跡 2米田大覚遺跡（「新川郡街j比定地）

5飯野新屋遺跡 6.宮町遺跡 7針原中町H遺跡

10.高島島浦遺跡 11野中新長幅遺跡 12.浜黒崎悪地遺跡

15.水橋荒町・辻ヶ堂遺跡（「水橋駅J比定地） 16.大村遺跡

3蓮町遺跡（「磐瀬駅」比定地）

B水橋二杉遺跡

13浜黒崎野田・平榎遺跡

17岩瀬天神遺跡

溝（古代律令祭記具出土）

4千原崎遺跡

9宮条南遺跡

14横越遺跡

古代推定道路

第31図古代推定道路図
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当遺跡周辺地域の古代道路に関する考察には、古くは久々忠義氏、藤田富士夫氏によるものがあり、

近年で、は両者の成果をもとにした水橋金広・中馬場遺跡（「丈部荘／郷j比定地）における青山晃氏

のものがある（第30図）。 当遺跡が関連する考察をみてみると、当地は古代における交通の要衝であり、

北は米田大覚遺跡（「磐瀬駅」比定地／久々 2004・新川郡衝比定地）や蓮町遺跡周辺（「磐瀬駅」

比定地）と結ぼれる南北ルートの中継点であるとともに、東は水橋金広・中馬場遺跡を結ぶ東西ルー

トの西端に位置付けられる。また同時に当遺跡は新川郡の西端に位置し、 「志麻郷」の比定地である

とともに、縄文時代から断続的に続く「伝統的祭記場」とも考えられている（藤田 2004）。

富山県内における近年の古代道路に関する発掘調査の成果としては、水橋金広・中馬場遺跡（富

山市）、赤井南遺跡（射水市）などがある。

水橋金広・中馬場遺跡は、当遺跡から真東から約70南へ振れた東東南約7kmに位置する遺跡で、

幅 8.2～ 9.0mと幅 5.2～ 6.2mを測る古代の新｜日道路が検出されており、その軸方向はN 50° W 

であるO 当調査区で

場遺跡で、検出された古代道路と連結し、藤田・青山両氏が指摘する「志麻郷」と「丈部郷Jを結ぶ

東西ルートの可能性がある。

赤井南遺跡では、東西方向（路面幅約 7～ Sm、幅約 11m）と、それに直交する形で南北方向

に延びる古代道路（路面幅約 3.5m、幅約 4.5m）が検出された。両者の交差点の北西から人面璽書

土器等の古代律令祭杷具が出土しており、『延喜式』にみられる「道饗祭j のような祭加が行われる

場があった可能性が越前慎子氏により指摘されている（越前 2012）。 当遺跡でも同様に、今回の調査

区から北西へ 150m離れた 1995年度調査区において、新川｜郡街に比定される米国大覚遺跡への南北

道と、「志麻郷」・「丈部郷」等を結ぶ東西道の推定道路交差点の北西に位置する溝から、人面墨書

土器や斎串など律令祭杷具が出土している（第 31図）。このことは赤井南遺跡と同様に、交差点付

近で、祭問を行っていた可能性を示唆している。

4. 中世

中世の遺構には掘立柱建物SB4、調査区東端を南北方向に縦断する区画溝SD14、貯水池状遺

構SX201及び、それと連結する濯瓶用水路SD170等がある。調査区中央には、 SD170とほぼ直交し北

側に延びる鋤溝群（SNl）があることから、 SD170北側に中世の生産域が、 SB4を検出した南側に居

住域が展開していたと考えられる。また古代道路状遺構の北側側溝であるSD94からは中世の遺物が

出土しているが、生産域となった時期の混入と考えられるO

中世の遺構出土遺物も非常に少なく、遺物包含属を含めた全ての出土遺物の様相から時期を判断

した。出土した中世の遺物の年代は、ほとんどの中世土師器の皿が越前編年NDE類で13～14世紀、

珠洲は吉岡編年H～皿期のものが中心で 13世紀後半、中国製青磁が 13世紀初頭から前半までの標

識土器であることから、 13世紀後半を中心に存続した集落であると推察できる。ただ、 SD170からは

15世紀の瀬戸碗が出土しており、濯瓶用水路はその頃まで、利用された可能性があるO 一方、近世以

降については、遺構及び遺構の時期を判断できる遺物が出土しておらず、近代に至るまで土地利用

は低調で、あった可能性が高い。

第2節古墳時代初頭～前期士師器の組成及び編年的位置付け

今回の調査において、当該期の竪穴建物SI107や大型士坑SK35、沼SDOl等からまとまった量の

古墳時代初頭～前期の土師器が出土した。ここでは上記の遺構から出土した残存率の高い遺物の組

成及び編年的位置づけを中心にみていくことで、それぞれの遺構及び遺跡全体の位置付けを確認す

る。なお土器組成については、図化していない残存率の高い破片資料も含めて検討する。
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北陸では弥生時代終末期から古墳時代前期にかけて、多くの旧集落の断絶と新集落の誕生が進ん

だとされる。月影式期（ほぼ在地系の土器一色）から、 白江式期（「近江・東海系Jを中心とする外

来系の波及による土器様式の大きな変化）を経て古府クノレピ式期（布留系など「畿内系」の波及と月

影式の消滅）・高畠式期（「畿内系」への集約）に下るにつれ、在地系から外来系土器へ、外来系

のなかでも組成が大きく転換していくとされる。その過程で地域・集落により一定の選択性が働き、受

容の差として現れたことが分かっている。たとえば、県内の器種別の組成は、月影式期から白江式期、

古府クルピ式期と時期が下るに従い奮の比率が増加し、査が減少する傾向があり、空の口縁形態をみ

てみると、県中央部では白江式期においても擬凹線・有段護が主体である一方、県東部では「く」

の宇口縁に転換する傾向があるとされる（河合 1997）。

以下では、遺構毎に土師器の出土状況と器種種別の傾向をもとに検討を行う（第 10・11表）。土

器組成については本文中で、使用した古墳時代士師器の器種分類（第5図）をそのまま使用した。

1. SD01 

SDOlは調査区北端、調査対象全面積の1/5以上を占める沼であり、まとまった量の土器廃棄や水

辺での祭租と考えられる痕跡が確認された。残存率の高い土器は、南側肩部分中央の4カ所（第4図

①～④）及び調査区北東（第4図⑤⑥）から集中して出土した。これを出土地点と埋土の層位等の共

通項で、グループp分けすると、以下のようになる。

グループPA（第7図①～③）：出土地点が海抜約 7.0mで、埋士第2層最下部で、第3層または地山の直

上、直径3mの円内の狭い範囲に集中している点、遺物種類が土器のみで構成され木製品が混在し

ない点、据え置かれたような状態で遺物が出土した点が一致する。出土遺物の比率は、窒・壷・高

郎がほぼ同数で 96%を占める。①については中央に石を配置し、その周りに窒が意識的に破砕した様

相を呈して出土しており、水辺で、行われる祭把を行った可能性が高い。帰属時期は、月影式期に盛

行する装飾器台や台付装飾細頚壷など「最も格式の高い」祭式土器は伴わない点、畿内系の高罫

(41）や小型器台（45）とともに布留式牽の技法を受容した折衷型査（29）などが出土した点などから、

白江式期の新相と考えられる。

グループ。B（第7図④～⑥）：出土地点が海抜約 6.5mで、埋土第3層中ほどであること、直径で、5m以

上離れた広範囲に分散している点、遺物種類が土器と部材加工木・自然木が混在して出土した点が

共通する。出土土器の比率は、警・壷・高杯の他、鉢や器台、ミニチュア・小型土器など多様な器

種が一定量出土しており、偏りがないことが特色である。その一方、畿内系の土器は含まない。このう

ち⑤付近では調査区外東側を中心とした広範囲に土器が広がることが確認した。④から出土した部材加

工木や自然木に関しては、水辺に何らかの施設を構築した痕跡はみられず、南側の岸辺から土器と共

に廃棄した可能性が高い。帰属時期は、弥生土器の系譜を持つ底部穿孔鉢（32）や拡張口縁高罫

(35）、退化形態の有段口縁壷（22）や器台（48）が伴うこと等からグループ Aよりやや古く、 白江式

新相の古い時期と考える。

2. SI107 

調査区北西に位置する竪穴建物である。調査対象外区域に拡がるため、実際に調査した範囲は遺

構全体の一部である。遺物は遺構全面から出土し、調査対象外区域にも拡がると推察できる。残存

率の高い土器の比率は、室・査・器台で 90%以上を占める。出土遺物をみてみると、在地系の窒

A、畿内系の土器が含まれない。 SDOlグループ＇Bとほぼ同時期、 白江式期の新相のやや古い時期と

考える。出土した遺物の中で、大型査 Eは、赤彩や棒状浮文を施した口縁部のほかにも、体部片が

2個体分、まとめて廃棄されたと考えられる状態で出土した。また、赤彩を施し受部に円孔を穿つ退化

形態の装飾器台（89）も出土したことから、能登および能登を通した近江・東海の影響がうかがえる。
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3. SK35 

調査区北側、沼SDOl湖畔的立地に位置し、祭示E場または作業場ののち土器廃棄場として転用さ

れた可能性のある大型土坑で、ある。残存率の高い土器は南側を中心に出土しており、警が 35%、壷

が 28%、高杯・器台がそれぞれ 14%が出土したほか、ほぼ完形の蓋・小型精製土器も一定量数出

土した。遺物の帰属時期は主に白江式期新相の様相を呈し、 SDOlグルーフ。Aとほぼ同時期の遺構で、

あると考える。そのなかでやや古い時期のものと考える赤彩を施した壷（115）や台付壷（118）等は、

二次被熱した痕跡が残ることから、祭把に使用した可能d性がある。また、これら祭把で、使用された土器

が、 SDOlグループ。Bにみられるように、最終的に沼SDOlに廃棄したと推察する。台付壷（翠）は江

上A遺跡（上市町）、二口油免遺跡・HS 04遺跡（射水市）、蔵野町東遺跡（高岡市）等で有段

口縁を持つものが出土しており、その形状は弥生台付警の系譜のものである。このほか細頚壷とセット

関係にあると推察される有紐筒状蓋 (132）が出土した。これは県内での出土事例が少なく、蔵野町

東遺跡の自然流路における祭杷場、手iJ回横枕遺跡の焼失住居（旧立山町）のみで出土事例が確認

できた。

以上、当調査区の主要遺構で、出土した遺物を概観した。次に主要な土師器の種別・器形毎にみら

れる特徴から、当調査区の傾向を述べる。

窒：口縁端部に面を取る「能登形j窒を含めた「く」の宇口縁を持つ翠Bが全体の 95%以上を占める。

出土比率は、 Blが約 45%、B2が約 30%を占めるほか、 口縁端部の仕上げを省略するものも約 15%

確認できる。 口縁端部外面にキザミを施すものや指頭圧痕を巡らすもの、 口縁部外面のヨコナデを省

略するもの、体部外面上半にタタキ痕を残すなど、様々な調整方法がみられる。在地系の有段口縁

霊Aはほとんど出土しておらず、大部分が淘汰・消滅している。残存するものは退化形態のみである。

富山県東部では番Aの比率は白江式期までは高く、古府クルビ式期で、ほぼ淘汰される傾向がみられ、

当集落では白江式期には窒Bへの移行が急速に進んだと考えられる。 口縁端部を肥厚させないが、端

部内面に面を取る布留奮の様式を一部受容した布留傾向・布留系口縁の折衷型の査は出土するもの

の、布留蚕や山陰系は皆無で、近江・東海系のS宇窒や台付審も出土せず、外来系奮の受容がみ

られない

壷：月影式期から継続する在地系の壷Aは皆無である。出土量は少ないものの、壷B・D・Eがそれ

ぞれ小型・中型・大型壷の領域で絶対的な割合を占める。壷Bは直口口縁壷で、小型の精製品で、ある。

口縁部が膨らみ立ち上がり、端部に向かって内湾するものと、直線的に立ち上がるものがある。比率

は 22%を占める。壷Cは短頚壷で口縁が端部に向かつて内湾気味に立ち上がる。外面に赤彩を施す

ものもみられる。壷Dは広義の広口口縁壷で、 口縁端部に面を取るものや、月影式の大型査に系譜

を持つとされる、頚部に刻入突帯を巡らすものが一定量出土した。中型壷の主体をなすと考えられるが、

出土比率は 26%である。なかでも壷 03は口縁端部外面とともに内面にも上方に向かつて面をとり、布

留警の口縁形態を受容した折衷型であり、畿内の影響の地域的特色が現れたものととらえられる。査E

は棒状浮文を口縁端部に施した有段口縁と球胴型体部を持つ東海系の壷で、大型のものが多い。 口

縁部が確認できるものは3個体のみであり、そのほかに体部のみ出土したものが3個体ある。

高杯：月影式期に系譜を持つ在地系の高杯が4分のL 残りを外来系が占める。残存率の高いもの

は全て外来系であり、出土比率以上に外来系の高杯が占める割合は高い。高杯Blは、ほぼ水平な

杯底部から内湾気味に立ち上がる杯と「ハ」の宇状の脚部を持つO 杯部が小型で、椀状のものをBla、

大きく拡がるものをBlbとした。 出土比率はBlaが 27%、Blbが 14%出土している。 Blbの杯部の最終

的なミガキが縦方向のものは白江式期、横方向のものは古府クルピ式期に増加するとされており、 出土
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した高部 Blの約 80%が縦方向である。高坪B2:j不部が丸椀状で、開脚高部のものをB2a，脚底部が

下部で強く屈曲し広がるものをB2bとした。 出土量はB2aが5点前後、 B2bが2～ 3点である。

器台：外来系の小型器台Aへの移行が進み、 3分の2を占める。器高 lOcm前後の外来系小型器台で、

ミガキ調整を丁寧に施した精製品が多い。 口縁端部に面を取り、端面に綾杉文を施したものもみられる。

受部底部から脚部への穿孔を施さなし、小型器台Bが l点出土した。県内での出土事例は少ない。器

台Bは月影式期以前に導入された器台の系譜を持つもので、有段口縁器台Clが 1点、装飾器台の

系譜で、受部に円孔を穿つ退化形態の器台C2が完形に近い状態で、 l点出土した。

以上、古墳時代初頭前後の土器について概観した。全体をみると、「く」の宇口縁審、外来系の高亦・

小型器台が高い割合を占める。壷は容量により盛行する器形は異なるが、いずれも白江式期以降に

盛行するものである。有段口縁を持つものは退化形態のものがみられる程度で、ほぼ払拭されている。

古府クルビ、式期に現れる布留傾向窒はないが、その口縁部形態の特徴が査D3に折衷様式として受

容されたことが確認で、きた。

このことから当調査区の出土遺物の特徴は第一に、 白江式期新相から古府クルビ式期の土器群にも

かかわらず、査Aがほとんど出土していないこと、第二に県内で出士事例が少ない壷F（台付壷）や蓋

B（有紐筒状蓋）などが含まれている一方、残存率の高い台付装飾査や装飾器台などはみられないこ

とである。

第一の点をみると、富山東部地域に位置する新堀西遺跡など月影式期からの長期継続集落では、

古府クルビ式期以降も高い割合で、有段口縁の土器が残存する傾向がある。 白江式期～古府クノレピ式

期の集落にもかかわらず翠 A が淘汰されている点からは、外来系の集団の入植の可能性が考えられ、

この場合、出土遺物の特徴から、能登方面の可能性が高い。一方、 1995年度調査区から出土した

土器は第 11表のグラフにみられるように審Aや壷Aの比率が高く、月影式期の色合いが濃いことから、

方墳「ちょうちょう塚」を築造した地域の拠点的集落が弥生終末期から白江式期にかけて発展をつづ

け中心部が沼に沿って集落が東へ移動または拡張した可能性が推察で、きる。

第二の点をみると、 当調査区で出土した器種の土器と同様のものが出土している遺跡として、蔵野町

東遺跡がある。蔵野町東遺跡は弥生時代後期後半の法仏式期から古墳時代初頭の白江式期までの期

間を通じて自然流路における祭最Eが行われたとされる遺跡で、細頚台付壷や装飾器台が多量に出土し

ている。水辺の祭示日場という同様の性質を持つ遺跡にもかかわらず、 当遺跡では残存率の高い装飾器

台、それと併行する時期に富山県北東部で導入される台付装飾壷のいずれも出土していない。また、

これら「格式の高い」祭式土器は 1995年度調査区でも出土していない。あわせて周辺の当該期の遺

跡をみてみると、大規模な調査が行われていないためとしち可能性はあるものの、いずれの器種も残存

率の高いものは出土していなし、。その一方で、水系の異なる新堀西遺跡では装飾器台が3個体以上、

台付装飾査が5個体以上出土している。以上のことから、富山県東西の地域差に加え、より狭い範囲

での受容の違いが存在したと推察出来る。

第3節折衷型土器について
当調査区SDOl及びSD55から、古墳時代遺構出土土師器器種分類（第5図）壷D3に分類した折

衷型土器が出土した。特徴は①口縁部内面に面を取る技法と、②頚部に刻入突帯文を巡らす技法を併

用する点である。 SDOlから出土した 29はやや外傾気味に口縁が立ち上がり、端部外側に細く面を取

る。中型壷で体部は球胴状を呈し、底部は平底で安定性を志向した器形である。 SD55から出土した

59は、 29に比べ口縁の傾きが急で、端部外面にしっかりとした面を取る。体部は出土しておらず形態
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は不明である。①は畿内系の布留警の特徴であり、 口縁部

を肥厚させないことから布留0式の影響もしくは意識的に受

容していない可能性が指摘できる。前述したように、布留

傾向奮、布留系肇は八町E遺跡や利回横枕遺跡、新堀

西遺跡等で出土しており、古府クノレビ式期には富山県東

部で受容されることが確認できる。 当調査区では布留系警

は出土しないにもかかわらず、 口縁部の技法のみ受容して

いる点が特徴であり、同様の技法を用いた折衷型壷の出

土事例は周辺の遺跡で、は確認できなかったO ②の頚部突

帯文は東海系の大型壷に系譜を持つもので、同様の器種

器形で口縁部内面に面を取らないものは北陸西部地域で

確認されており、富山東部には能登からもらたされた可能

性が指摘されている（田中・中谷 2001）。また刻入突帯

文は壷（27・28）などにもみられるほか、器台（49・55・

142・147）や蓋（132）など精製土器に多用されており、

当調査区の集落で好んで使用した技法であると考えられ

る。

こうした折衷型の存在は、在来系から外来系、特に畿

内系への移行期である白江式期・古府クルビ式期にみら 第33図折衷型土器

59 

れるものであり、他の集落で確認できない器種（折衷型土器）の存在は、 当集落が能登を中心とした

他地域との交流が盛んであることとともに、集落や地域の規制やまとまりが緩やかで、外来系の影響の

受容を主体的に選択で、きる状況にあったことを証明するものと考えるO （朝田）
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散布地 縄文時代晩期 f召
縄文土器、打製石斧、磨製石斧、
石搬、石皿、砥石

古墳時代前期
掘立柱建物、竪穴建物、

土師器、部材等加工木、柱根豊田大塚・
溝、沼、土坑

中吉原遺跡

集落 平安時代
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土師器、須恵器、板材
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掘立柱建物、貯水池状
珠洲、中世土師器、中国製陶磁器、

鎌倉時代 遺構、溝、畠、土坑、柱

穴 水輪（五輪塔）

縄文時代晩期の遺構は、調査区北端に位置し、約150m離れた1995年度調査区で検出した沼地の延長の可能

性が高い沼SDOlのみである。沼からは縄文時代晩期の土器がまとまって出土しており、当該期における近隣地

域での活発な活動がうかがえる。

古墳時代前期の遺構として、沼SDOlおよびその湖畔的立地に成立した集落の遺構である竪穴建物・竪穴状遺

構や掘立柱建物、大型士坑等がある。掘立柱建物の柱の放射性炭素年代測定結果が、弥生時代中期のものが

あるが、遺物が出土していないことから古木効果や材の転用の可能性が高く、集落の中心となる時期は古墳時代

初頭～前期であると推定できる。前回調査区では沼の肩部で木組遺構や木道、井戸等を検出するとともに、弥生

時代終末期～古墳時代初頭（月影式～白江式期）の土器が多量に出土した。今回調査区の沼の肩部では古墳

時代初頭～前期（白江式～古府クルビ、式期）の土器集中廃棄が確認でき、南側に立地する同時期の土器が多量

に廃棄された大型土坑とほぼ同時期に水辺の祭把が行われたと可能性が高い。このようなまとまった量の遺物の
要約

出土および遺物の時期差は、集落の拡大または中心の移動の結果であり、当集落が長期間存続したと推定でき

る。これにより、約450m北東に立地する古墳時代前期の方墳「ちょうちょう塚」を当集落の長の墓とする地域の拠

点的集落と考える。

平安時代の遺構として、道路状遺構があり、幅5.5mの間隔で、東西方向に平行に伸びる。近隣の同時期の遺跡

の調査結果から、当遺跡内を横断し、郡街や駅家、荘園などを結ぶ主要な道路であると推察でき、 1995年度調査

区で検出した溝から出土した律令祭記具は、交差点付近で行われた祭杷の関連遺物である可能性がある。

鎌倉時代の遺構として、貯水池状遺構とそれに連結し用水的な役割を果たしたと推察した溝、そこから北側に

拡がる鋤溝群（畠）、南側には雨落ち溝を伴う1×3聞の側柱建物がある。そのため、溝の北側に生産域、南側に

居住域が拡がっていた可能性が高い。
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